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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。

























　　　　１







「そんな……馬ば鹿かな」

　自分の口から零こぼれ出た呻うめき声を、ユートは遠く他人のもののように聞いた。

　室内には重い沈ちん黙もくが横たわり、誰だれ一人としてその声に応こたえようとする者はいない。ケヴィンはあんぐりと口を開けたまま固まり、イルは事態が飲み込めていないらしく困こん惑わくした表情で首を傾かしげている。

「え～と、タジェス様が……捕つかまったんですか？　王太子殿でん下かを暗殺しようとして？　でも、あのお二人の仲は悪くなかったのでは……いつの間に、そんな激しい兄きよう弟だい喧げん嘩かをするような間あいだ柄がらになっちゃったんでしょうか？」

「馬鹿を言うな！　そんなことがあるはずはない!!」

　部屋中に響ひびき渡わたった声に、イルは反射的に「はいっ、すみません！」と身をすくませたが、ユートの言葉はイルの発言に向けられたものではなかった。

「タジェスが王太子を殺そうとするわけがないだろう！　あいつは王太子のことを心から慕したっているんだぞ！　なにかの間ま違ちがいか──でなければ、誰かにはめられたに決まってる!!」

「……私も、そう思いますよ」

　苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような表情で応えたのは、タジェスが捕とらえられたという報しらせをもたらしたモートン卿きようだった。

「タジェス殿下は長らく王太子殿下のために働いてこられた。表向きは仲の悪いふりをして、王太子殿下に反発する貴族たちが近づいてくるよう仕向けて……この春の一件で、王太子殿下との繫つながりが明らかとなったせいでしばらく国を離はなれることになりましたが、いずれは国に戻もどって、兄上の力になりたいというお気持ちに変わりはなかったはず……」

　乱れていた呼吸が収まるのとともに気持ちも静まってきたのか、やや童顔ながらも精せい悍かんな顔には、部屋に飛び込んできた時ほどの動どう揺ようの色はなかった。

　それでも落ち着かない様子で、しきりに口くち髭ひげを指先でいじるモートン卿を見ながらユートは拳こぶしを握にぎりしめる。

「そうだ。あいつは本当に誇ほこらしそうに兄の──王太子のことを語っていたんだぞ。兄の役に立てる人間になりたいと、嬉うれしそうに言っていたんだ」

　ユートの記き憶おくの中に、どこか気き恥はずかしそうなタジェスの声がよみがえる。

　仲がよろしいんですね、とイルに指し摘てきされて返した言葉ににじんでいたのは照れと、少しの誇らしさだった。

『──そうだね』

　そっけない声に見え隠かくれする深い感情が、ユートの胸に焼き付いている。

　どこで耳にしたのか──はっきりと思い出すよりも早く、ユートは首を振ふって次し第だいに厳しい顔つきになっていくモートン卿に向き直った。

「タジェスが捕らえられたという状じよう況きようについて、詳くわしいことはわかっているのですか？　あいつだってまがりなりにも王族の一人だ。単に怪あやしいというだけで捕らえられるようなことはないでしょう。決定的な証しよう拠こがなければ……」

「私もまだ詳しいことは……王太子殿下の傷はそれほど深くないとのことですが。今人をやって調べさせていますが、王宮の奥深くで起きた事件ですからな。そう簡単に詳しい情報が得られるとも……私が直接出向いて、話を聞いてきたほうが早いかもしれません」

　いささか早口に言って、モートン卿は真しん剣けんな表情でユートの顔をのぞき込んだ。

「ユーディル──ユート殿どの」

「……な、なんだ？」

　ちらりとケヴィンの顔を見て呼び名を変えたものの、あらたまった口調で呼びかけるモートン卿に、ユートは思わずたじろいだ声を返す。

　モートン卿がわずかに表情を緩ゆるめて、口を開こうとした時だった。

「──お待ちください！　今……うあっ！」

　モートン卿が駆かけ込んできた際に開け放たれたままの扉とびらの向こうから、激しい物音と人の争う声がかすかに聞こえ、ユートははっとして入口に視線を向けた。

　同じ方向に目をやって、モートン卿は舌打ちの音とともに苦々しげな声を洩もらす。

「思った以上に早かったか……」

「モートン卿？」

　怪け訝げんそうに声をかけたユートの顔に、はっとした表情が広がるのとモートン卿が入口に向かって歩き出すのは同時だった。

　肩かた越ごしにふり返って、モートン卿はわずかに微び笑しようする。

「私が出ていって時間を稼かせぎますから、その間にお逃にげください。屋や敷しきの周辺も囲まれているでしょうが、正面に目が集まっていれば隙すきをついて抜ぬけ出すことはできましょう」

「逃げろ……って？」

　ぽかんとした表情で呟つぶやいたのはケヴィンだ。

　ユートは理解の色を瞳ひとみに浮うかべて、モートン卿にうなずきを返す。モートン卿が部屋の外に出て行くと、ユートはケヴィンの腕うでを摑つかんで続き部屋に足を向けた。

「おそらく王宮の兵士だ。タジェスがここに滞たい在ざいしていたことは、少し調べればすぐにわかるはずだし……強ごう引いんに踏ふみ込んできた様子からして、タジェスと共きよう謀ぼうした容疑でもかけられたのか……」

　苦々しい口調で呟くユートに、ケヴィンは目を丸くして大声をあげる。

「兵士……って、いったいなにが起きてるわけ!?　もう僕には、なにがなんだかさっぱりわからないよ！」

「馬鹿、大声を出すな！」
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　慌あわててユートはケヴィンの口を手でふさぎ、低めた声で叱しつ責せきする。

「モートン卿の気持ちを無む駄だにする気か？　ここで見つかったら、俺やお前もタジェスに協力した罪で捕らえられる可能性が高い。真しん偽ぎはどうあれ、タジェスに王太子を暗殺しようとした容疑がかかっているなら、関係者を片かた端はしから捕らえるくらいのことはするはずだ！」

「そんな……！」

　手を外した途と端たんに泣き出しそうな声がケヴィンの口から洩れたが、ユートは注意する余よ裕ゆうもなく彼を引きずるようにして隣りん室しつに飛び込む。

　あとを追いかけてきたイルが、不安げな声でユートに呼びかけた。

「お──ユート様、いったいどうなさるおつもりで……？」

「窓から逃げる」

　扉を閉めると、ユートはケヴィンの腕を放して窓に駆かけ寄った。

　寝しん室しつとなっている部屋の窓は小さいが、人一人十分通れるくらいの大きさがある。上げ下げ式の窓を力を入れて押し上げ、ユートは周囲をうかがい見る。

　周囲に兵士らしき姿は見えず、ユートは一つうなずいて室内に視線を戻す。

「よし、行くぞ！」

「ちょっと待ってよ！　なんでこんなことに……!?」

「窓から逃げるって簡単に言いますけど、ここ二階じゃないですか～！　当たり前のような顔して無む茶ちや言わないでくださいよ、ユート様～～～！」

　口々に悲鳴のような声をあげる二人を一睨にらみで黙だまらせて、ユートはベッドに掛かけられている敷しき布ふを引き剝はがして剣けんで縦に切り裂さく。

　敷布を結び合わせた即そく席せきのロープを手に、ユートは二人をふり返って言った。

「下には張り出し窓もあるから、足がかり程度にはなるはずだ。急げ──モートン卿が時間を稼いでくれるといったところで限度がある！」

　イルとケヴィンは顔を見合わせたが、廊ろう下かのほうから近づいてくる靴くつ音おとを耳にすると、飛び上がってユートの立つ窓辺へと駆け寄っていった。







　イルとケヴィンの二人を連れて苦労して部屋を抜け出し、庭の植え込みに隠れて兵士たちの目をかいくぐって、ユートはモートン卿の屋敷の裏門に向かった。

　そこにも見張りの兵士がいたが、背後から忍しのび寄って手刀の一いち撃げきで気絶させる。

　屋敷から剣を持ちだしてはいたが、正面から派手にやり合ったのでは他ほかの兵士たちに勘かんづかれる恐おそれがあったのだ。

　ユートは周囲を警けい戒かいしながらモートン卿の屋敷を離れ、多くの人の行き交かう表通りへと足を向けた。ついてくる者がいないか確かく認にんするためにしばらく歩き回ってから、市場の片かた隅すみにある屋台の前の椅い子すに腰こしを下ろす。

「つ……疲つかれたぁ。ユート歩くの速すぎるよ～」

　両足を投げ出して座るケヴィンに、ユートは屋台で買った果か汁じゆう入りの茶を差し出す。

「追っ手がいるかもしれないのに、のんびり歩く気にはなれんだろう。どうやら、その心配はなさそうだが──」

「いたとしても、これだけ歩き回ったらとっくに見失ってるよ！」

　受け取った茶を一息に飲み干して、ケヴィンは大きくため息ともつかない息を吐はいた。

「結局、あの水差しも置いてくることになっちゃうし……これじゃ、なんのためにニーザベイムまで来たんだか」

「あとで送ってもらえるよう、モートン卿に頼たのんでおいてやる」

　ケヴィンの顔から微び妙みように視線を逸そらして、ユートは歯切れの悪い口調で言い返す。

　窓から逃げる寸前に水差しのことを思い出し、取りに戻ろうとするケヴィンを「そんな荷物を抱かかえて逃げ切れると思うのか！」と一いつ喝かつしたのは他ならぬユートである。

（いや……あの時は正しい判断だったと思うし。無理に持って逃げて、落としでもしたら取り返しのつかないことになったろうし……）

「あとで……って、そんなこと頼めるような状況かな？」

　内心でぶつぶつと呟くユートに、ケヴィンが沈しずんだ声を投げる。

　思わずユートが目をやると、ケヴィンは空になった素す焼やきのカップを両手で包み込むように持ったまま、足元の一点をじっと見つめていた。

「だって、あのモートン卿って人……捕つかまっちゃったんだろ？　タジェスも……王太子を暗殺しようとしたって──下手したら僕たちも共犯者ってことにされかねないんだろ？　だから、あの人はニーザベイムから出ろって……」

「……ケヴィン」

　震ふるえる唇くちびるで言葉を紡つむぐケヴィンに、ユートはそれ以上声をかけることができなかった。

　思ってもみなかった事態に、動どう揺ようしているのはユートも同じだ。

　ぐるぐると益やく体たいもない考えばかりが頭の中を駆けめぐり、次に取るべき行動を選せん択たくできないままでいる。

（ええい、しっかりしろ──！）

　ユートは両手を持ち上げると、ぴしゃりと力ちから一いつ杯ぱい自分の両りよう頰ほほを叩たたいた。

「ユ……ユート!?」

「ユート様!?」

　目を丸くするイルの手から、屋台で買い込んできた挽ひき肉にく入りのパンの袋ふくろを奪うばい取って、ユートはケヴィンの目の前に突つき出した。

「腹が減ってる時はろくなことを考えない──食え」

「え……？」

　ケヴィンの手にパンを押しつけ、ユートは袋から取り出した別のパンにかじりつく。

　こんがりと揚あげられたパンを口いっぱいに頰ほお張ばり、しっかりと嚙かんで吞のみこんでからユートはおもむろに口を開いた。

「これからどうするか──俺の答えは決まっている。タジェスが王太子を殺そうとするなんてことは考えられない。その考えられないことがどうして事実としてまかり通り、モートン卿きようまでが共犯者として捕とらえられることになったのか……解き明かさなくては」

　パンを片手に語るユートの気き迫はくに圧おされたように、ケヴィンは目をしばたたかせる。

　手に持ったパンを瞬またたく間に平らげ、袋の中から二つ目を取り出しながらユートは鋭するどい目つきで宙を見み据すえて言った。

「ここまで来ると、なにかの間ま違ちがいとも考えづらい。何者かが最初からタジェスを標的として、疑ぎ惑わくをかけられるように仕向けたとしか……むっ」

　言葉を切って、口に運んだパンが喉のどの奥につかえてユートは目を白黒させる。

「お──ユート様！　お茶っ、お茶です！」

　慌ててイルが差し出した素焼きのカップを受け取り、喉の奥のパンを茶とともに吞み下くだしてユートは大きく息を吐いた。

「ふ～、助かった……珍めずらしく気が回るな、イル」

「珍しくは余計ですよ！　私だって日々進歩しているんですから──というか、お茶を買ってくるよう言ったのはユート様じゃないですか！」

「それが素す早ばやく出てくるようになっただけでも格段の進歩だ」

　微笑を浮かべて言い返しながら、ユートはなにか物足りないような感覚を覚える。

　二人の会話にさりげなく口を挟はさんでくるタジェスの存在──当たり前のように側にいた彼がここにいないことが理由だと気づき、ユートの表情がわずかに暗くなった。

『君の中で、イルの評価ってどこまで低いんだい？』

　苦く笑しようを含ふくんだ声が聞こえたような気がして、ユートは唇を嚙みしめて頭を振ふる。

　隣となりに座るケヴィンに移した瞳ひとみには、すでに沈んだ色はのぞいていなかった。困こん惑わくしたように自分を見つめるケヴィンに、ユートは小さく頭を下げて「すまない」と言った。

「え……？」

「お前を巻き込むようなことになってしまって──お前は商隊と合流して、すぐにニーザベイムを出てくれ。あの屋や敷しきにお前がいたことは誰だれにも知られていないはずだから、俺たちとの関かかわりを疑われることもないだろう」

「でも……ユートは？」

「俺はニーザベイムを離はなれるつもりはない」

　顔を上げて、ユートはきっぱりと言い放つ。

「どんな経けい緯いがあってかわからないが、タジェスがあるはずのない罪を着せられて捕まっているんだ。それなのに、俺がここで逃にげ出すわけにはいかんだろう。あいつにはこれまで何度も助けられているんだぞ──返しきれないくらいの借りがあるのに、知らん顔をして自分だけ逃げるほど俺は恥はじ知しらずじゃない！」

「ですが、お──ユート様」

　正面に立ったイルが、控ひかえめに言葉を投げ入れる。

「いかがなさるおつもりで……？　解明すると言っても、この状じよう況きようじゃできることも限られているのでは……？」

「………」

　唇を引き結んでうつむいたユートの顔を、ケヴィンはものも言わずに見つめる。

　不安と心配の色が半々ににじむケヴィンの視線に気づいて、ユートはわずかばかりの笑えみを浮うかべた。

「大だい丈じよう夫ぶだ、絶対に方法は見つかる。お前は心配しないで、商隊と一いつ緒しよにディエを出てくれ」

「でも……」

　一度言いよどんでから、ケヴィンは決心したように口調を強めて言う。

「僕だって、この間の件ではタジェスにお世話になっているんだ！　ユートたちを置いてこのまま逃げることなんてできないよ。タジェスのことは──正直よくわかんないけど、彼が血の繫つながったお兄さんを殺すような人物だとは思えないし」

「ケヴィン……」

「なにか、僕にお手伝いできるようなことってないの？　ユートの力になりたいんだ」

　ひたと視線を据すえて告げるケヴィンに、ユートは一いつ瞬しゆん表情を揺ゆらしかけてから唇を引き結んで、ゆっくりと首を横に振った。

「これ以上、お前を巻き込みたくないんだ。タジェスが王太子への反逆を疑われている以上、あいつを助けようとすれば同罪と見なされて捕まる恐れがある。お前が捕まったりしたら、お前の商隊にも──ベイオード商会にだって迷めい惑わくがかかるかもしれないんだぞ！」

「………」

「助けになりたいと言うのなら、まずお前の身の安全を確保してくれ。それが一番の手助けになる。お前やベイオード商会にまで累るいが及およぶ可能性がある状況じゃ、俺も思い切った行動には出られないんだ」

「……つまり、僕は足手まといってこと？」

　肩かたを落として上うわ目め遣づかいに尋たずねるケヴィンに、ユートは軽く視線を泳がせた。

「まぁ、それもあるが……」

「あるの!?」

「さっき窓から脱だつ出しゆつするだけで一苦労だったろうが。手がかかるのはイル一人だけで十分だ。お前の面めん倒どうまで見る余よ裕ゆうは俺にはないぞ！　それにお前にはお前のやるべきことが他ほかにあるはずだ。商隊の責任者として、ちゃんと取り引きをやり遂とげるという──」

　目を見つめて告げるユートの言葉に、ケヴィンは表情を曇くもらせてから、その思いを振り切るように手にしたパンに勢いよくかぶりついた。

　やや驚おどろいたように目を見開くユートの前で、瞬く間に一個のパンを平らげる。

「……僕が一緒に行動するよりも、巻き込まれないように離れていたほうがユートの役に立つってことなんだね？　要するに」

「あ、ああ……」

　当たり前のように突き出された手に、ユートはパンの入った袋を差し出す。

　袋の中から摑つかみ取った二個目のパンを、先さき程ほどのユートにも負けない勢いで平らげてからケヴィンはすっきりしたような笑顔をユートに見せた。

「わかった。だったら、無理についていこうなんて言わないよ……僕もユートの足を引っ張りたいわけじゃないからね」

　ケヴィンの声にはまだ複雑な思いがにじんでいたが、口調にためらいはなかった。

「僕は僕のやるべきことをきちんとやる。だから、ユートも全部終わったらちゃんとタルフェまで会いに来てよ？　モートン卿の屋敷で言いかけていた、あの言葉の続きも聞かせてもらいたいし……」

　意味ありげに言葉を切って、ケヴィンはユートに片目を閉じてみせる。

　なんのことかと一瞬考え込みかけてから、ケヴィンの言葉の示すものに気づいてユートは複雑な表情となった。

「今はそれどころじゃないだろうから、聞かないでおいてあげるよ。でも、ちゃんと説明しにきてくれなきゃ嫌いやだからね！」

「……わかった」

　どこか観念したような声に苦笑の響ひびきを含ませて、ユートは応こたえる。

　ケヴィンはにっこりと笑みを深めるとさらに立て続けにパンを平らげ、袋の中のパンがほとんどなくなったところで、ふと呟つぶやくように言った。

「ところで……どうやってタジェスを助けるつもりなんだい？　方法は見つかるって言ってたけど、本当にそんな方法が見つかるの？　モートン卿も捕つかまっちゃったし、事件の詳しよう細さいだってわかってないのに、君とイルの二人だけでどうするつもりなんだよ……？」

「それは……」

　手についた油を舐なめ取りながら、ユートは眉まゆを寄せる。

　イルが「行ぎよう儀ぎが悪いですよ！」と手しゆ巾きんを差し出すのにも気づかず、ユートは難しい顔つきで宙を睨にらんだ。

「お──ユート様！　ちゃんと手を拭ふいてください！　手巾がもったいないから使えないなんて、いつか王宮で言ったみたいなことを──」

「……王宮？」

　ケヴィンが訝いぶかしげに聞き返すより早く、ユートはイルの首を抱かかえ込んで黙だまらせる。

　むぐっ、という声が耳元で響くのと、ユートの脳のう裏りに一つの記き憶おくが閃ひらめいたのが同時だった。

（そうか……王宮だったら！）

「ユート……？」

　目を見開いたユートに、ケヴィンが困惑したような声をかける。

　ユートは彼の声も半分耳に入らないまま、イルの首にかけていた腕うでの力を緩ゆるめて呟くように言った。

「……方法ならある」

「へ……？」

　間の抜ぬけた声をあげるケヴィンに目をやることもせず、ユートはしばらく動きを止めてからイルの顔に目をやる。

　輝かがやきを増したユートの瞳を、イルはきょとんとした表情で見返した。

「詳くわしい事情を一番よく知っている人間──襲おそわれた当人に聞けばいい。かなり危ない橋を渡わたることになるだろうが……それが一番確実だ」

「襲われた当人って……」

　呆ぼう然ぜんとした口調で呟き、ケヴィンは慌あわてた表情になる。

「まさか、ユート！」

「ああ、王太子に直接話を聞く。軽傷というなら話くらいはできるだろう。王宮の奥まで人に見つからずに行く方法も……あまり大きな声では言えないが、一応あるにはある」

「あ……もしかして」

　イルが口にしかけた言葉を、ユートは手を上げて押し止める。

　言葉を失ったケヴィンの顔に目をやって、ユートは低く抑おさえた声で告げた。

「悪いが、これ以上は話すことはできない。ニーザベイムの王族しか知らない一級の国家機密らしいからな。本来なら勝手に使って許されるようなものでもないだろうが──非常の際だ。教えてくれたタジェスも文句は言わないだろう」







　人目に付かない道を通って、ケヴィンを市場の一角に停とめてある商隊の馬車まで送り届けてから、ユートとイルは記憶を頼たよりに目的の場所へと向かった。

　狭せまい裏路地を抜けてたどり着いたのは、人気のない寺院と覚しき建物の裏である。

「ほら、ありましたよ！　お──ユート様！」

「わかった！　わかったから、あんまり大きな声を出すな！」

　複雑な経路を完かん璧ぺきに記憶していたイルが胸を張り、ユートはひそめた声を彼に投げる。

　ケヴィンを送り届けたり、準備を整えたりしていたためもあって、周囲はすでにうっすらとした夕ゆう闇やみに包まれ始めている。忍しのび込むことを考えれば好都合だったが、人に見つかれば怪あやしまれる確率もまた高い。

「お前の記憶力が役に立つのは認めるから……実際、俺一人だったらここまでたどり着けたかどうかも怪しいしな」

「そうでしょう？　もう、手がかかるなんて言わないでくださいね～。私はお荷物じゃないんですから！」

「だから大きな声を出すなって！　そういうところが手がかかると言ってるんだ！」

　寺院の飾かざり柱に擬ぎ装そうされた入口を開けると、黒々とした通路が姿を現す。ケヴィンの商隊に格安で譲ゆずってもらった洋燈ランプに火を入れて、ユートは通路の中へ身を滑すべり込ませた。

　真っ暗な通路を、洋燈の明かりとイルの案内だけを頼りに進んでいく。

　首しゆ尾び良よく王宮内に侵しん入にゆうしたところで、ユートは洋燈の明かりを絞しぼって通路の中に置き、背後のイルに目をやった。

「俺が先に出て様子を見てくる。お前はしばらくここで待っていろ」

「ええっ？　置いていかないでくださいよ～！」

「大きな声を出すな。ここから先は警備がかなり厳重なはずだ──王太子の居室の近くなんだからな。俺が先に行って、警備兵の位置を確かめてくる」

　大人しく待ってろ、と念を押してユートは慎しん重ちような手つきで隠かくし扉とびらを開ける。

　周囲に人の気配はなく、ユートは足音を殺して廊ろう下かに歩み出た。羽織っていたマントのフードをすっぽりと被かぶって、あたりをうかがいながら足を踏ふみ出そうとした時──

「──っ！」

　先程まではなかった気配をすぐ側に感じ、ユートは反射的に身構える。

　とっさに抜き放ちそうになった剣けんを寸前で止めることができたのは、低く芯しんを含ふくんだ声で呼びかけられたためだった。

「お待ちください、ユーディルシア王子」

　目を見開いて、ユートは相手の顔を見上げる。

　身体からだが触ふれそうな位置に立っていたのは、暗あん褐かつ色しよくの髪かみを短くした二十歳はたちほどの青年だった。深い青色の瞳ひとみが無表情にユートを見下ろしている。

　青年の手に武器が握にぎられておらず、人を呼ぶ気配もないのを見て取ってユートは剣の柄つかから手を離はなした。

「……お前は？」

「王太子殿でん下かの側に仕える者で、ケイオスと申します」

　無む駄だのない端たん然ぜんとした動きで一礼して、ケイオスはユートに抑えた声で告げる。

「この通路の存在を知るユーディルシア王子ならば、ひそかに王宮に侵入して王太子殿下に会いに来られることもあるのではないかと……殿下がそうおっしゃっていたため、ここでお待ちしておりました」

「……ルーイン王太子が？」

「はい。モートン卿きようが捕とらえられたという報しらせを受けまして──王子が卿の屋や敷しきに滞たい在ざいされていたことは殿下もご存知でしたから。あの場を逃のがれた王子が、現状を把は握あくするために王宮に来る可能性は極きわめて高いだろう、と」

　複雑な表情で口を閉じたユートに向かって、ケイオスは差し招く仕草をする。

「どうぞ、こちらへ……王太子殿下のもとへご案内いたします。人に見つかっては困りますので、ご同行の方もご一いつ緒しよに」

　ケイオスの視線が背後に向けられていることに気づき、ユートがふり返ると壁かべの隠し扉から顔を出しているイルの姿があった。

　ユートと同じようにマント姿だが、フードは被っておらず銀の髪がむき出しになっている。

「お前……！」

「だ、だって……話し声が聞こえたものですから。警備が厳重だとおっしゃっていましたし、もしかして見つかってしまったのかと」

「だからって、お前が出てきてどうする！」

　ひそめた声で叱しかりつけて、ユートは軽く片手で額を押さえながらイルに背を向ける。

「すまんが、こいつでも見つからないような経路で案内を頼たのむ。よけいな手間をかけさせて申し訳ないが──」

「かしこまりました」

　表情も変えずに応こたえて歩き出すケイオスのあとに、ユートはイルに静かにするよう身み振ぶりで示しながら続く。

　燭しよく台だいの明かりに照らされる廊下は、大国ニーザベイムの王宮にふさわしい豪ごう奢しやさだ。

　光を弾はじく金の象ぞう嵌がんや色とりどりのタイルに、つい目を奪うばわれそうになりながらユートは先を歩くケイオスのあとを追う。

　ケイオスは見張りのいない廊下を選び、時には壁の中の隠し通路を通って、誰だれの目にも触れることなくユートたちを王太子の居室へと案内した。

　控ひかえの間と覚しき小部屋を抜けて、ユートは恐おそる恐るその部屋に足を踏み入れる。

「……よく来てくれた、ユーディルシア王子」

　同時に部屋の奥から声をかけられて、ユートはわずかに驚おどろいたように顔を上げた。

　直後慌てて居住まいを正し、部屋の中央まで歩み出ていくとユートは被っていたフードを外して丁てい重ちように一礼する。

　黄みがかった茶色の髪が一ひと房ふさ、さらりと揺ゆれて白い頰ほおにかかった。

「このような無作法な訪おとないとなりましたことを、心よりお詫わび申し上げます。ルーイン王太子殿下」

　かまわない、と微び笑しようするのは寝しん台だいに上半身だけを起こして横たわる黒くろ髪かみの男性だ。

　癖くせのない長い髪を背中に流し、ゆったりとした部屋着に身を包んでいる。線の細い理知的な容よう貌ぼうはタジェスにはあまり似ていなかったが、人好きのする笑えみをたたえた目元にどこか共通する雰ふん囲い気きがあることにユートは気づいた。

「私のほうこそ、横になったままで失礼する。傷はそれほど深くはなかったのだけれどね──医者がうるさく言うものだから、大事を取って休んでいるだけなんだ」

「殿下……」

　思わず言葉を吞のんでから、ユートは表情を引き締しめて口を開く。

「その傷は……いったい誰に付けられたものなのですか？」

　ルーイン王太子は目を伏ふせて少し沈ちん黙もくしたのち、整った面おも差ざしに苦く慮りよとも困こん惑わくともつかない表情をのぞかせて言った。

「……タジェスだ」

　王太子の答えに、ユートは信じられないといったように目を見開く。

「まさか！　そんなはずが……！」

「だが、事実だ。周囲の者を遠ざけて、タジェスと二人きりで会っている時にいきなり短たん剣けんで斬きりかかられた。ケイオスが側に潜ひそんでいたからこの程度で済んだが、もし彼がいなければ、今いま頃ごろはあの世に行っていたかもしれない」

「そんな……」

　色を失った顔で、ユートはかすれた呟つぶやきを洩もらす。

「私もとても信じられなかった。タジェスが私に刃やいばを向けるなど……面会の場へは刃は物ものの持ち込みなど許されていないが、タジェスが相手ならば念入りに調べるようなことはない。私の側近くに仕える者たちは、皆みなタジェスと私との関係をよく知っているから。おそらくそれを見み越こして、衣服の下に短剣を隠してきたのだろうが……」

　ゆるゆると首を振ふって、ルーイン王太子は膝ひざにかけられた掛かけ布ふの上に視線を落とす。

　美しい刺し繡しゆうの施ほどこされた掛布の上には両手が重ねて置かれ、その左の袖そで口ぐちからは手首まで厚く巻かれた包帯がのぞいていた。

「……しかも、ディエにあるタジェスの別べつ邸ていからは、隣りん国ごくオルデンの王太子とタジェスがかわした密書が発見された。私を亡なき者にすることで王宮に混乱をもたらし、その隙すきにかねてからオルデンと争議の種になっていた国境の鉄鉱山を手に入れるよう勧すすめる内容の──」

　言いながらルーイン王太子は寝台のかたわらに立つケイオスに視線を移し、ケイオスは側の小しよう卓たくから取り上げた書簡をユートに手て渡わたす。

　たたまれた紙を両手で広げ、文面に目を落としたユートの表情が強張る。

　そこに書かれていたのはルーイン王太子が言った通りの内容で、さらに見返りとして莫ばく大だいな金額とタジェスをオルデンの貴族として迎むかえ入れるようにという要求が記されていた。

　鮮あざやかな筆ひつ跡せきはタジェスのものに間ま違ちがいなく、蓮はすの花を象かたどったニーザベイムの王子としての正式な印も押されている。

「合意の証あかしとしてここにサウリム王太子の署名もなされている。王太子からの他ほかの手紙には、ニーザベイムの王宮に少なからぬ数の協力者がいることをうかがわせる記述もあった。彼らの手引きで王宮から脱だつ出しゆつし、オルデンに逃とう亡ぼうする予定だったようだ……誰が協力者かはまだ判明していないが」

　私を殺そうとする者にはいささか心当たりがありすぎる、とルーイン王太子は自じ嘲ちよう気味に笑って呟く。

「馬ば鹿かな……タジェスがそのようなことに協力するはずが」

「だが、密書の筆跡はまぎれもなくタジェスのものだと断定された。そのせいで王宮は揉もめに揉めている。誰がオルデンに通じているのか互たがいに探さぐり合い、今すぐオルデンに軍を出すべきだと主張する者も──フォーレで駐ちゆう在ざい武官をしているタジェスがこのような企くわだてに荷か担たんしていたせいで、フォーレの関かん与よを疑っている者さえいる」

「な……！」

　思わず目をむいたユートに、ルーイン王太子は安心させるように首を振ってみせた。

「それはあまりに早計だと私から言っておいた。ただ、フォーレにいるはずのタジェスが勝手に任地を離れていることについて、一言の報告もなかったのは事実だから……説明を求めるためフォーレに使者を送ることには同意した。フォーレがこの件に関かかわっていないと、皆に納なつ得とくさせるためにも」

　ユートは呆ぼう然ぜんと王太子の言葉を聞いてから、手元の書簡に再び視線を落とす。

　徐じよ々じよにその目に尋じん常じようではない怒いかりの色が浮うかび、嚙かみしめるような口調でユートは低く声を発した。

「……いや、タジェスがオルデンと密約をかわすなんてあり得ない。確かに、筆跡はあいつのものとしか思えないが……こんな企てに乗って、自分の兄を殺そうとするような奴やつじゃない。そもそも捕らえられた直後に密書が見つかるなんて、あまりにも都合が良すぎるだろう！」

「ああ──だが、タジェスはいっさいの弁明をしていない。私の暗殺に失敗して捕らえられてからは、一言も口をきこうとしていないんだ」

　弾かれたように顔を上げて、ユートは沈ちん痛つうな表情で告げる王太子の顔を見返した。

「タジェスは……今、どこに？」

「地ち下か牢ろうに入れてある。取り押さえる際にかなり激しく抵てい抗こうしたので、逃亡を防ぐためにそうせざるを得なかった。仮にも王子を地下牢に入れることに反対する者もいたが、なにしろ事情が事情だ──ましてタジェスはろくな後ろ盾だても持ってはいない」

　ユートは唇くちびるを嚙みしめ、手にした書簡がぶるりと小さく震ふるえる。

　紙に皺しわが寄りかけているのに気づいて手の力を弱め、しばらくそのまま身動きを止めてからユートは慎しん重ちように言葉を口にした。

「殿でん下か……これは間違いなくタジェスの筆跡と断定されたのですね？　ではサウリム王太子の筆跡は？　王太子本人のものと確かく認にんされたのですか？」

「……いや。オルデンでは先年代だい替がわりが行われたばかりで、サウリム王太子の直筆の書状はまだ一度も届いていない。比ひ較かくとなる筆跡が存在しなければ鑑かん定ていのしようがないのだ。それにタジェスの筆跡が本物と断定された段階で、密書の真しん贋がんに疑いを持つ者はいなくなった」

「ならば……」

　決心するように間をおいて、ユートは王太子に告げる。

「この密書、私に預からせていただけませんか？」

「ユーディルシア王子……？」

「鑑定で本物と断定されようとも、タジェスが書いたはずもない密書の筆跡が本物であるはずがありません。おそらく何者かによって、巧こう妙みように作られた偽にせ物もの……ニーザベイムの国内で作られたものであるなら、タジェスの筆跡はともかくサウリム王太子の本物の筆跡まで手に入れることは難しいでしょう。調べれば王太子の筆跡ではないとわかるはず」

　感情を抑おさえた平へい坦たんな声こわ音ねで、ユートは静かに言葉を重ねる。

「サウリム王太子の署名が偽物ならば、密書の信しん憑ぴよう性せいに疑いを持たせることができるはず……タジェスがオルデンと通じているという容疑を晴らすこともできるかもしれません」

「だが……どうやって？」

「信しん頼らいできる筋に持ち込んで、筆跡の鑑定を行ってもらいます。ただ問題は──これが偽物であることを証明することができたとしても、タジェスが王太子殿下を襲しゆう撃げきした理由がわからなければ、根本的な解決とはならない」

「ああ……」

　表情を曇くもらせる王太子の前で、ユートも悔くやしげに唇を嚙みしめる。

　うつむいた顔にイルがなにか呼びかけようとして途と中ちゆうで声を吞み込み、困ったような視線の先でユートは思い切ったように口を開いた。

「王太子殿下」

　ためらいながらもきっぱりとした口調で、ユートは言葉を放つ。

「ほんの少しの間だけでも──タジェスに会わせていただくことはできませんか？」

「……タジェスに？」

「難しいということはわかっています。ですが、タジェスに会って確かめたい。彼がどうして王太子殿下に刃を向けるような真似まねをしたのか──口をつぐんでいるのは、公おおやけの取り調べには応じられない理由があるからかもしれない。他に誰だれの目もないところであれば、あるいは口を開いてくれるかもしれません」

　嚙みしめるように言って、ユートは王太子の顔を真正面から見返す。

　お願いします、と頭を下げるユートを王太子は表情を曇らせたまま見つめ、やがて決心したように小さくうなずいた。







　　　　２







　ひやりとした風が頰ほおを撫なでるのを感じ、タジェスは目を開いた。

　視界は薄うすぼんやりとした闇やみに覆おおわれてなにも見えない。無意識にあたりを探った手が薄い毛布に触ふれ、タジェスは自分が硬かたい寝しん台だいに横たわっていることに気づいた。

　黴かび臭くさいようなよどんだ臭においが、全身を浸ひたす闇の中なかにほのかに漂ただよっている。

「く……」

　呻うめいてタジェスは身を起こそうとしたが、手足が他人のもののように重く意のままに動かすことはできなかった。

　あきらめたように力を抜ぬいて横たわり、タジェスは闇に包まれた天てん井じようを見上げる。

「……ここは？」

　呟つぶやいた声は、吸い込まれるように闇の中に溶とけていった。







「それでは、こちらはお預かりさせていただきます。大事な証しよう拠こ品を預けてくださったことに心から感謝いたします」

「いや、感謝すべきはむしろ私のほうだ。それに……」

　ルーイン王太子の口元に、やや苦みを帯びた笑えみが浮かぶ。

「鑑定によってタジェスの筆跡が本物だと断定されたあとは、保管庫にしまい込まれたきりで極ごく秘ひに持ってこさせるのも難しくはなかった。オルデンにどう対応するべきか、誰がオルデンとの内通者なのか──今王宮で取り沙ざ汰たされているのは、そのことばかりでね」

　タジェスに関心を払はらう者はほとんどいない、と聞かされてユートの表情も暗く沈しずむ。

（後ろ盾がないと聞かされてはいたが……それほどまで関心を払う人間がいないとは。確かに今の状じよう況きようで、タジェスの罪を疑う者などいないだろうが……）

　複雑な気持ちを胸の底に押し込めて、ユートは預かった密書を大事に懐ふところにしまい込む。

「ところで、王太子殿下。タジェスに王太子殿下を害させて得をするような人物に心当たりはありませんか？　密書を偽ぎ造ぞうして、タジェスの別べつ邸ていから見つかるようにしたのもおそらくその人物の指図によるものでしょう」

「私を害して得をする者となると、いささか心当たりがありすぎるな」

　口元に浮かべた笑みに自嘲を混ぜて、ルーイン王太子はユートに言葉を返した。

「いまだに強きよう硬こうな外がい征せい策を唱える貴族たちからは私は目の敵にされているし、タジェスの上の弟たちを王位につけようと画策している者たちもいる。代表格としては主戦派のヴェリデ侯こう、フェーベル卿きよう、第二王子派の筆頭マルヴェル侯に、第四王子派のグリアム侯……今ではかなり王宮での影えい響きよう力を失っているが、よけいに私を排はい除じよしたい思いは強いだろう」

　非常の手段に訴うつたえかねないほどに、とルーイン王太子は小さな声で付け加える。
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　王太子の周囲には、だからこそ万ばん全ぜんの注意が払われていた。王太子が警けい戒かいを解く唯ゆい一いつの相手であるタジェスが利用されたのはそこに原因があった。

「正直、どこの陣じん営えいが動いたのか今の段階で特定するのは難しい。はっきりとした証拠を集めなくては……」

　悔しげな表情をのぞかせるルーイン王太子に、真しん剣けんな顔でユートは言い返す。

「でしたら、証拠を探しましょう。タジェスが自ら望んで王太子殿下に刃やいばを向けたりするわけがない。仕組んだ人間が必ずどこかに存在するはずです。そして失敗を犯おかさない人間などどこにもいない──探せばきっと、正体を摑つかむ手がかりは見つかります」

「……ああ、そうだな」

　眩まぶしそうに目を細めて、ルーイン王太子はうなずいた。

　ユートはわずかに表情を緩ゆるめると、一礼して王太子の居室をあとにした。







　ケイオスの案内で王太子の居室のある奥の棟むねを抜け出し、ユートはタジェスが捕とらえられている地下牢へと向かった。警備の目をかいくぐるため回り道を余よ儀ぎなくされたが、幸い誰にも見つかることなく牢ろうの入口にたどり着くことができた。

　牢は他ほかの建物からは独立しており、地上部分は見張りの兵士の詰つめ所しよにもなっている。

「ここでお待ちください」

　言い残してケイオスは建物に向かい、戻もどってきた時には小さな鍵かぎ束たばを手にしていた。

　身み振ぶりでついてくるよう示すケイオスに続き、ユートが建物の中に入るとそこには見張りと覚しき兵士たちが、ぼんやりと立ったまま宙を見つめている姿があった。

「これは……？」

「軽い催さい眠みん作用のある煙けむりを吸わせました。眠ねむってはおりませんが、しばらく見聞きしたことが記き憶おくに残らないようになります」

　残っている煙を吸い込んでしまわないよう、ケイオスはユートたちに濡ぬれた布を差し出し、自分も口と鼻を布で覆う。

　ユートは口元に布を当てて、兵士たちの横を恐おそる恐るといった歩調で通り抜ける。

　建物の奥には鍵のかかった扉とびらがあり、扉の向こうには地下へと続く狭せまい階段があった。

　詰め所に置かれていた燈とう台だいを手に地下に降りていくと、そこには鉄てつ格ごう子しのはまった牢がいくつも並んでいる。

　大半は無人であったが、中の一つに人ひと影かげを発見してユートは足早に近寄った。

「──タジェス!?」

　呼びかける声に反応して、粗そ末まつな木の寝台に横たわる人物が顔を上げる。

　燈台の明かりに照らされる金の光こう沢たくを持った黒くろ髪かみと、精せい悍かんながらも甘さを感じさせる容よう貌ぼうを目にしてユートは思わず安あん堵どの入り混ざる声をあげた。

「タジェス、無事か！」

「お──ユート様、声が大きいですよ～！」

　イルが慌あわてて袖そでを引くが、ユートはかまうそぶりも見せなかった。鉄格子に額をすりつけんばかりにして牢をのぞきこむユートを、タジェスは戸と惑まどったように見返す。

「ユー……ト？」

「ああ、俺だ！　それよりどうしてこんなことになった!?　なぜ王太子に斬きりかかったりなどしたんだ!?」

「……斬りかかった？　兄上に、私が……？」

　霞かすみがかったようなぼんやりとした眼まな差ざしで、タジェスはユートを見上げる。

「まさか……お前、覚えていないのか？」

　半信半疑の表情で問い返すユートに、タジェスはうなずきだけで応こたえる。

　しばらく呆ぼう然ぜんとタジェスを見つめ返したあと、ユートは重たい口を開いてタジェスが王太子を殺そうとした咎とがで捕らえられたことを説明する。あえて感情を排はいした口調で簡潔に告げたが、タジェスは少なからず衝しよう撃げきを受けた様子だった。

「……本当に、私が？」

「ああ。ケイオスも目もく撃げきしているし──なにより、襲おそわれた当人である王太子がそう証言しているんだ」

　苦い口調で告げてから、ユートは逆にタジェスに問い返した。

「お前こそ、本当になにも覚えてないのか？」

「……兄上に会うために王宮を訪おとずれて、控ひかえの間で茶を飲んだところまでは記憶がある。だが……気がついた時には、牢に閉じこめられていたんだ。なにか尋たずねられたような気もするが、頭がはっきりしなくて……よく覚えていない」

　顔を伏ふせたままタジェスは応え、ユートは厳しい表情で唇くちびるを嚙かみしめる。

　もとよりそう簡単にタジェスの無実を証明できるとは思っていなかったが、予想した以上に困難な道のりのようだった。少なくともタジェスから話を聞くことさえできれば、なんらかの手がかりは摑めると思っていただけに痛手は大きい。

（いや……タジェスの言葉一つで身の証あかしが立つようなことなら、とっくに喋しやべっているはずだ。俺の考えが甘かった……）

　ユートは自分の弱気を振ふり払うように首を強く横に振って、寝台に身を起こしたタジェスへと目をやる。

「記憶がないとしても、お前が王太子を襲しゆう撃げきしたという事実は動かせない。お前の意志が介かい在ざいしていないという証拠を摑まない限り、お前をそこから出すことはできない」

「……わかっている」

　薄く微笑ほほえみすら浮うかべて、タジェスはユートに声を返す。

「兄上を手にかけようとしたという話が本当なら、私は牢を出るわけにはいかない。王太子を襲った重罪人が逃にげたとわかれば、王宮内は大おお騒さわぎになるだろう。どのみち逃げ切れるようなものでもないし、君にまで迷めい惑わくをかけてしまうことになる」

　私を置いて行ってくれ、と言外に告げられてユートは悔くやしげに表情を歪ゆがませる。

　タジェスを牢から逃がしたいのはやまやまだったが、騒さわぎが起こればこれからの行動に支障が出ることは避さけられない。

　鉄格子にかけた手をぎゅっと握にぎり込んで、ユートは絞り出すように言葉を発した。

「……俺は、お前が自分の意志で王太子を襲ったなどとは絶対に思わない。おそらく何者かがお前を操あやつって、王太子を亡なき者にしようとしたんだ。どんな方法を使ったのかはわからないが──記憶が残っていないのはそのためだろう」

　ユートはうつむきかけた顔を上げて、タジェスの顔を貫つらぬくような瞳ひとみで見み据すえる。

「必ず、お前を陥おとしいれた犯人を突つき止とめてお前をそこから出してやる！　俺の名に誓ちかって、お前を罪人のままになどさせておくものか！」

「ユート……」

「俺を信じて、待っていてくれ」

　ユートはそう告げると、未練をきっぱりと断たち切るように牢に背を向けて歩き出す。

　口をはさめずに二人の会話を見守っていたイルが慌ててユートを追い、ケイオスは牢の中に一礼してから身をひるがえす。

　足音と明かりが遠ざかっていくのを、タジェスはいつまでも黙だまって見送っていた。







　ユートは無言のまま地ち下か牢ろうを出て、人目を避けながら慎しん重ちように移動していく。

　彼の横顔にはまったく表情がなく、弱い月明かりに照らされる作り物のように整った顔を、イルは心配そうに見つめやった。

「お──ユート様」

　控えめに呼びかける声にも、ユートは反応を見せない。

「タジェス様を操った相手を見つけ出すと大見得をきったはいいですが、どのようにして突き止めるおつもりですか？　まったく手がかりもないのに……」

「今、どうするか考えているところだ」

　声に苛いら立だたしげなものを漂ただよわせて、ユートはイルに目をやらずに応える。

「控えの間までは記憶があった……ということは、なにかされたとすればそのあとだ。タジェスが口にした茶というのも怪あやしいな。茶の中に意識を奪うばって、人を意のままに従わせる薬物が混入されていたのだとしたら……」

　ユートは言葉を切って、初めてイルにまともに視線を向ける。

「そういう効力を持つ薬物の話を読んだことはないか？　ネイア姉上の所蔵する書物の中には薬物に関するものも多かっただろう」

「残念ながら……光や音の刺し激げきで、人に暗示をかけて操る術があると書物で読んだことはありますが、よほどの熟練者でもない限りかなり時間がかかるみたいですし、簡単な命令を与あたえるのが精せい一いつ杯ぱいみたいですよ。薬物を用いる方法もあるみたいですが、本人の意志に反するようなことは命令できないみたいですし」

「だとすると、あとは……」

　言いかけたユートの声を、すぐ側からかけられたケイオスの声がさえぎった。

「──人が来ます」

　彼の声はごく小さかったが、ユートは即そく座ざに言葉を吞のみこんで周囲をうかがう。

　なにか言いかけたイルの頭を抱かかえ込むようにして身を伏せさせ、自分も身を低くして植え込みの陰かげに隠かくれる。

　ケイオスはすでに気配を断っており、どこにいるのかはユートにもわからなかった。

　しばらく息をひそめていると、携けい帯たい用の瓦斯ガス灯とうの照らす明かりが少し離はなれた場所を通り過ぎていくのが見えた。

　複数の足音であることからして、巡じゆん回かいの兵士だろう。足音が遠ざかっていくのを待ってユートは身を起こし、側にいるはずのケイオスに呼びかけた。

「さっきのタジェスの話、ルーイン王太子に報告しておいてもらえないか。タジェスが誰だれかに操られていた可能性が高いことも──」

「王子は？」

「俺たちは一度王宮を出る。例の密書のこともあるし、王宮内を探さぐるのだったら本職に任せておいたほうが効率が良さそうだ。どうやら、王宮内では俺たちは足手まといにしかならないようだからな」

　ユートはやや苦い笑えみを浮かべながら、組連の事務所を連れん絡らく先として指定する。

　ケイオスはしばし考え込むような間のあと、闇やみの中なかから溶とけ出すように姿を現してユートの前に立った。

「では、抜ぬけ道みちまでご案内いたします」

「頼たのむ」

　先に立って歩き始めるケイオスのあとに、ユートは続く。

　再び人目に付かない経路をたどって、夜目にも壮そう麗れいな奥の棟むねまで戻もどってきたところで、ケイオスが手ぶりでユートを止めた。

　見ると交代を終えたらしい警備兵が数人、渡わたり廊ろう下かをこちらへと歩いてくる。

　渡り廊下には装そう飾しよくの施ほどこされた細い柱と屋根しかなく、庭を歩くユートたちの姿は丸見えだ。ユートたちは素す早ばやく近くの木の陰に身を隠し、兵士たちをやり過ごそうとした。

「ちょ、お──ユート様！」

「──馬ば鹿か！　こんな狭せまいところに二人も隠れられるか！」

　声をひそめてユートが怒ど鳴なったのは、イルがユートと同じ木の陰に隠れようとしたためだ。

　近くの植え込みの陰に蹴け飛とばそうとしたが間に合わず、ユートはさほど高さのない木の陰にイルと二人で隠れる結果となった。

　中ちゆう腰ごしの姿勢のイルに、ユートはほとんど吐と息いきだけの声で鋭するどく言い放った。

「動くな、喋るな、息もするな！」

　途と端たんに眉まゆ尻じりを下げるイルの口を手で塞ふさいで、ユートは強ごう引いんに黙らせる。

　ほとんど抱だき締しめるような格好でイルの動きを封ふうじ、ユートは渡り廊下を歩いていく兵士たちの足音に耳を澄すませた。

　足音は止まることなく歩み過ぎ、小さく息を吐はいてユートは手の力を緩ゆるめる。

　途端にイルは抗こう議ぎの声をあげようとしたが、ぎろりとユートに睨にらまれてその声は口の中で消える。口を一文字に引き結ぶイルを見て、ユートは安心したような表情でイルを押さえ込んでいた腕うでの力を緩める。

　同時に、気づかずに不自然な姿勢となっていたイルがぐらりと体勢を崩くずした。

「──っ！」

　思わず宙に伸のばした手は、顔色を変えてユートが差し出した手ではなく目の前にあった木の枝を摑つかむ。イルにしては破格といっていい反応速度だったが、不幸にもその枝はイルの身体からだを支えるには細すぎた。

　ばきりと枝のへし折れる不ふ吉きつな音が、生なま温ぬるさを残した夜の空気を震ふるわせる。

「──何者だ!?」

　誰すい何かの声を聞いた瞬しゆん間かん、ユートはイルの襟えり首くびを摑んで走り出した。

「この──馬鹿者が！」

「不幸な事故です！　でも申し訳ありません、王子～！」

　背後で湧わき上がる騒ぎを尻しり目めに、全力で走るユートの耳に足音一つ立てずに追いついてきたケイオスの声が届く。

「少し先に、城外に出る別の通路があります」

　焦あせる様子もなく告げて前に出るケイオスの背中を、ユートはイルを引きずるようにして追いかける。

「ちょ、ちょっと、首が絞しまります──！」

「いいから黙って走れ！」

　先さき程ほどの兵士たちがあげた声や呼び笛の音によって、すでに騒さわぎは王宮内の他ほかの場所にも伝わっている。そこかしこから人の声や慌あわただしく近づいてくる気配を感じ、ユートはイルの袖そでを摑み直して足を速める。

　しかし間もなく、行く手にいくつもの明かりが揺ゆれるのを見出し、ユートはわずかに速度を落とした。

　他の方向に逃のがれようにも、一方は背の高い建物の壁かべにふさがれてもう一方には別の明かりが迫せまっている。

（まずい、このままでは──！）

　ケイオスがなにか言いかけるのが目に入ったが、ユートはそれを聞き届けることなくイルを引っ張って建物に向かった。

　建物の壁に、アーチ状の入口がぽっかりと口を開けているのが目に入ったのだ。

「そちらは……！」

　ケイオスの声がなにを意味しているのか、飛び込んでからユートは悟さとった。

　そこにあったのは廊下ではなく、上方に向かって螺ら旋せん状に伸びていく階段のみだった。

　失敗を悟ってユートは戻ろうとするが、数を増やした明かりが建物へ近づいてきているのを見て断念する。

　他に逃にげ場ばはないと覚かく悟ごを決め、ユートはイルの腕を摑み直して階段を駆かけ上がった。

「王子──上に逃げても追い詰つめられるんじゃ!?」

「別の出入口があることを祈いのってろ！　あと逃げている自覚があるなら、こんなところで王子などと呼ぶな！」

　階段を蹴け立たてて走る二人の足音に、彼らの数倍にも及およぶ数の足音が重なる。

　背後から迫る足音に追い立てられるように階段を駆け上がり、ユートは薄うす明あかるく見える出入口から飛び出す。

「──！」

　目の前に広がる光景を見て、ユートは思わず息を吞んだ。

　階段の先にあったのはその建物の屋上で、白っぽい色をした石材が月明かりを反射して鈍にぶく輝かがやいている。広い屋上には数え切れないほどの陶とう器きの鉢はちが置かれ、そこに植え込まれた草花がまるで庭のような風景を作り出していた。

　しかし見通しの良い屋上のどこにも、他の出入口は見当たらなかった。

（どうする？　壁を伝って降りるか……いっそ飛び降りるか？　しかし降りている最中に発見されれば狙ねらい撃うちの的だし、飛び降りて無事に済む高さでもない。飛び移れる距きよ離りには、他の建物はないみたいだし……）

　屋上の縁ふちまで駆け寄り、ユートは内心で自身に問いかける。

「お──ユート様、逃げ場が……」

　しきりに背後へと目をやりながら訴うつたえるイルに、きつく眉まゆ根ねを寄せてユートは「わかっている！」と怒鳴り返す。

　出入口には複数の足音が近づいており、こうなったら植え込みでもめがけて飛び降りるかとユートが考えた時だった。

　ばさりという羽音とともに、頭上を横切った影かげが足元を照らす月光を遮さえぎる。

　一いつ瞬しゆん視界が闇に包まれ、はっと顔を上げたユートが目にしたのは煌こう々こうと光を放つ月と、月を背景に浮うかんでいる巨きよ大だいな翼つばさを持つ生物だった。

　鱗うろこに包まれた生物の輪りん郭かくに、見覚えのあったユートは目を見開いて呆ぼう然ぜんと声をあげる。

「まさか……竜りゆう!?」

　宙で反転した竜の背中に人ひと影かげを発見し、ユートの目がさらに大きく見開かれる。

「カーマイクル!?　なぜ、ここに──!?」

「乗れ、ユート！」

　投げられた声と同時に竜が急降下するのを見て、ユートは瞬しゆん時じに決断を下した。

　ユートは両りよう腕うでに力を込めてイルの身体を屋上から放ほうり投げると、あとを追うように自分も宙に身を躍おどらせる。

「ひ──えええええぇっ!!」

　測ったようにぴたりと落下地点に割り込んだ竜がイルの身体を受け止め、ユートはそのすぐ後ろに綺き麗れいに着地した。

「どうしてお前がここにいる、カーマイクル!?」

　素早くたてがみのように並ぶ鱗を摑み、竜の背にまたがってユートは長い手た綱づなを握にぎる青年に呼びかける。

　鮮あざやかな真しん紅くの髪かみに朱しゆ色いろの布を巻いた青年は、肩かたをすくめるようにして言い返した。

「そんなこと言ってる場合じゃねえだろ！　話はあとだ、あと！」

　ユートが反論する間もなく、竜が大きく弧こを描えがいて急きゆう上じよう昇しようする。

　反動で放り出されそうになったイルの腕を慌てて摑み、ユートは彼の身体に半分覆おおい被かぶさるようにして竜の鱗を握りしめる。

「うひゃあ──っ！」

「しっかり摑まってろよ、飛ばすぜ！」
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　力強い羽ばたきの音が聞こえるのと同時に、身体が後ろにぐんと押しつけられるような強きよう烈れつな加速を感じる。

　顔を叩たたく風に目を細めながら、後方をふり返ると屋上にいくつもの灯火が見えた。

　見る見る遠ざかっていく明かりを、ユートは冷や汗あせ混じりに見送る。兵士たちは頭上を見上げてなにか叫さけんでいるようにも見えたが、その声はユートの耳には届かなかった。

　知らず安あん堵どの息を洩もらして、ユートは前方に視線を戻す。

　すぐ前にはカーマイクルの背中があり、彼はユートの視線を感じたようにちらりと肩かた越ごしにふり返って微び笑しようした。

　剽ひよう悍かんな印象のある青緑色の瞳ひとみを、ユートは油断のない瞳で黙だまって見つめた。







　王宮をはるかに離はなれ、街の灯りも完全に見えなくなったあたりで、ようやくカーマイクルの操あやつる竜は地上へと降り立った。

　周囲には村もなく、灌かん木ぼくの茂しげる岩だらけの丘おかを月明かりだけが照らしている。

「さすがにここまで来りゃ、ニーザベイムの兵士にどれだけ根こん性じようがあっても追っかけてはこれねえだろ」

　ふふんと鼻を鳴らして、カーマイクルは自じ慢まんげな口調で誰だれにともなく呟つぶやく。

　念のために途と中ちゆうで大きく進路を変へん更こうしているため、飛び去った方向から逃げた先を特定することもできないはずだった。

「……とりあえず、先に礼を言う。本当に助かった」

　竜の背中に伏ふせていた身を起こし、ユートは真面目まじめな顔つきで礼を言った。

　ユートの前には、木の枝に引っかかった洗せん濯たく物もののような体ていで、竜の背にへばりついたまま動けないイルの姿がある。

「目……目が回ってます～」

　カーマイクルはその姿を呆あきれたような微笑を含ふくんだ目で見やり、ユートに視線を戻もどすと首を振ふってみせた。

「なに、たいしたことじゃねえよ──と言いたいところだが、せっかくニーザベイムの王宮に侵しん入にゆうしたのに、手ぶらで出る羽目になっちまったのは痛かったな。完全に警けい戒かいされちまってるだろうから、しばらくは下手に忍しのび込むことはできねえだろうし」

「お前……」

　ユートの目に、険のある色が浮かぶ。

「まさか──というか、やはり王宮に盗ぬすみをはたらくために侵入していたのか!?　助けてもらったことについては礼を言うが、泥どろ棒ぼう目的で侵入したのだというのなら──！」

「いや、待てって！　別に盗みが目的であそこに侵入したわけじゃねえよ！　そりゃローデやあんたの国なんかとは違ちがって、あそこには唸うなるほどのお宝がゴロゴロしてたが……」

「やっぱり盗みが目的なんだろう！　それとお宝と呼べるようなものがろくになくて悪かったな！　そもそも国の大きさが全然違うんだ!!」

「違うのは大きさだけじゃなく経済状態もだろ……って、そんな話じゃなくて」

　苦く笑しようしながら、カーマイクルは話を強ごう引いんにもとに戻す。

「疑われるのも無理はないが、今回は──いや、今回もそっちの稼か業ぎようは開店休業中なんだよ」

「……休業中？」

「ああ、アークの爺じい様さまにまた面めん倒どう事ごとを押しつけられてな。こっちも暇ひまな身じゃないってのに、あの爺様ときたら……最近じゃ仲間にまで冷たい目を向けられて、さっさと引退したらなんて勧すすめられる始末だぜ」

　言葉ほどには深刻でない様子で、からりと笑いながらカーマイクルは告げる。

「ま、そういう連中は拳こぶしで黙らせることにしてるが。爺様にはちょっと逆らえない恩義があるもんで──んで、爺様の頼たのみで調べ物をするためにニーザベイムの王宮に忍び込んでたんだ。調べ始めた矢先に、王宮で大事件が起こったせいでほとんど動けなかったんだが……」

「……タジェスの件か」

　硬かたい表情で言葉を返すユートに、カーマイクルは笑えみをおさめてうなずいてみせた。

「言っておくが、タジェスは──」

「俺もあの気き障ざな王子様が、自分の兄貴を殺そうとしたなんて思っちゃいねえよ。もしやるにしたって、すぐに捕つかまるようなヘマな真似まねはしねえだろ。じっくり計画を練って準備を整えて、自分が疑われないような状じよう況きようを作り上げてから実行に移す性格だろ？」

「………」

　まったく疑っていないような口調で言われ、ユートは複雑な顔つきになって沈ちん黙もくする。同意すべきか否定すべきか、かなり真しん剣けんに悩なやむところだ。

　ユートの沈黙の意味をどう受け取ったのか、カーマイクルはくくっと声を立てて笑ってから言葉を続けた。

「あの王子様の性格はさておき──あんたが王宮にいたのは、あの事件の裏を調べるためじゃないのか？　親しい人間が牢ろうに入れられているのに、あんたが黙っているわけがないもんな」

「それは……」

「冤えん罪ざいの可能性が高いならなおさらだ。どうやって忍び込んだんだか知らねえが、あいつの無実を証明するために事件のことを調べ回って、その途中でうっかり兵士に見つかって追いかけ回されていた──そんなところじゃないのか？」

　笑みを含んだ瞳で見下ろされ、ユートはわずかに視線を泳がせてから踏ふみ止まるように顔を上げて言い返した。

「お前はどうなんだ？　アークの頼みと言っていたが……なにを調べるためにニーザベイムの王宮に忍び込んだりした？　本業をそっちのけにしてまで──本業のほうで侵入していたのなら、現行犯でとっ捕まえてやったところだが」

「おいおい、助けてやった恩人相手に薄はく情じような奴やつだな」

「それとこれとは話が別だ。そうでなくても五千万グランの賞金首だっていうのに……」

　不ふ機き嫌げんな表情で呟くユートを、盗とう賊ぞく〈疾風ベンダの紅バール〉の頭目カーマイクルは面おも白しろがるように目を細めて見やる。

「今回はあんた、賞金に目の色を変えたりしないんだな。なにか心境の変化でもあったか？」

「うるさい、それより──」

「まぁ話してもいいんだが、話したら……あんたも巻き込まれることになるぜ？」

　試ためすような光を瞳の奥にのぞかせて、カーマイクルはからかうとも本気ともつかない声こわ音ねで尋たずねる。

　切れるような鋭するどさを彼の口調に感じて、ユートはほんの一瞬口ごもった。

「──話したくないなら、無理に聞こうとは思わんが」

「いや……正直、あんたの助けが必要じゃないかと思い始めてるところなんだ。もしあんたが力を貸してくれるんだったら、俺もあんたがあの王子様──タジェスの冤罪を晴らすのに協力してやってもいい。もしかしたら王子様の件、俺が頼まれた調べ物と根が繫つながっているのかもしれないからな」

「どういう……ことだ？」

　戸と惑まどいを表情にのぞかせるユートに、カーマイクルは軽く頭を搔かいて言った。

「アークの爺様に頼まれた調べ物ってのは、ニーザベイムに持ち込まれた〈遺稿ビブリオ〉って品物の在あり処かを探さぐり出すことだったんだ。王宮にいる誰かが手に入れたらしいってとこまでは突つき止められたんだが、そこで手がかりがぷっつり切れちまってな……」

　相当慎しん重ちような相手らしくてな、と残念そうな口調でカーマイクルは付け加える。

「けど、慎重になるのも当然っちゃ当然で──アークの爺様が言うにはかなりヤバい代しろ物ものだそうだ。古代の遺物の一種なんだが、〈遺稿ビブリオ〉自体が特別な力を持ってるだけでなく……古代の魔ま術じゆつを復元するための情報？　とやらが詰つまってるらしくて」

「……情報？　なんだそれは？」

「正直、俺にもあんまり……見た目はただの小さな黒い箱らしいんだけどな。魔術の専門的な知識を持つ人間になら、〈遺稿ビブリオ〉の中にある情報を読み取って、色々な道具を作り出すことができるんだそうだ。古代の強力な兵器なんかも──」

　ユートの表情がやや険しくなるのを見て取って、カーマイクルは考え込むような表情を瞳にのぞかせて続ける。

「前に起きた精せい霊れいの〈種〉が暴走した事件……イルが眠ねむっちまった時のことを覚えてるか？　あんたを連れて、精霊の領域まで行った時の」

「もちろん、覚えているが……」

　精せい霊れい剣けん〈イリュウス〉に宿る精霊であるイルが、突とつ然ぜん不調を訴うつたえて動けなくなってしまった時のことだ。次し第だいに症しよう状じようは悪化していき、剣けんに変わったきり人間の姿をとることも、ユートの声に応こたえることもできなくなった。

　治す方法がわからず途と方ほうに暮れているユートの前に現れたのが、カーマイクルと年ねん齢れい不ふ詳しようの謎なぞの人物アークだった。アークは〈イリュウス〉が〈ハルピュイア〉という精霊を操る魔術の影えい響きようを避さけるために、自ら休きゆう眠みん状態に入ったのだとユートに告げた。

　アークの協力を得て、ユートは精霊の領域と呼ばれる世界に赴おもむいて〈ハルピュイア〉を消去し、無事〈イリュウス〉を目覚めさせたのだが──

「あの時戦った〈ハルピュイア〉も、〈遺稿ビブリオ〉から復元された術式である可能性が高いってのがアークの爺じい様さまの意見だ。〈遺稿ビブリオ〉だったら〈ハルピュイア〉の術式が記録されていても不思議はないってな」

「あれも……〈遺稿ビブリオ〉が関かかわっていると？」

「らしいってだけで、断言はできないみたいだったが。けど、〈遺稿ビブリオ〉がニーザベイムに存在してるってことと、〈遺稿ビブリオ〉を扱あつかう知識を持つ人間がいるってことは確かだ。王宮で起きた事件に──そいつがまったく関わっていないと思うか？」

「………」

　目を見開いたまま、ユートは口を一文字に引き結ぶ。

〈遺稿ビブリオ〉という遺物に眠る情報というのがどんなものかはわからなかったが、古代の魔術がどれほど大きな力を持っているかは身に染しみて理解していた。

　自然や天候を操あやつり、巨きよ大だいな迷めい宮きゆうや黄金を生み出し、異なる世界への扉とびらを開くほどの力──

（……もしかして）

　王宮でタジェスと会ったあとに、ちらりと脳のう裏りをよぎった考えが再びよみがえる。

（普ふ通つうの手段で暗示にかけたのではないとすれば、あるいは──魔術の力でタジェスを操ったのではないか？）

　ユートはイルに視線を戻もどし、なにか問いかけようとするように開いた口を閉じる。

　しばらく動きを止めて沈ちん思ししてから、ユートは顔を上げてカーマイクルに迷いのない口調で言い返した。

「そう判断するにはまだ情報が少なすぎる。限りなく怪あやしいとは思うが……まずはタジェスを陥おとしいれて得をする人間、王太子に面会する前にタジェスが接せつ触しよくした人間を調べて、その中に〈遺稿ビブリオ〉を入手した可能性のある者がいないか確かめないと」

「……ってことは、協力してもいいってことかい？」

「あくまでも、タジェスの疑いを晴らすのが最優先だけどな。ところで肝かん心じんのアークはどうしたんだ？　ニーザベイムには来ていないのか？」

　ユートの問いに、カーマイクルはちょっと肩かたをすくめてみせた。

「それが、ガセ情報に引っかかって大陸の反対側まで引っ張り出されちまったんだ。大おお慌あわてでこっちに向かっているみたいだが……それで俺にニーザベイムに行って、〈遺稿ビブリオ〉の持ち主を調べろなんて手紙を送りつけてきたわけさ」

「そうか……」

　少しばかり心こころ許もとなさそうな顔をするユートに、意味ありげに口元を笑ませてカーマイクルは声を投げる。

「不安かい？　あの爺様の手助けがないと」

「そ……そんなことはない！」

　思わず大声になって、ユートはカーマイクルに言い返す。

　いささか不自然なくらいの声の大きさは、カーマイクルの言葉が図星であると認めるようなもので、にやにやと笑うカーマイクルにユートはわずかに顔を赤くした。

「心配すんな、少し遅おくれちゃいるが爺様もじきに到とう着ちやくするさ。それに、あんたには最大の切り札だってついてるだろ？」

　イルを視線で示され、ユートは不ふ明めい瞭りような表情で口を閉じる。

　その表情に不安を感じたのか、イルはユートの袖そでをしきりに引っ張りながら慌あわてた口調で訴えかけた。

「ちゃんとお役に立ってみせますよ、王子！　さっきはちょっと失敗してしまいましたが──名めい誉よ挽ばん回かいのためにも、いざという時には必ず王子をお守りしてみせます！」

「いや……別にお前を信用していないわけじゃなくて」

　イルの勢いに圧おされるように、しどろもどろになってユートは応える。

「お前を切り札として必要とする事態には、あまりなって欲ほしくないと思っただけだ。そうでなくても、このところ〈イリュウス〉を使う機会が多かったし……お前の力は十分信じているが、いざという時なんて来ないのが一番だぞ」

　やや語調を強めて最後の言葉を言い切り、ユートは面白そうに二人のやりとりを眺ながめているカーマイクルに顔を向けた。

　切り込むような視線を受けて、カーマイクルはにっと浮うかべた笑えみを濃こくした。

「ま、荒あら事ごとにならなきゃそれに越こしたことはないが──もしもの時はあんたの切り札、当てにさせてもらうぜ」

「ああ」

　愛あい想そのないユートの声にも気を悪くする様子を見せず、カーマイクルは手にした手た綱づなを強く引き寄せた。

「じゃ、マールスにもう一仕事頑がん張ばってもらうとするか。長ちよう距きよ離りを移動したばっかで、疲つかれているとこ悪いんだけどよ」

　愛あい竜りゆうにいたわりのこもった眼まな差ざしと言葉を投げ、カーマイクルは軽く踵かかとを入れる。

　それだけで気持ちが伝わったように、竜は大きく翼つばさを広げて大地を蹴けった。翼が風を打つ音とともに、三人の人間を乗せた巨きよ体たいは軽々と空中に舞まい上がる。

「まずはディエに戻るとしようぜ。その前に、ちょっくら荷物を取りに寄り道させてもらうが──準備も必要だしな」

「それはいいが……せめて飛ぶ前に一言くらい声をかけてくれ！」

　体勢を崩くずしたイルに押し潰つぶされかけたユートの抗こう議ぎの声は、カーマイクルの「悪わりぃ」という笑い混じりの声とともに轟ごう然ぜんたる風に吞のみこまれていった。







　おぼろげな闇やみに包まれた地ち下か牢ろうの床ゆかを、革かわ靴ぐつの底が打つこつりと乾かわいた音が響ひびいた。

　粗そ末まつな木の寝しん台だいに腰こし掛かけていたタジェスは、閉じていた目を開いて音の方向に顔を向ける。通気口からわずかな月明かりが差し込むだけの地下牢は暗く、光の届かない牢ろうの奥では自分の身体からださえもぼんやりとしか見えない。

　闇の中なかにうずくまったまま、身動き一つせずにタジェスは近づいてくる足音を聞く。

　鉄てつ格ごう子しのすぐ向こうで足音が止まるのと同時に、闇の中に点ともった小さな明かりがタジェスの目を刺さした。

　ごく小さな蠟ろう燭そくの明かりだったが、暗さに慣れた目には刺し激げきが強すぎる。

　タジェスがわずかに目を細めるのに気づいて、その人物は持っていた燭しよく台だいを自分の陰かげになる側に回した。黒々と浮かび上あがる輪りん郭かくの中、綺き麗れいに整えられた口くち髭ひげと笑みをたたえた唇くちびるだけがかろうじて見てとれた。

「──遅おそくなって申し訳ない」

　豊かに響く低い声が、牢の中のタジェスに向かって投げられる。

　タジェスは表情を変えることなく相手の姿を見つめ、口元にごく淡あわい笑みを浮かべると腰掛けていた寝台から立ち上がった。

　衣きぬ擦ずれの音を立てて、彼は鉄格子の隅すみにある扉に歩み寄っていく。

　頑がん丈じような閂かんぬきと鍵かぎのかけられた扉の前で、足を止めるのと同時に明かりを持った人物が扉に軽く手を触ふれる。

　ガキンと音を立てて解かい錠じようされた扉の閂が、うやうやしい手つきで外される。

「どうぞ──殿でん下か」

　明かりに浮かび上がる男の緩ゆるく巻いた黒くろ髪かみを、視界の端はしにおさめてタジェスは一言も発することなく牢の扉を開いて歩み出ていった。







　　　　３







　翌朝、昇のぼったばかりの太陽が照らすディエの城じよう壁へきの門を、ぞろぞろと列をなして通り過ぎていく人々の姿があった。

　採れたばかりの野菜や家か畜ちくを売りに行く、近きん隣りんの農民たちである。

　荷車や背負い籠かごに荷を満まん載さいした人々は、身元を記した簡単な書き付けを提示しただけで特に足止めされることもなく街の中へ入っていく。他ほかの商人や旅人に比べるとかなり大おお雑ざつ把ぱな確かく認にん作業だったが、人数の多さを考えると無理のないことだった。

　門を通りすぎていった農民たちの中に、野菜の籠を背負った一人の少女がいた。

　家族らしき長身の中年男性と、腰こしの曲がった老ろう婆ばが一いつ緒しよだ。土で汚よごれてはいたが、その顔は門番の兵士が一いつ瞬しゆん役目も忘れて見とれるくらい美しかった。

「……意外と簡単だったな」

　しかし、艶つややかな唇から放たれたのは、少女にしてはいくぶん低すぎる声だった。

　森の緑を映した湖のような深緑色の瞳ひとみを見るまでもなく、その正体は農民の少女に変装したユートである。赤毛の長い鬘かつらを付け、ほっそりした身体は継つぎの当たった木も綿めんのドレスとエプロンに包まれている。

「まだ油断はしないほうがいいぜ──いや、してはならんよ」

　途と中ちゆうで声こわ色いろを変えて、老婆に変装したカーマイクルがユートに告げる。

　彼の変装は見事なもので、羽織ったローブのフードを深々と被かぶった顔はしわくちゃの老婆にしか見えなかった。身長も今はユートよりも大分低くなっている。

　もともと大おお柄がらなほうではないが、どうやって収納しているのだろうかと内心で思うユートの横を、よぼよぼとした足取りで進みながらカーマイクルは老婆の声で続けた。

「いつもに比べて、兵隊さんの数もずいぶん多いようじゃ。お前は見目は申し分ない娘むすめなんだが、喋しやべるとボロが出るからのう」

「悪かったな──悪うございましたわね、お祖母ばあちゃん」

　少し声の調子を高くしてユートが付け加えると、カーマイクルは足元の石いし畳だたみに引っかかったように思いきりつんのめった。

「……器用じゃねえか。つか芸風変わったか、王子様？」

「芸とか言うな。あと喋り方がもとに戻もどっているぞ──気をつけてね、お祖母ちゃん」

　微笑ほほえんで告げる表情は祖母を気き遣づかう孫そのもので、むっつりと口を閉じる老婆を見下ろしてユートは内心で勝利の愉ゆ悦えつを味わう。勝ち負けの問題ではないが、カーマイクルに一いつ矢し報むくいてすっきりした気分だった。

　もちろん女装は気に食わなかったが、目立たずにディエに入るのに必要だというなら仕方がない。周囲に怪あやしまれないように少女の声色を使うのも同様だ──こちらは必要に迫せまられない限り、実際に使うつもりはなかったが。

（タジェスを無事に助け出すまでは、おちおち捕つかまってなどいられないからな。昨晩はできるだけ顔を見られないように注意していたつもりだが、万一ということもあるし……この顔では女に化けたほうが印象に残りにくいのも確かだ）

　断じて女装に慣れたわけではない、とユートは心の中で誰だれにともなく呟つぶやく。

　ここにタジェスがいたなら、嬉き々きとして『ようやく自分の魅み力りよくに目覚めてくれたのかい？　どうせなら農民の衣服なんかじゃなく、もっと華はなやかなドレスを着てくれればよかったのに』などと言ったかもしれないが──

　脳のう裏りに浮かんだ想像を、ユートは口をへの字に曲げて勢いよく振ふり払はらった。

（ええい、せっかくこんな格好をしているところをあいつに見せないで済んだのに、わざわざ想像してどうする！　絶対にからかうに決まってるんだぞ。それこそ会ったばかりの時みたいに、恋こい人びとの真似まね事ごとなんかをしようとしたり──！）

『君がいなくなってから、ずっと君のことばかり考え続けていたんだ……！』

　忘れようにも忘れられない、こっ恥ぱずかしい台詞せりふの一部まで頭によみがえり、ユートは羞しゆう恥ちとも憤ふん激げきともつかない思いで顔を赤く染める。

「あれ、お──ユート様。顔が真っ赤に……」

　ユートの前を歩いていたイルがふり返り、心配そうに低めた声を投げやる。

　黒髪の鬘と髭ひげを付け、カーマイクルに入念な変装を施ほどこされた顔はよく日に焼けた、いかにも実直そうな農民のものとなっていた。

「どこか具合でも……？　もしかして風邪かぜでもひかれましたか？」

「な、なんでもない。気にするな！」

　同じくささやくような声を返し、ユートは野菜の入った籠を背負い直して足を速める。

　ユートたちが向かったのは、他の農民たちと同じ市場だった。

　変装のために近くの農家で買い込んできた野菜を売うり払うためである。ディエに入るという目的を果たした今、野菜は単なる荷物にしかならない。

　捨てるという選せん択たく肢しもあったが、ユートの「そんなもったいないことができるか！」という一言によって却きやつ下かされた。

　市場に店を出す商人にカーマイクルが交こう渉しようし、通常の卸おろし値ねの七割ほどで野菜を引き取ってもらう。ユートが交渉すればもっと高値をつけてもらうことも可能だったかもしれないが、売り払うのが最優先なのでユートは口出ししようとはしなかった。

　ついつい交渉に熱くなって、正体がバレてしまう恐おそれもあったためである。

　野菜を残らず引き取ってもらうと、ユートたちは人目に付かない路地に入って籠の底に隠かくしておいた衣服に着き替がえる。一回り大きなイルの籠には剣けんも隠してあり、ユートは変装を解いて剣帯を締しめると人ひと心ごこ地ちついたような表情となった。

「やれやれ、どうしてこう好きでもない女装をする羽目になるんだか……」

「なんだ、そんなに頻ひん繁ぱんに女装してんのか？　どうりで女の真似するのが妙みように上手うまいと思ったぜ……熟練の技わざか」

「じゅ、熟練とはなんだ！　必要に迫られて仕方なくやっただけで……！」

「子供の頃ころの女装も含ふくめれば、熟練の域に達しているんじゃありませんか？　少なくとも十年以上続けていらっしゃったんですし」

「よけいなことを言うな、イル！　人の恥はじを言いふらすのがそんなに楽しいか!?」

　言い合いながら衣服を整え、脱ぬいだ衣服を籠と一緒に物もの陰かげに隠して、ユートたちは組連の事務所へと向かう。

　タジェスの別べつ邸ていで発見された密書のことは、昨晩のうちにカーマイクルにも話してあった。

「しかし、その……オルデンだっけか？　そこの王太子の筆ひつ跡せきなんて、簡単に手に入れられるものなのかよ？　真しん贋がんを鑑かん定ていするにしても、本物の筆跡が手に入らないことにはどうしようもないんだろ？」

「だから、組連を頼たよるんだ」

　さりげなく周囲に目を配りながら、ユートは背後を歩くカーマイクルに言い返す。

　賞金首として手配されているカーマイクルは、素す顔がおではなく眠ねむそうな目をした若い男に変装している。

　ぼさぼさの金きん髪ぱつを揺ゆらして、首を傾かしげるカーマイクルにユートは言った。

「組連と取り引きのない国など、この大陸にはほとんど存在していないんだぞ。オルデンだって例外じゃない──オルデンの王太子が一度でも組連を利用していれば、王太子の署名の入った書類が必ずどこかの支部に保管されているはずだ」

　言いながらユートは足を進め、ディエの中心部にある組合連合の事務所に到とう着ちやくする。

　その一帯には大きな石造りの建物が軒のきを連ねていたが、重じゆう厚こうな外観の事務所はそれらと比べてもまったく見み劣おとりしなかった。

　開け放たれた玄げん関かんを出入りする商人の間を縫ぬって、ユートたちは事務所の中へ入っていく。

「今日はずいぶん人が多いですね。なにか特別な催もよおし事でもあるんでしょうか？」

　首を傾げてイルが言うように、普ふ段だんと比べて事務所に出入りする人の数は多かった。どこか緊きん張ちようしているようにも見える。

　ユートは訝いぶかしみながらも、足を止めずに受付の窓口に歩み寄っていく。

　木製の仕切り台ごしに顔をのぞかせる女性に、ユートはわずかに低めた声で「すまんが」と話しかけた。

「幹部のジスカール・フェルディスに取り次いでもらえないか？　ユート・エインが会いに来ていると言えば通じるはずだ」

　女性はユートの少女めいた美び貌ぼうと、女性にしてはやや低めの声に驚おどろいたような表情を見せたあと、顔を赤くして席を離はなれる。

「しょ、少々お待ちください！」

　しかし、間もなく戻ってきた女性の表情には申し訳なさそうな色があった。

「フェルディス氏は──すでに、こちらの事務所を出てしまわれたそうです。二日も前のことですから……もうニーザベイム国内にはおられないかと」

「……なんだって？」

　顔色を変えるユートに、女性は控ひかえめな口調で申し出る。

「他ほかの者でもよろしければご用件をうかがいますが……フェルディス氏に特別のご用事だったのでしょうか？」

「あ……ああ。時間を取らせてすまなかった」

　ユートは少し考えたあと、窓口を離れて部屋の隅すみで待つイルとカーマイクルのところへ足を向けた。

「どうしたんですか？　組連に例の密書の鑑定をお願いするんじゃ……？」

「……あてが外れた。ジスカールがいれば、秘ひ密みつ裏りに協力してもらうこともできるんじゃないかと思ったんだが」

　ユートの素す性じようを知らない他の職員では、ユートとタジェスの関係から密書を手に入れた経けい緯いまで一から説明しなくてはならない。

　しかも、説明したからといって必ず引き受けてもらえるという保証もなかった。

　王太子を殺そうとした罪で捕まっているタジェスに肩かた入いれすることは、組連にとって非常に大きな危険をともなう賭かけである。容疑を晴らすことができればいいが、もしできなかったらニーザベイムの上層部との関係悪化は避さけられない。

　そんな危険を冒おかしてまで、ユートの頼たのみを引き受けてもらえるかどうか……

　ユートの説明を聞いて、イルは困ったように首を傾げる。カーマイクルも眠そうな目の奥に考え込むような光をのぞかせ、唸うなりながら腕うでを組んだ。

「引き受けてもらえないだけならまだしも、俺が密書を持って組連を訪おとずれたことや、俺の素性が王宮に伝えられたら困ったことになる。この間の偽にせ物ものの一件では、組連はタジェスに協力する形となっていたが……タジェスが捕まった今、とばっちりを受けるのを避けるためにも点数稼かせぎの一つや二つ、考えたところでおかしくはない」

　低めた声でユートは二人に告げ、ざわめきに満ちた部屋をあとにしようとする。

　しかし、ユートの足は何歩も行かないところで止まった。組合連合の徽章を付けた若い男性が、ユートを横から呼び止めたためだった。

「ユート・エインさん……ですね？」

　思わず足を止めてから、ユートはやや警けい戒かいのにじむ表情で男性を見返す。

「そうだが……なにか？」

「こちらへお越こしください。先さき程ほどの件で、お話ししたいことがございまして」

　ユートはちらりとかたわらの二人に目をやり、同行させてもよいかと男性に視線で尋たずねる。男性がうなずきを返すと、ユートは彼に続く形で歩き出した。

　力が入っていないような自然な足取りだったが、その実なにが起こっても即そく座ざに対応できるように全身の気を張りめぐらせている。

　男性に案内されて事務所の廊ろう下かを奥に進み、階段を下って半地下の一室に入る。

　そこでユートが目にしたのは、雑多な品を詰つめ込んだ棚たなの向こうで、悠ゆう然ぜんと椅い子すに腰こし掛かけているジスカールの姿だった。

「お前……!?」

　大きく目を見開いたのち、ユートはずかずかと部屋の奥に踏ふみ込んでいく。

「どういうことだ？　受付ではお前はとっくにニーザベイムを去ったと……！」

「そうしておいたほうが、都合がよろしいかと思いましてね」

　悠然と椅子から立ち上がりながら、ジスカールは丸眼鏡の奥の瞳ひとみを光らせて告げる。

「偽物の一件で、私ども組連はタジェス殿でん下かと少々深く関かかわりすぎましたので。殿下が王太子暗殺未み遂すいの罪で捕とらえられたと聞き、とりあえず先の一件は私の独断とした上で、私も事件の前にディエを離れた──ということにしておいたのですよ」

　なにしろ殿下に関わりのある者は片かた端はしから捕らえられているそうですから、とジスカールは肩かたをすくめてみせる。

「まぁ、これだけの事件ともなれば無理もないとは思いますが……国境でもオルデンの軍が、怪あやしい動きを見せているそうですし」

「本当か!?」

「ええ。おかげで、オルデン方面へ行く商人はぱったりですよ。わざわざ好んで戦いくさに巻き込まれに行きたがる人間はいませんからね。ものの値段もどう影えい響きようを受けるかわかりませんし──増税の恐れもあるので、皆みな戦せん々せん恐きよう々きようとしてますよ」

　ユートは眉まゆを寄せて、今朝の市場で見た光景を思い出す。

　先程の事務所もそうだったが、ずいぶん人が多くぴりぴりした雰ふん囲い気きも漂ただよっていた。そこかしこに見える兵士の姿が原因だろうと思っていたのだが。

「おまけに、タジェス殿下も牢ろうから逃とう亡ぼうしたとあっては──」

　さらにジスカールが加えた一言が、ユートの頭に殴なぐられたような衝しよう撃げきを与あたえた。

「──なんだって!?　タジェスが逃にげた!?」

「ご存じなかったのですか？　昨晩のうちに、王宮の地ち下か牢ろうから姿を消していたそうですよ。てっきり、あなたが逃がしたものかと思っていましたが……」

　やや声を低めて後半の言葉を口にしたあと、ジスカールはイルと並んで立っている見慣れぬ男性に、ちらりと探さぐるような眼まな差ざしを向けた。

「ああ、彼は……その、協力者だ。ちょっとした知り合いなんだが、俺の素性についても一応知っている」

「さようでございましたか」

「カールといいます。どうぞよろしく」

　組連の掲けい示じ板ばんに自分の手配書が貼はられていることなどおくびにも出さず、人ひと懐なつっこい笑えみを浮うかべてカーマイクルは偽ぎ名めいを名乗る。

　自じ称しようカールの顔を目を細めて見やってから、ジスカールはユートに視線を戻もどした。

「ところで、私に用事というのは？　なにか頼みたいことがあったから、わざわざ事務所までおいでくださったのでしょう？」

「あ……ああ」

　内心冷や汗あせ混じりに二人のやりとりを見ていたユートは、懐ふところから丁てい寧ねいに折りたたんだ書簡を取り出すとジスカールに手て渡わたす。

「なんですか、これは……？」

「タジェスの別べつ邸ていで見つかった密書だ。オルデンのサウリム王太子との間でかわされたという──昨夜王宮に忍しのび込んで、ルーイン王太子から預かってきた」

「……また、とんでもないものを預かってきましたね」

　書簡を広げようとする手を一いつ瞬しゆん止めただけで、動どう揺ようの色ものぞかせずにジスカールは呆あきれたような声こわ音ねで言い返す。

　しかし彼の声の底には、先程までよりはるかに真しん剣けんな響ひびきがあった。

「タジェスがルーイン王太子を襲しゆう撃げきした動機を示す重大な証しよう拠ことされているようだが、俺の見立てでは明らかな偽物だ。タジェスが王太子を殺そうとなどするはずがないし、タジェス自身襲撃の際の記き憶おくはないと言っていた。これは何者かがタジェスを陥おとしいれるために用意したものと見て間ま違ちがいない」

「証明する手段は？」

　簡潔に問いかけるジスカールに、ユートは視線を揺らがさずに「今はない」と応こたえる。

「密書にあるタジェスの筆ひつ跡せきは、間違いなく本人のものと断定された。王太子を襲撃したのがタジェスであることも事実だ。襲撃した時の記憶がないというタジェスの証言も、おそらく相手にされることはないだろう……まして、本人が逃げ出したとあっては」

　早まった真似まねを、と低く呟つぶやいてユートは悔くやしげに唇くちびるを嚙かみしめる。

　イルがそれを止めようとするようにユートの肩に手をかけ、ジスカールは二人の姿を見やりながら慎しん重ちように口を開く。

「今はない、というのは偽物であるとこれから証明することは可能──という意味ですか？　少なくともその可能性がなければ、王子もわざわざルーイン王太子から密書を預かってきたりはしないでしょう？」

　ユートは無言でうなずき、ジスカールの目を真正面から見返した。

「タジェスの筆跡は王宮では本物と断定されたが、サウリム王太子の筆跡は比ひ較かくの対象となる筆跡が王宮になかったため、鑑かん定てい自体行われなかった。タジェスの筆跡が本物なら間違いないだろう──ということでな。だが、サウリム王太子の筆跡が王宮でも手に入れられなかったということは、犯人も手本を使って王太子の筆跡を擬ぎ装そうしたわけではないということだ」

「つまり……サウリム王太子の筆跡が偽物であることを証明して欲ほしい、と？」

「そうだ。組連にならできるだろう？」

　言い切ったユートの疑いのない眼差しに、ジスカールはやや複雑な笑みを浮かべて灰かい白はく色しよくの髪かみを片手で搔かき回まわした。

「大変なご信しん頼らいを寄せていただいているのは嬉うれしく思いますが、そう簡単にもいかないと思いますよ？　確かに、オルデンの支部に行けば、サウリム王太子の筆跡を手に入れることも可能でしょうが、今の情勢では……相当のお時間をいただかないと」

「……相当とは？」

「少なくとも、国境が落ち着くまでは身動きがとれません。いつ戦が始まるかもわからないのに、貴重な人材を派は遣けんするわけには参りませんからね。そもそも行きたがる人間がいるとも思えませんし。よほどの危険手当をはずむならともかく──」

　そこで言葉を切り、ジスカールはちらりとユートの顔に目をやる。彼の言わんとすることを素す早ばやく察し、ユートは低く確かめるように言った。

「危険に見合うだけの報ほう酬しゆうを出せば、引き受けてもらえるのか？　今すぐにサウリム王太子の筆跡を手に入れて来られるか？」

「今すぐ、というのはさすがに無理ですが。そうですね、往復で十日もあれば……」

「それじゃ遅おそすぎる！　いつ戦になるかわからない状じよう況きようだというなら、よけいに一日でも早く密書が偽にせ物ものであることを証明しなくては！」

「ですが、一日も早くとなると危険手当の桁けたが変わってきますよ？　危険の大きい裏道を通って、軍が迫せまっている中、国境破りまですることになりますから……そのかわり、往復に要する時間は半分で済ませられますが」

　ユートはほんの一瞬のためらいのあと、思い切ったように言葉を投げる。

「……費用は？」

「全額前金で三百万グラン。成功報酬にしない理由は、王子ならお察しがつくでしょう？」

「信頼を示さなければ動かない、か？」

　ユートの声に、ジスカールは唇の端はしを吊つり上あげる。

　無言の肯こう定ていを前にユートは大きく息を吐はき出し、軽く拳こぶしを握にぎりしめると抑よく揚ようのない口調でジスカールに問いかけた。

「俺の名義でできる借金はいくらまでだ？」

「王子個人の名義となりますと、二百万グランまででしょうか……それ以上は担保をいただくか、フォーレに対してのご融ゆう資しという形になりますが。先だって大おお幅はばに返済していただいていますから、一千万までは無担保でご融資できますよ？」

　にこやかに告げるジスカールの前で、ユートは無言で首にかけていた鎖くさりを衣服の下から引き出すと、鎖に通してある指輪を外してジスカールに放ほうり投げる。

「それが担保だ。材質は銀だが、細工は一級の品だぞ」

「王子！　その指輪は……！」

　翼よく竜りゆうの紋もん章しようの刻まれた指輪が、ジスカールの手の中に綺麗に収まる。

　イルが慌あわてた声をあげたが、ユートは頓とん着ちやくしなかった。ジスカールは受け取った指輪をしげしげと眺ながめ、肩をすくめるような仕草とともにユートに視線を戻した。

「百万のご融資をするのには担保としての価値が少々、いえかなり不足していますが……まぁいいでしょう。残りは、お得意様への特別奉ほう仕しということで」

　言いながらジスカールは借用書を用意し、ユートはくまなく文面に目を通したあと差し出されたペンを取り、さらさらと署名する。

　署名を終えるとユートは借用書を手に取り、ジスカールの眼前に突つきつけた。

「サウリム王太子の筆跡の鑑定を依い頼らいする──引き受けてくれるな？」

「かしこまりました」

　頰ほおに浮かべた笑みを消して、ジスカールは深々と一礼してみせる。

　わずかに肩の力を抜ぬいたユートに、イルが低めた声でささやきかけた。

「いいんですか？　あれはいざという時、王子の身分を証明する大事な指輪なんじゃ……？」

「背に腹は代えられん。俺の勝手な判断で、国の借金を増やすわけにもいかないだろう」

　きっぱりと応えて、部屋の入口へ向かって歩き出そうとするユートに、ジスカールが思い出したような声を投げた。

「ああ、そうそう。王子にお渡わたしするものがあったのを忘れていました」

　足を止めてふり返るユートに、ジスカールは歩み寄って一通の手紙を差し出す。

「今朝方、若い男性の方が窓口に預けていったものだそうですが……ユート・エインと名乗る方が来たらお渡しして欲しいと言われてましてね」

　差出人の名前はなかったが、預け主に心当たりのあったユートは礼を言ってジスカールから手紙を受け取る。

　再び歩き出そうとしたところで、ユートの耳にジスカールの声が届いた。

「王子──期待しておりますよ」

　意外な言葉に、ユートは思わず視線を跳はね上げる。

　ジスカールの顔には人を食ったような笑えみが戻っていたが、瞳ひとみに浮かんでいるのは真剣そのものの光だった。

「今ニーザベイムでなにが起きているのか、私どもにも正確には把は握あくできておりませんが……良い状態でないことは確かです。戦いくさも混乱も、私どもは歓かん迎げいいたしません。戦が起きれば一時的な儲もうけを得ることはできるでしょうが、長い目で見れば損失を被こうむることになる」

　動きを止めたままユートはジスカールを見返し、大きく見開いた目を細めると口を尖とがらせて言った。

「だったら、依頼料を少しは負けろ」

「これでもご奉仕価格なんですよ」

　にっこりと微笑ほほえみ返すジスカールを睨にらみつけ、ユートは今度こそ立ち止まることなく部屋の入口へと足を向けた。







「ところで、その手紙……誰だれからだい？」

　部屋を出たところでカーマイクルが声をかけ、ユートはその声にかまわず封ふうを切って文面に目を落とした。

　書かれていたのは場所と時間を表す数行の文字だけで、ユートはもと通りたたんだ手紙を懐ふところにしまいながら、カーマイクルとイルに事務所を出るよううながした。

　大通りの雑ざつ踏とうの中を歩きながら、ユートはカーマイクルに先さき程ほどの返事をした。

「ケイオス──王太子の密みつ偵ていからだ。組連の事務所を通じて、連れん絡らくをくれるよう頼たのんでおいたからな……詳くわしい話は直接会って、ということらしいが」

　指定の時間まではまだ間があったため、ユートは市場の近くに立ち並ぶ屋台に向かう。

　今朝農家で野菜と一いつ緒しよに分けてもらった水とパンを一切れ口にしただけなので、猛もう烈れつに腹が空すいてきていたのだ。

　安くて腹持ちのしそうな料理を真剣な顔つきで探すユートに、カーマイクルは呆あきれたように笑って言った。

「少しは変わったかと思ったら、相変わらずの貧びん乏ぼう性しようだな。三百万言い値でポンと払はらった気きっ風ぷの良さはどこへ行っちまったんだ？」

「大きな出費をしたからこそ、他ほかのところで引き締しめるんだろうが！　野菜や服の分の出費もあるし……タジェスを助け出したら、全額請せい求きゆうしてやらなくては」

（あいつのことだから『そのくらい喜んで払うよ』などと平然と言いそうだが……まったく金持ちって奴やつは！）

『私の気持ちだと思って素す直なおに受け取ってくれないかい？』

　一千万の賠ばいし償よう金をぽんと出そうとした時のタジェスの台詞せりふがよみがえり、思わずユートは眉み間けんに皺しわを寄せる。

（金銭のありがたみというものを少しは……！　いや、あの時は結局、俺の気持ちを優先してくれた。金銭で解決しようと思えば、いつでもできたんだ。だけど、あいつは……借りを作りたくないという俺の意志を、最後まで尊重しようとしてくれた）

『いいさ。そういうところも含ふくめて、私は君が気に入っているのだから』

　微笑みとともに告げられた言葉を思い出して、ユートはぎゅっと唇くちびるを嚙かみしめると立ち並ぶ屋台へ視線を戻もどす。

（今度は俺が、あいつを助けるのに全力を尽つくす番だ。俺にはあいつみたいな財力はないけど……使えるものはなんでも使って、絶対に助け出す！）

　ようやく値段と量の折り合いのつく屋台を見つけ出し、ユートは大きな器うつわに盛られた煮に込み料理とパンを注文すると、店の前の腰こし掛かけに座ってあっという間に平らげる。

　働き盛りの男性でも持て余しそうな量があったが、ユートにはものの数でもなかった。

「あんた……そんだけ食ってて、どうして全然肉が付かねえんだ？　吹ふけば飛ぶような瘦やせっぽっちじゃねえか……もしかして、普ふ段だんよっぽどロクなもん食ってないのか？」

「失礼な。これが普段の俺の食事の量だ──これでも少しは加減してるんだぞ」

「加減しててこの量かよ？　あんた、実は腹の中に大食いの虫でも飼ってるんじゃねえの？」

　食べ終わった器を店に返し、いい食いっぷりだと店主に小さな甘いパンを一つおまけにもらって、ユートは手紙で指定された場所へと向かって歩き出す。

　おまけのパンをかじりながら、ユートが足を向けたのは王宮への抜け道のある寺院だった。

　天の神を祀まつる神しん殿でんとは違ちがい、偉い大だいな功績によって神格化された個人を祀る寺院はたいていが墓所を兼かね備そなえている。そこには祀られている本人のみならず、血けつ縁えん者や多額の寄付によって埋まい葬そうを許された者の墓もある。

「………」

　裏手の門から入るとそこは墓所のただ中で、ユートは思わずごくりと喉のどを鳴らした。

「びびるこたないだろ。朝っぱらから出てくるような、根こん性じようのある幽ゆう霊れいなんていねえよ」

「べ、別にびびってなんか……！」

　笑いを含んだカーマイクルの声に、反射的に言い返してからユートは墓所にずかずかと踏ふみ込んでいく。

「今いま更さら隠かくすようなことでもねえだろ？　あんたの弱点が幽霊だってことはとっくに知っているんだし……」

「ゆ──幽霊などと下らんことを言うな！　第一、墓所できちんと祀られている人間が、幽霊などになってふらふらさまよい出るわけがないだろう！　墓所に幽霊が出るなどというのは、単なる迷めい信しんに過ぎん！」

　頰を強こわ張ばらせながらも、しっかりとした口調で返すユートにカーマイクルはへえと感心した表情をのぞかせる。

「そりゃあ初耳だ。だったら、あんたの後ろの人ひと影かげもただの気のせいか？」

「………っ!!」

　あげかけた悲鳴を根性で吞のみこんで、ユートはカーマイクルを睨みつける。

　しかしカーマイクルの目が自分の後ろに向けられたままであることに気づき、ユートはぎりぎりと音がしそうな動きで背後をふり返った。

　長身の人影が目に映った瞬しゆん間かん、吞みこんだ悲鳴を危あやうく洩もらしそうになる。

　それを直前で止めたのは、人影がユートに向かって発した感情の混ざらない声だった。

「お待たせしてしまいましたか。申し訳ありません、ユーディルシア王子」

「……驚おどろかすな、ケイオス」

　こらえた悲鳴を安あん堵どのため息に変えて、ユートは言葉とともに吐はき出した。

　気配も感じさせずにユートの後ろに立っていたケイオスは、非礼を詫わびるように頭を下げてからカーマイクルに視線を向ける。

「こちらは？」

「カ──カールだ」

　偽ぎ名めいを思い出すのに一いつ瞬しゆん間が空き、ぎこちない口調でユートは答える。

「ちょっとした知り合いで、ディエに戻るのに力を貸してもらった。一度ディエの外まで出てしまったものでな──昨夜、王宮で助けてもらったのも彼だ」

「それは……」

　なにか気づいたように口を開きかけるケイオスに、ユートは首を振ふってみせる。

「それ以上のことは聞かないでくれ。彼には助けられた恩義があるし、ここで彼の正体を追つい及きゆうしても益はない。それより王宮の様子は？　タジェスが逃とう亡ぼうしたと聞いたが……それは本当のことなのか？」

　矢や継つぎ早ばやに問いを重ねるユートに、わずかに沈ちん黙もくを返してからケイオスはうなずきとともに言った。

「事実です。昨晩遅おそくに、見回りに行った兵士が空になった牢ろうを発見したと」

「どうして……」

　呟つぶやいたユートの声は、憤いきどおりとも悲ひ嘆たんともつかない思いをにじませていた。

「逃にげたりすれば、よけいに怪あやしまれるだけなのに……必ず出してやると言った、俺の言葉が信用できなかったのか……？」

「あるいは、逃げざるを得ない状じよう況きように追い込まれたか、だな」

　カーマイクルが冷静に言葉を発し、ユートははっと息を吞んで顔を上げる。

　ケイオスの顔に視線を戻すと、彼はゆっくりとした動きで首を振りながら「わかりません」と告げた。

「どのような事情があったのか、どうやって牢を抜ぬけ出したのかも……昨晩の騒さわぎのあと確かく認にんした時は、間ま違ちがいなく牢内にいらしたそうですが」

　警備の厳重な牢から逃げ出すには誰かの手引きが必要だが、誰が手引きを行ったのかもはっきりしていない。

　ただ、タジェスの逃亡によって、王宮の混乱が悪化の一いつ途とをたどっているのは確かだった。

　タジェスに協力する人物──オルデンと内通している可能性のある人物が、王宮内に存在することが確実となったためである。

　敵対する勢力の貴族同士が互たがいに相手を内通者だと主張しあい、落ち着いて話し合うべきだという王太子の言葉にも耳を貸そうとしない。

「絵に描かいたような混乱ぶりだな。ここでまた、ちょいと捏ねつ造ぞうした密通の証しよう拠こでも放り込んだら、あっという間に無実の人間に罪を着せられるんじゃねえのか？」

　皮肉めいたカーマイクルの言葉にユートは同意しかけ、直後大きく目を見はってケイオスに向き直った。

「それが、タジェスを陥おとしいれた者の狙ねらいだったとしたら？　タジェス一人だけでなく、ルーイン王太子に味方する貴族にも次々と罪を着せて、王太子派の勢力を削そぐことが──暗殺できればそれに越こしたことはないが、失敗した時のためにこの策を用意しておいたんじゃないか!?」

「……確かに」

　ケイオスの声は低かったが、かすかな熱っぽさが感じられた。

「だとすれば、タジェスが逃げたのは自分の意志ではなく、そいつが仕組んだことだ！　王宮内にオルデンの内通者がいると、皆みなに思わせるために……タジェスがよけいな証言をするのを防ぐのも目的の一つだろうが」

「だったら、あの王子様の身が危ないかもしれねえぞ」

　カーマイクルが笑えみの感じられない声で、ユートとケイオスに等分に目をやって告げる。

　思わず反発しかけてから、声以上に真しん剣けんなものがカーマイクルの表情にのぞいていることに気づいて、ユートは言葉を吞みこんだ。

「あいつが誰だれかの手引きで『逃げた』ことにするために生かされていたなら、目的を果たした今となっては、もう用済みだってことだろ？　わざわざ、よけいな手て間ま暇ひまかけてまで生かしておくと思うか？」

「そ、そんな……！」

　情けない声をあげるイルをよそに、ユートは無言できつく拳こぶしを握にぎりしめる。

　カーマイクルの指し摘てきはユートにも思い当たることで、その可能性があると思うだけでいても立ってもいられなかった。だが手がかりもないのに闇やみ雲くもに探し回ったところで、徒労に終わるだけということもユートは重々承知していた。

「……いや、向こうがタジェスを操あやつる手段を持っているのなら、まだタジェスには利用価値があるはずだ」

　自分自身に言い聞かせるように、ユートはゆっくりとした口調で言葉を紡つむぐ。

「王太子派の力を削ぐことが狙いなら……せっかく手に入れた便利な駒こまを、簡単に処分したりしないだろう。タジェスと会っている現場を押さえるだけで、相手を捕とらえることが可能なんだからな。オルデンと内通していた証拠など、あとからいくらでもでっち上げることができるのだし──」

　もちろんユートの言葉に確証などなく、半ば願望の入り交じる意見でしかなかった。タジェスを連れ去った人物の欲よくが深いことを祈いのるより他ほかにない。

「だとしても、一刻も早くタジェスを見つけ出さなければならないことに変わりはない。これ以上あいつを利用などさせたくないし、利用価値がなくなれば今度こそ、あいつの命が危険にさらされることになる」

「けど……心当たりは？」

　カーマイクルの問いに、ユートは少し言葉を切ってから顔を上げ、ややためらいがちにケイオスに向かって言った。

「昨晩から考えていたんだが、タジェスがルーイン王太子に面会することは、最初から一日の予定として組み込まれていたことなのか？」

「いえ……ごく私的な面会でしたから、公務の間に作った時間で……」

　言葉の途と中ちゆうで、ケイオスはユートの質問の意図に気づく。

「まさか……」

「それを知っていた人間はどのくらいいる？　面会を待っているタジェスに、怪しまれることなく近づくことのできた人間は──あるいは、侍じ女じよや警備の者を入れ替かえて近づかせることのできた人間は？」

　淡たん々たんとした声こわ音ねでユートは問いを重ね、ケイオスは瞳ひとみの奥に動どう揺ようとも後こう悔かいともつかない光を隠かくしたまま、低く平へい坦たんな声で答えた。

「そこまでの条件を満たす者は七、八人といったところでしょうか。ディムズ侯こう、ハーランド卿きよう、リディル卿、レイメル卿、バリアン卿、アイオス侯、ローバル卿、ミーレ卿……いずれも王太子殿でん下かの信しん頼らいの厚い方ばかりですが」

「だが、おそらくその中に裏切り者がいる」

　断定するユートの言葉に、ケイオスは反論しなかった。

「そいつが首しゆ謀ぼう者しやなのか、ただの協力者なのかはわからないが……そもそも面会の予定があることを知らない限り、タジェスにルーイン王太子を襲しゆう撃げきさせるという計画自体たてようがないんだ。面会を待つ間だって、不ふ審しんな人間が簡単に近づけるような場所で待たされていたわけではないだろう？」

　問いの形を借りた確認に、ケイオスは無言のままうなずきを返す。

　不審人物はおろか、王太子の執しつ務む室に近いその部屋には、高位の貴族といえど許可なく立ち入ることはできなかったはずだ。例外は王太子に親しい一部の貴族──もしくは彼らの許可を得た人間だけだった。

「となれば、次に打つべき手は一つだ。ルーイン王太子の側にいる裏切り者を特定して、その線からタジェスの居場所を突つき止める」

　ケイオスは了りよう解かいの証あかしに礼を返してユートの前から姿を消そうとしたが、それよりも早くユートが滑すべり込ませた声が彼の動きを止めた。

「探たん索さくの必要はない。それではあまりに時間がかかりすぎる」

「しかし……」

「お前に頼たのみたいのは伝言だ。今から話すことを、ルーイン王太子殿下にそのまま伝えてもらえないか？」

　告げるユートの目には、確かな自信の輝かがやきが宿っていた。

　ケイオスの顔に浮うかんだ訝いぶかしげな色は、ユートの言葉の続きを聞くうちに跡あと形かたもなく消えていった。横で話を聞くイルとカーマイクルの顔にも、徐じよ々じよに納なつ得とくとも感心ともつかない笑顔が広がっていく。

「……なるほど、その手で行くか」

　にやりと笑ったカーマイクルには応こたえずに、ユートは念押しする。

「頼めるか？」

「確かに、承うけたまわりました」

　ケイオスがユートに向かって返した声と、深々とした礼には一いつ片ぺんのためらいもなかった。
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「なんですと？　タジェス殿下が見つかった……!?」

　ルーイン王太子がごく親しい貴族数人にそれを打ち明けたのは、朝の公務が始まる少し前のことだった。

「ああ、だがまだ内密に頼む。どうやらタジェスを利用して、私に味方する人間を陥れようと企たくらむ者がこの王宮にいるようなのでな」

　驚きよう愕がくの表情を浮かべた顔を見回し、ルーイン王太子はこともなげに告げる。

「王宮に……？　タジェス殿下が協力しているのは、オルデンではないのですか？」

「そう見せかけるのが相手の狙いだ。タジェスを使って私を襲おそわせたのが自分たちだと疑われるのを避さけるため、そして内通の容疑を他の者にもかけるために偽にせの密書を発見させた。あの密書が偽にせ物ものであることは、きちんと調べればわかること──すでに手も打ってある」

「タジェス殿下は、今どこに……？」

　恐おそる恐る投げられた声を皮切りに、どこで発見されたのか、牢ろうに戻もどしてきちんと調べを受けさせるべきなのではないかと声があがる。

「今は移送中なので、どこにいるかは私にも答えられん。私もつい先さき程ほど身み柄がらを確保したという報告を受けたばかりなのだ。口くち封ふうじの恐れもあるので、なによりタジェスを安全な場所に移すことを優先させた。牢に戻すことも考えたが、つい昨晩そこから逃にげられたばかりだろう？　誰が手引きしたのかもわからない今、牢に戻すのはあまりに危険すぎる」

　ルーイン王太子は声の主を一人一人静かな瞳で見つめ、ゆっくりとした口調で告げる。

「しばらくはタジェスの身柄を確保したということも伏ふせておこうと思う。タジェスの背後にいる者がはっきりするまで……おそらく、そう長い時間はかからないはずだ」

　含ふくみを持たせた言葉を最後に、ルーイン王太子は解散を告げて執務に戻る。

　ひそめた声や困こん惑わくした視線を交かわしながらその場を立ち去っていく貴族たちの中、一人だけ別の方向に向かって足早に歩み出す男性の姿があった。







　王宮の裏門から出た馬車を、近くに隠れて様子をうかがっていたユートは馬で追いかけた。その後ろにはイルとカーマイクル、それに馬車のことを報しらせたケイオスの姿がある。

　馬車に乗っているのはミーレ卿──王太子派の貴族の一人だった。

　タジェスが見つかったという王太子の言葉を聞くなり、彼は慌あわてた様子で王宮を出ていったのだ。むろんそれは偽の情報で、王太子の側に潜ひそんだ裏切り者をあぶり出すためにユートが考えた作戦だった。

（上手うまく食いついてくれたが……こいつはいったいどこに向かおうとしている？　タジェスの居場所に案内してくれるのだったらありがたいが……）

　内心で呟つぶやきながら、ユートは距きよ離りを取って馬車を追いかけていく。

　やがて馬車は住宅地にある一いつ軒けんの屋や敷しきの門をくぐり、ユートは少し離はなれた場所で馬を止めて屋敷の様子をうかがった。

　石造りの塀へいに囲まれた屋敷は、あまり手入れが行き届いていないらしく庭の木も伸のび放題になっている。

　ミーレ卿の屋敷であるとは考えづらく、ケイオスに確かく認にんすると彼も首を横に振ふった。

　となると、残された可能性は二つ。ミーレ卿の背後にいる人物との連れん絡らく場所か、タジェスを監かん禁きんしている場所──その二つが合わさっている可能性もある。

　ユートは逸はやる胸を押さえて馬を下り、近くの鉄てつ柵さくに手た綱づなを結びつける。

　正門から見えない位置の石いし塀べいに駆かけ寄り、同様に馬を下りて近寄ってきたイルにユートは肩かた越ごしに問いかけた。

「中の警備はどうだ？　近くに人はいるか？」

「いえ。でも一定間かん隔かくで、武器を持った人間が見回っているみたいです。屋敷の外に五人──今は馬車のほうに集まっているようですけど」

　その答えを聞いて、ユートはためらわずに思いきり跳ちよう躍やくして石塀の上に手をかける。

「ああっ、置いていかないでくださいよ～」

　イルが大声をあげかけるのを一睨にらみで黙だまらせると、ユートは石塀の上に身体からだを持ち上げてイルに手を差し出した。

　手を摑つかんだイルを塀の上に引き上げ、ユートは庭に下り立つ。

　イルがぼたっと荷物のように塀から下りる──というより落ちるのを横目に見やり、ユートは素す早ばやく周囲に視線を走らせた。

　カーマイクルとケイオスが音一つ立てずに着地すると、ユートは二人に目配せをしてイルの腕うでを摑んで走り出す。

　屋敷の表のほうにまわり、ミーレ卿きようの馬車と見回りらしき男たちを発見する。

　下草や木の陰かげに身を隠しながら接近し、男たちの一人がユートの姿に気づいて大声をあげようとした瞬しゆん間かん、ユートは男に走り寄って鳩みぞ尾おちに拳こぶしを埋うめた。

「な──」

　周囲の男たちが身構えた時には、ケイオスとカーマイクルが一人ずつ殴なぐり倒たおしていた。

　残る二人は、間に飛び込んだユートが容よう赦しやのない蹴けりで立て続けに沈しずめる。直前で手を離されたイルがぱちぱちと無む邪じや気きに拍はく手しゆする中、ユートは馬車の扉とびらに手をかけて強ごう引いんに開き、中の人物に声をかけた。

「ミーレ卿だな？」

　馬車の奥に身体を押しつけるようにして震ふるえているのは、四十代の太った男だ。

　側には従者らしき男の姿もあったが、ユートが身を乗り出すと「ひいっ！」と声をあげて馬車の外に逃げ出す。

　ケイオスが男を捕つかまえるのを視界の隅すみに捕とらえ、ユートは太った男に当て身を入れる。

　呻うめき声をあげて男が失神すると、ユートは剝はぎ取った上着で上半身を縛しばり上げた。従者と馭ぎよ者しやも気絶させ、同様に縛って馬車の中に放り込んでおく。

「いいんですか、話を聞かなくて？」

「話を聞き出すのはあとだ！　もしかしたら──ここにタジェスが捕らわれているのかもしれない！」

　玄げん関かんに向かって走り出したユートを、イルが慌てて追いかける。

　男たちを縛り上げていたケイオスとカーマイクルがやや遅おくれてあとに続き、やや扉の傾かたむいた玄関から屋敷の中へと駆け込む。

　途と端たんに足を止めたのは、正面に立ちふさがる男の姿が目に入ったためだった。

　ユートに負けぬほど男も驚おどろいたらしく一いつ瞬しゆん動きを止めるが、すぐに我に返って腰こしの剣けんを抜ぬきながら大声をあげる。

「侵しん入にゆう者だ！　侵入者がいるぞ──っ!!」

　その声が響ひびき渡わたるなり、廊ろう下かの奥でざわめきが生じる。ばたばたと扉の開く音がしたかと思うと、数人の男たちが玄関に姿を現した。

　外の見回りや玄関にいた男と似たような身なりで、全員手には剣を持っている。

　ユートたちの姿を認めると男たちは警告を発することもなく、手にした剣を振り上げていっせいに襲いかかってきた。

「──っ！」

　最初の一いち撃げきを横に跳とんでかわし、ユートは剣を抜き放つ。

　閃ひらめいた白はく刃じんが続けざまの攻こう撃げきを揺ゆるぎなく受け止め、相手の顔に虚きよをつかれたような表情がのぞいた瞬間、ユートはその腹を思いきり蹴り抜いた。悶もん絶ぜつして倒れた男に目もくれず、ユートは次の相手に立ち向かっていく。

　カーマイクルとケイオスはそれぞれ無む駄だのない動きで、男たちを斬きりつけて攻撃力を奪うばっていく。イルも参戦の構えを見せたが「下がってろ！」とユートに声を叩たたきつけられ、玄関の扉に貼はり付くようにして立ち尽つくしていた。

「が……頑がん張ばってください、王子～！」

　遠えん慮りよがちな声せい援えんは、ユートの耳には入っていなかった。

　騒さわぎを聞きつけたのか、吹ふき抜けの玄関ホールに面した階段からも男たちが下りてくる。ユートは途と切ぎれることのない攻撃をかわし、あるいは受け止め、男たちを無力化しながら内心で焦あせりのにじむ呟きを発した。

（タジェスが本当にここにいたら……人ひと質じちに使われる危険もある。こんなところで手こずっている暇ひまはない！）

「仕方ない──イル、力を貸せ！」

　切り結んでいた男を思いきり力を込めて突つき放し、ユートは扉の側に控ひかえているイルに向かって右手を差し出す。

「下がってろって言ったくせに……でも、その言葉をお待ちしておりました！」
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　にこりとイルが微笑ほほえむのと、その姿がほどけるように消失するのは同時だった。

　入れ替かわるように現れた光は帯となってユートの手の中に集束し、一ひと振ふりの優美な長ちよう剣けんへと姿を変える。

　銀と水すい晶しようで作り上げたような長剣の柄つかを、ユートは強く握にぎりしめる。

　度ど肝ぎもを抜かれたような顔で立ちすくむ男たちに向かって、ユートは手にした精せい霊れい剣けん〈イリュウス〉を振り上げた。

「悪いが、先を急ぐのでな！」

　振り下ろした剣の軌き跡せきに沿そって、氷の粒つぶの入り混じる突とつ風ぷうが生まれて四、五人の男たちを一瞬でなぎ倒す。直ちよく撃げきを免まぬかれた男たちも、なにが起こっているのかわからないうちに風に負けぬほどの速度で接近してきたユートに気絶させられた。

　とって返してカーマイクルとケイオスに襲おそいかかる敵を一いつ掃そうし、自分たち以外に周囲に立っている者がいなくなると、ユートは二人をうながして屋敷の捜そう索さくに向かう。

「助かったぜ、ユート！　にしても、相変わらずデタラメな威い力りよくだな、その剣──どうせなら最初から使ってくれりゃ良かったのに」

「うるさい、デタラメな威力だからこそ、そうそう人に向けて使うわけにはいかないんだ！」

「その割には何度も使ってるじゃねえか。ローデの時だって、今回だって……」

　ぶつぶつと呟くカーマイクルを無視して、ユートは目につく扉を片かた端はしから開け放っていく。

　一階の捜索は空から振ぶりに終わり、二階の捜索をケイオスに任せてユートは階段を三階まで駆け上がっていく。

　いくつかめの扉を開けたところで、室内に人の姿を発見してユートは声をあげた。

「タジェス……!?」

　部屋の奥に置かれた寝しん台だいの上に、その人物は横たわっている。

　入口から見てとれたのは背格好と黒くろ髪かみだけで、ユートは〈イリュウス〉を片手に提さげたまま室内へと踏ふみ込んでいく。

　近づいてみると、横たわっているのはタジェスであるとはっきり確認できた。

　目を閉じたまま動かない姿にユートは一瞬ぎくりとするが、頰ほおに触ふれてみて温ぬくもりを感じ、呼吸に合わせて胸が動いているのを見て小さく息を洩もらす。

「よかった……」

　室内に他ほかに人の姿はなく、タジェスが拘こう束そくを受けている様子もない。

　そのことに遅ればせながら気づき、ユートはやや不ふ審しんそうな表情をのぞかせる。部屋に鍵かぎがかかっていなかったことも奇き妙みようといえば奇妙だった。

「いくら意識がないとはいえ、見張りの一人くらい残っていそうなものだが……」

　首を傾かしげながら部屋を見回した瞬間、入口の側に立っていたカーマイクルがはっと目を見開いて声をあげた。

「ユート！」

　その目が自分の後ろに向けられていると気づくより早く、ひやりとするものを首筋に感じてユートはとっさに身体を前に投げ出す。

　自分の首筋のあったあたりを、短たん剣けんの刃はが貫つらぬいていくのが目の端はしに映った。

　短剣の柄を握るのがタジェスの手であることも、床ゆかを一転して起き上がるまでの間にユートは確かく認にんしていた。大きな瞳ひとみにのぞいた困こん惑わくと動どう揺ようの色は、立ち上がって身構えた時には理解と焦しよう燥そうに変わっていた。

（──操あやつられているのか!?）

「タジェス！」

　呼びかける声に応こたえず、タジェスは逆手に握った短剣をユートの身体に振ふり下ろす。

　寸分のためらいもない手つきで繰くり出される攻撃は、タジェスの実力を知るユートでさえも一瞬反応が遅れるほどに鋭するどかった。かろうじて身を反らしてかわしたものの、かすめた衣服の襟えり元もとがすっぱりと断たち切られる。

　まごうかたない本気と悟さとって、ユートの背筋に冷たい汗あせが流れる。

「──タジェス殿でん下か？」

　そこに遅れて到とう着ちやくしたらしいケイオスの声が届き、ユートは入口のほうをふり返りもせずに怒ど鳴なった。

「操られている！　なんとかして、もとに戻もどさないと──」

　注意がわずかに逸それた隙すきを見み逃のがさず、タジェスは立て続けに刃を振るう。

　目で追うのがやっとの速度で閃く刃をユートは〈イリュウス〉の刀身で防ぎ、最後の一撃を大きく飛び退のいてかわす。

　さらに踏み込んできたタジェスに向かって、ユートは〈イリュウス〉を突き出した。

　速度を落とした一撃は、タジェスの手から短剣を弾はじき飛ばすためのものだった。しかしタジェスはその一撃を受け止めようとせず、迫せまる刀身に無防備に身をさらす。

「──っ！」

　ユートが剣を止めた瞬しゆん間かん、タジェスはユートの心臓めがけて短剣を突き出す。

〈イリュウス〉を引き戻すのは間に合わず、ユートにできたのは反射的に身を捻ひねることだけだった。それでも完全に回かい避ひすることはかなわない。

　痛みを覚かく悟ごした直後、響き渡ったのは耳みみ障ざわりな金属音だった。

　ユートの目に飛び込んできたのは、カーマイクルの背中──彼の手にした曲刀が短剣を打ち払はらったと気づくより早く、不ふ機き嫌げんな声が背中越ごしに届けられた。

「情けねえな、操られた程度でユートに本気で刃を向けるたあ……傷一つ付いただけで大おお騒さわぎしてたのは、どこのどいつだっけか？」

　タジェスは一言も発さず、端たん整せいな顔に浮うかんだ表情も動かない。

　短剣を持った手がゆるやかに持ち上げられ、さらに攻撃の構えを見せるタジェスをユートは愕がく然ぜんと見つめる。

（本当に止められない──戻せないのか？　どうやったら……）

「タジェス！　お前ともあろう者が、そんなに簡単に操られてどうする！　他人にいいように利用されて悔くやしくはないのか!?」

　叩きつけた声にも反応はなく、タジェスはカーマイクルめがけて短剣を振り下ろす。

　カーマイクルは余よ裕ゆうをもってかわしたが、次々と鋭い攻撃を繰り出すタジェスを相手に防戦一方に追い込まれる。隙を見て短剣を叩き落とそうとするものの、タジェスの実力が手加減を許さないのだ。

　ケイオスが加勢に入るが、タジェスを相手に本気で斬りつけることができないのは彼も同じだった。

（どうする？　こうなったら、もう──）

　重傷を負わせることになっても、力ずくで取り押さえる他にないのだろうか。

　胸の奥で呟つぶやいた時、かすかな違い和わ感かんをユートは感じた。

「……？」

　二人と戦うタジェスの姿を、ユートはまばたきもせずに見つめる。

　違和感の正体に気づいたのは、タジェスの口元にうっすらと漂ただよっている笑えみを見て取った瞬間だった。

　まるで本気を出せずにいる二人を嘲あざ笑わらうかのような、冷たく歪ゆがんだ微笑。

　皮肉げな微笑をたたえたタジェスの顔が、ユートの胸に浮かぶ。まるで異質な二つの表情をたたえた顔が、ユートの中で重なり──そうになって分かたれる。

　同じ顔立ちだからこそ、浮かぶ表情の違ちがいがはっきりと際きわ立だって感じられたのだ。

（これが、本当にタジェスの顔なのか？）

　ユートの胸に生まれた違和感は、瞬またたく間に疑ぎ惑わくとなって膨ふくれ上あがる。

（たとえ操られていたとしても、こんな表情をタジェスが浮かべたりするものなのか？　人を見下すような嫌いやな笑みを──）

〝──王子〟

　ユートの思いに応えるように、脳のう裏りに響ひびく声があった。

　思わずユートは手にした〈イリュウス〉に視線を落とし、そこに宿る精せい霊れいは感情の色のない声で静かに続ける。

〝タジェス様から、精神に干かん渉しようする術式の存在はいっさい感知できません。術式の残のこり香がのようなものはありますが……今現在、タジェス様を操っている魔ま術じゆつは存在しません〟

　ユートはわずかに目を見はったのち、表情を引き締しめてタジェスに視線を戻す。

　瞳にのぞいているのは、もはや疑惑ではなく確信の光だった。

（そうだ。どんな状じよう況きようであったとしても、タジェスが俺やルーイン王太子に剣けんを向けるような命令を、諾だく々だくと受け入れるはずがない！）

「下がれ、ケイオス！」

　タジェスと切り結んでいるケイオスに一声投げつけるなり、ユートは横合いからタジェスの左ひだり肩かたに剣を振り下ろす。

　反射的にタジェスが身を引いたため、〈イリュウス〉の刃は皮ひ膚ふまでは届かなかった。

　しかし肩かた口ぐちから袖そでにかけて大きく衣服が切り裂さかれ、その下の素す肌はだがのぞく。

　ユートの目はそこにあるはずの傷きず痕あと──つい数ヶ月前にユートを庇かばって受けた矢傷の痕あとがないことを、一いつ瞬しゆんのうちに見て取っていた。

「やはり、お前──タジェスではないな！」

　ユートがあげた大声に、ぎょっと目をむいたのはやや距きよ離りをおいて立っていたカーマイクルだった。

「本当かよ！　こいつが偽にせ者もの!?」

「ああ。本物ならあるはずの傷が、こいつにはない」

　応えるユートの横で、彼と同時に無傷の肩かたを確認したケイオスが、厳しい眼まな差ざしを目の前の男に注いでいる。

「おいおい、こちとら本職だぜ……いったいどんな変装の技わざを使ったんだ？　どっからどう見ても、あのいけすかねえ王子様そのものじゃねえか！」

「だが間ま違ちがいない」

　きっぱりと断言して、ユートはタジェスそっくりの男の顔を見つめやる。

　男の顔にすでに笑みはなく、琥こ珀はく色いろの瞳が抜ぬけ目のない光をたたえてユートを見返す。そこにはどこか焦あせりにも似た色が浮かんでいた。

　なにかを探すように、男の視線がちらりと室内に巡めぐらされる。

　ユートはそれに気づいたが、訝いぶかしむ間もなく男が獣けもののような俊しゆん敏びんさでユートに飛びかかってくる。

　眉み間けんを狙ねらった刃を寸前で打ち弾き、ユートは男の懐ふところに飛び込んだ。

　がら空きになった胴どうに容よう赦しやのない膝ひざ蹴けりを叩たたき込むと、男は身を二つに折って呻うめく。体勢が崩くずれたところに、ユートはさらにしなるような蹴けりを入れる。

「──ぐおっ！」

　宙を泳いだ男が床に叩きつけられ、二転、三転していくのをユートは怒いかりのこもる眼差しで見送った。

「よくも、その顔を使って人を騙だましてくれたな──よりにもよってタジェスの顔を使うとは、命が惜おしくないらしい」

　床に倒たおれ伏ふした男に向かって、ユートは歩み寄っていく。

　男は低く呻いてユートの顔を見上げたが、起き上がる力は残されていないようだった。足に伝わった感かん触しよくからして、骨の数本は確実に折れている。

「本物でないとわかれば、手加減をする必要などどこにもないんだぞ。俺やルーイン王太子を謀たばかった罪、その身体からだで思い知るといい」

　言いながらユートは足を止め、用心しながら男の顔に手で触ふれる。

　伝わる感触は人ひと肌はだと変わりなかったが、強く指先で引っ張るとごく薄うすい膜まくのようなものが顔全体を覆おおっているのがわかった。皮膚にぴったりと貼はり付くような素材でできた仮面だ。

　顎あご下に指を入れて仮面を引き剝はがすと、タジェスとはまるで似付かない瘦やせた若い男の顔が現れる。瞳ひとみの色ばかりはタジェスと同じ琥珀色だが、ほんのわずかばかり色が濃こい。

「こんな仮面で、騙されたのか……」

　頭とう髪はつまで生えそろった仮面をユートはきつく握にぎりしめて、鋭するどい視線を床ゆかに横たわったままの男に向けた。

「いったい、この顔はどうやって手に入れた？　お前にこの顔を与あたえて、王太子を襲おそうよう命じたのは誰だれだ？　お前は手先となって動いていただけだろう？」

　矢や継つぎ早ばやの質問に男は答えようとはせず、ぼんやりとユートの顔を見つめている。

　その目が向けられているのが自分ではないとユートが気づくのと同時に、男の唇くちびるがかすかに動いた。

　声ではなく唇の動きが、なぜ、という言葉を形作る。

　ユートが眉まゆを寄せたその時、背後から乾かわいた拍はく手しゆの音が聞こえてきた。

「──っ!?」

　弾かれたようにふり返ったユートの目に、部屋の片かた隅すみに立つ一人の男の姿が映った。

　ユートが息を吞のんだのは、男の顔に見覚えがあったためだ。

「お前は……！」

「お久しぶりです、ユーディルシア王子」

　貴族的な雰ふん囲い気きを持つ黒くろ髪かみの男性が、薄うす緑みどり色いろの瞳に笑みを浮うかべてユートに一礼する。

　綺き麗れいに整えられた口くち髭ひげに、ゆるく波打つ肩ほどまでの髪かみ。仕立てのよい衣服に身を包んだ三十代の男性の名を、ユートは呆ぼう然ぜんと口にする。

「エーデバルツ……なぜ、ここにお前が」

　言いかけた瞬しゆん間かん、ユートの記き憶おくによみがえったのは純白の獅し子しの姿だった。

　偽ぎ造ぞう美術品事件の主犯であったノルド卿きようの屋や敷しきで、逃とう亡ぼうしようとしたノルド卿を追うユートの前に立ちふさがった翼つばさを持つ異形の獅子。

　見覚えがあると思ったのも当然のことで──かつて〈生命の宝ほう珠じゆ〉を巡って黄金の眠ねむる島で敵対したエーデバルツが操あやつっていたものだったのだ。

「あれは……やはり、お前が。ノルド卿の一件も今回の事件も、お前が裏で糸を引いていたということか!?」

「私を覚えていてくださったのは光栄ですが、糸を引いていたなどと言われましても……私は必要とされる方に、ほんの少しばかり私の持つ技術を提供しただけですよ」

「技術？」

　呟いたユートの目が、手にした仮面に落とされる。

「まさか、お前がこれを……!?」

「提供した技術をどのように活用されるかは、相手の方次し第だい。まぁ、便べん宜ぎを図はかっていただく見返りとして、それ以上のお手伝いをしたことも否定はいたしませんが……」

　困ったように微笑ほほえむ表情と口調からは親しみが感じられたが、その裏に潜ひそむ彼の本当の顔をユートは知っていた。

　目的のためならば平然と人を騙し、傷つけることも厭いとわないのがこの男の本ほん性しようだ。

　かつて対たい峙じした際、彼がなにを狙っていたのかも思い出して、ユートは警けい戒かいの色もあらわにエーデバルツを睨にらみつける。

「お前の狙いはなんだ？　こんなものをニーザベイムに持ち込んで、タジェスを陥おとしいれる謀ぼう略りやくに力を貸し──今度はいったい、なにを手に入れようとしている!?」

　エーデバルツは微笑を浮かべたまま答えようとはせず、ユートは手にした〈イリュウス〉を低く構え直す。

「答える気がないというなら、それでもかまわん。お前から聞きたいことは他ほかにも山ほどあるんだ。タジェスを陥れた人物の名前も──本物のタジェスの居場所もな」

　逃にがす気はないと態度で告げるユートに、エーデバルツはわずかに苦く笑しようする。

「ほんのご挨あい拶さつのつもりでしたが、とんだ藪やぶ蛇へびでしたね」

　どこか芝しば居いがかった仕草でエーデバルツが肩をすくめた瞬間、ユートは強く床を蹴って彼に斬きりかかる。

　反はん撃げきを封ふうじるつもりで右みぎ腕うでを狙った一いち撃げきは、しかし手て応ごたえもなく空を切った。

　届かなかったのではなく、すり抜けた──そうユートが理解した時には、エーデバルツの姿は靄もやのように薄れて消えてゆきつつあった。

「あなたと正面からやり合うほど、私は怖こわいもの知らずではありませんので」

　ひそやかな笑いを含ふくんだ声は、先さき程ほどまでエーデバルツが立っていたのとは別の場所から発せられた。

　とっさに視線を動かしたユートの目に、入口の外に立つエーデバルツが映る。

　しかしその時にはもう、エーデバルツは足元から放たれる光に包まれていた。光の発生源は円を枠わくとする複雑な紋もん様ようで、それに見覚えのあったユートは顔色を変える。

「逃げる気か……！」

「……待て！」

　重なった声は、床に横たわる男があげたものだった。

「なぜ逃げる……この連中を始末するんじゃなかったのか？　なぜ手も貸さず……」

「その姿で不意をつけば、あるいはと思ったのですがね。最初の一撃を外してしまえば、もう致ち命めい傷しようを与える機会はないでしょう」

　軽く首を振ふって、エーデバルツは男に言い返す。

「私の目的はとうに果たしましたし、勝ち目の薄い戦いに身を投じる趣しゆ味みはない。そこまでの義理もありませんしね」

　どこまでも穏おだやかな笑えみを浮かべて告げた瞬間、エーデバルツの全身を足元から立ち上った光の壁かべが覆い隠かくす。

「──待て！」

　ユートがエーデバルツに飛びかかったが、すでに遅おそかった。

〈イリュウス〉を振り下ろす寸前に光は消え去り、その向こうにエーデバルツの姿は残っていなかった。足元の床に描えがかれていた紋様も跡あと形かたもなく消えている。

「……っ！」

　声にならない声が、ユートの喉のどの奥から洩もれる。

　激しい怒りとも後こう悔かいともつかない色が深緑色の瞳に浮かび、血が出そうなくらいに強く唇を嚙かみしめるとユートは足元の床に視線を落とした。

　人が立っていた痕こん跡せきすらも残っていない床を、ユートは身動きもせずに貫つらぬくような眼まな差ざしで睨み続けた。







　ケイオスが王宮に報しらせに走り、王太子が内密に派は遣けんした兵士によってミーレ卿とタジェスに化けていた男は捕ほ縛ばくされた。邸てい内ないのあちこちで気絶している男たちも同様だ。

　兵士の到とう着ちやくを待っている間、ユートは二人を尋じん問もんしたが結果ははかばかしくなかった。

　男は頑がんとして口を開こうとせず、ミーレ卿は男に脅おどされてタジェスの拉ら致ちに力を貸しただけだと言い張ったのだ。ひた隠しにしていた不正の証しよう拠こを突つきつけられ、協力すれば多額の報ほう酬しゆうも約束すると言われて心が動いたらしい。

　屋敷はミーレ卿の持ち物で、内外を警備していた男たちは卿が雇やとった私兵だった。

　目立たぬ馬車に乗せられて彼らが王宮に連行されていったあと、ユートはカーマイクルと人間の姿に戻もどったイルとともに邸内を歩いていた。

「結局わかったのは、エーデバルツがこの件に関かかわっているということだけか」

　視線を下げ気味にして、ユートは低く呟つぶやくように言う。

　なにか黒幕の手がかりになるものが見つかればと思って残ったのだが、タジェスの身が案じられて捜そう索さくに集中できなかった。

（あの時、エーデバルツを取り逃がしたりしなければ……）

「大だい丈じよう夫ぶですよ。ルーイン王太子も捜索に動いてくださってますし、タジェス様に化けていた人から、なにか聞き出せるかもしれませんし」

「そうそう、焦あせったってしょうがないだろ。今はできることに専念しようぜ」

　イルとカーマイクルの言葉に、ユートは口元を引き結んだままうなずく。

　邸内の部屋を一つ一つ見て回ったがめぼしい発見はなく、タジェスの偽にせ者ものが寝ねていた部屋にたどり着いたところでユートは疲つかれたように足を止めた。

　室内を調べている二人をよそに、誘さそわれるように窓辺へと歩み寄る。

　開かれたままの窓からは、乾いた風とやや傾かたむいた日差しが入り込んできていた。床に落ちた日差しは強い熱を帯びていたが、日が暮れればニーザベイム特有のからりとした空気が涼すずしい風を吹ふかせるだろう。

『あんまり思い詰つめすぎるのは、君のよくない癖くせだよ』

　なだめるようなタジェスの声が思い出されて、窓の外へと向けたユートの瞳ひとみに強い感情の色が揺ゆれる。

　ともすれば余よ裕ゆうを失いがちになる自分にとって、彼の存在がどれだけ救いであったかを思い知らされた気がした。

（タジェス……どうか無事でいてくれ。今だけは、お前の悪あく趣しゆ味みな冗じよう談だんが懐なつかしく思えてならないぞ）

　祈いのるように胸の内で呟いて、室内に視線を戻した時だった。

　ちかりと鋭するどい光が、ユートの瞳を刺さした。星のようにごく小さな、しかし無視し得ない強い輝かがやきだった。

「……？」

　ユートは思わず動きを止めて、光の方向を凝ぎよう視しする。

　視線を固定したまま歩き出したユートを、イルとカーマイクルは怪け訝げんそうな様子を隠さない顔で見つめやった。

「ユート？」

「どうなさいました？」

　二人の声を背に、ユートは煉れん瓦が造りの暖だん炉ろに歩み寄る。

　手を伸のばして暖炉の中からつまみ取ったのは、麦むぎ粒つぶくらいの小さな硝子ガラス玉だった。

　傾けてみると一定の方向でだけ、きらりと強きよう烈れつな光を放つ。決まった方向からの光だけを、強く反射するよう細工が施ほどこされているのだ。

「これは……？」

　呟いた瞬しゆん間かん、ユートの脳のう裏りに一つの記き憶おくがよみがえる。

　つい数ヶ月前、ディエの王宮でユートはまったく同じ硝子玉を目にしていた。床ゆかの上できらりと光を弾はじき、タジェスの行き先を教えた硝子玉だ。

『……普ふ段だんからあんなものを持ち歩いているのか？』

　あとでタジェスに問いかけた時、彼は当たり前のように笑って言ったものだった。

『まあね。いつなにが起こるかわからないし、行き先を示す手がかりくらいにはなるだろう。何十粒つぶか袋ふくろに入れて、常に持ち歩くようにしているんだ』

　今回は確実に必要になることがわかっていたし、と言い添そえるタジェスの強したたかさにユートは舌を巻いたものだが──

「ここに、これが落ちているということは……タジェスもこの部屋にいたのか！」

　イルとカーマイクルが肩かた越ごしにのぞき込むのにも気づかず、ユートは他に同じものが落ちていないか探す。

　姿勢を変えながら暖炉の周辺を探し回り、暖炉の中にも顔を突っ込む。

　長年掃そう除じされていないらしく、煤すすでいっぱいの暖炉をぐるりと見回した時、ユートの目がわずかに見開かれた。

　発見したのは硝子玉ではなかったが、それ以上に重要なものだったのだ。

　ほとんど上半身を暖炉の中に突っ込んで、ユートは煉瓦の隙すき間まにできた穴から目的のものを慎しん重ちように引っ張り出す。

「ああ～！　王子、頭が煤だらけになってますよ！」

「払はらえばいいだろう、そんなもの。大おお騒さわぎするほどのことか！」

「駄だ目めですよ、そんな乱暴にやっちゃ……ほら、顔にまで煤が！　手で拭ふいたらもっと大変なことに──って、どうして拭いちゃうんですか！」

　ユートはイルから手て渡わたされた手しゆ巾きんで縞しま模も様ようになった顔を拭ぬぐい、笑いを嚙み殺しながら二人のやりとりを眺ながめるカーマイクルに向き直る。

　片手に握にぎりしめていたのは、小さく畳たたまれた布の切れ端はしだった。

「もしかして、それ……」

　カーマイクルにうなずき返して、そっと布を開く。

　破り取られたと覚しき上質の布には、煤でいくつかの単語が書かれていた。畳まれていたせいで端はし々ばしがかすれているが、読み取るのに不足はない。

「……タジェスの字だ。『拉致』、『偽者』、『内通者』……それに、これは人名？　『マルヴェル侯こう』……まさか、こいつが黒幕なのか!?」

　ユートの声が大きくなったのは、その名に聞き覚えがあったためだった。

　ルーイン王太子が敵対する貴族の候補として挙げていた名前のうちの一つである。しばらくニーザベイムに滞たい在ざいしているうちに、一度ならず耳にした名前でもあった。

　ニーザベイムの第三王おう妃ひの父親にして、第二王子カティルの祖父。反王太子派の代表格ともいえる人物だったが、今は息子むすこに家か督とくを譲ゆずって隠いん居きよ生活に入っているという。
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「こっちには『腹心』、『目もく撃げき』……そいつの部下を見たってことか？」

「可能性はあるな。それに、これは『仮面』……『職人』？」

　眉まゆを寄せるユートに、カーマイクルは苦く笑しようして布の端はしを指先で弾く。

「どうせ書くなら、もうちょっと意味の通じやすい手紙を書いて欲ほしかったな。これじゃ暗号文だぜ」

「煤で書くにはこれが限界だったんだろう。見張りの目もあっただろうし……」

　口を尖とがらせて言い返しながら、ユートは何度も折り返された布を端まで広げる。横でそれを見ていたカーマイクルが、あっと小さく声をあげた。

「その下……まだなにか書いてあるぜ？」

「え？」

　カーマイクルが指差した箇か所しよに、まだ文字があることにユートは気づく。

　しかし布を持ち上げて文字を読み取った途と端たん、ユートの表情は極きわめて複雑なものとなった。同時にカーマイクルが笑い声をたてる。

　二人の反応に興味を示したように、イルがユートの後ろから文字をのぞき込む。

　直後彼が口にした言葉が、三人の気持ちをこの上なく代弁していた。

「あ……間ま違ちがいなくタジェス様ですね、これを書いたのは」

　他ほかの文字よりもやや小さく控ひかえめに書かれていたのは、『愛してるよ、ユート』という一文だったのだ。

「……あの馬ば鹿か！　こんな言葉より、もっと他に書くべき言葉があるだろうが！　だいたい、これを見つけるのが俺だと決まったわけでもないだろうに！」

「決まってたんじゃねえの？　どうやらその硝子玉、あんたの目の高さに光を弾くよう角度を調節してあったみたいだし……」

　窓辺と暖炉の距きよ離りを目で測りながらカーマイクルは告げ、ふと口元にからかうような微び笑しようを漂ただよわせた。

「あんたがここに来ると信じてたってわけだ。凄すごい信しん頼らいじゃねえか？」

「信頼を表す言葉がなぜそれになるのか、タジェスも含ふくめて一度じっくり話し合う必要があるようだな」

　据すわった目つきでユートが言うと、イルが慌あわてて両者の間に割って入る。

「ま、まぁ、少なくともこれを書いた時は、いつもと変わらず元気だったことがわかったわけですし……！」

「いつもと変わらなさすぎだ！」

　唸うなるように呟き、ユートは手にした布を睨にらみ付ける。

（懐かしいなどと思ったのは撤てつ回かいだ！　こんなふざけた手紙を残して……なんとしても見つけ出して、一発殴なぐってやる！）

　心の中で決意して、ユートはずかずかと大またに部屋を歩み出ていったのだった。







　　　　５







　夕ゆう闇やみが街に押し迫せまろうとしている時刻、ニーザベイムの首都ディエの王宮からほど近い場所にある広大な邸てい宅たくを訪おとずれた人ひと影かげがあった。

　手入れの行き届いた庭と頑がん丈じような鉄てつ柵さくに囲まれた屋や敷しきは、豪ごう邸ていと呼べる大きさだ。

　二人の門衛が立つ正門を悠ゆう々ゆうと通とおり抜ぬけ、華か麗れいな彫ちよう刻こくや色いろ鮮あざやかなタイルで飾かざられた玄げん関かんへ人影は足を踏ふみ入れる。

　ちらちらと向けられる使用人の視線も、まるで気にかからない様子だった。

　使用人の一人を呼び止めてなにごとか尋たずねると、優ゆう雅がな微笑と会え釈しやくを残してそれまでと変わらぬ足取りで進んでいく。

　やがて足を止めたのは、屋敷の奥に位置する部屋の扉とびらの前だった。

　艶つや光びかりのする重じゆう厚こうな扉を軽く叩たたくと、室内から「入れ」としわがれてはいるものの力強い声で応答がある。

「どうなさいました、マルヴェル侯？」

　扉を開けて室内に入るなり、険しい眼光に迎むかえられてエーデバルツは目を見開く。

　しかし彼の表情には余よ裕ゆうがあり、口元には穏おだやかな笑えみが含まれたままだった。屋敷の主であるエルロイ・ディオ・マルヴェルは猛もう禽きんのような尖った眼まな差ざしをエーデバルツに据え、低く声を発する。

「どういうことか、聞きたいのはこちらのほうだ。ミーレの奴やつが王太子に捕とらえられたぞ──タジェス王子を入れ替かえたことが、王太子に勘かんづかれたのではないのか？」

　抑よく揚ようのない声だったが、腹にずしりと来るような重みがある。

　八十に届かんとしている年ねん齢れいの割には姿勢もよく、薄うすい褐かつ色しよくの瞳ひとみにも力が満ちている。髪かみはすっかり白く染まっていたが十分な量があり、手の込んだ縫ぬい取りを施された衣服の肩かたや背を覆おおっていた。

　顔に刻まれた無数の皺しわだけが、彼の実じつ年ねん齢れいをはっきりと感じさせる。

「あの仮面を使えば、偽にせ者ものと気づかれる恐おそれなどないと言っていたのはお前ではなかったか？　なぜ王太子が内通者を探すような真似まねをする？」

「勘づかれるなど……あり得ませんよ」

　軽く肩を揺ゆらして、エーデバルツは苦笑じみた声を返した。

「本人を前にしてならともかく、すでに王宮にいないというのに……当て推量ではありませんか？　王太子はタジェス王子をずいぶん信頼しておいでだそうですから、タジェス王子がなにやら怪あやしげな術で操あやつられた、などと考えたのかもしれません」

　よどみのない口調で告げるエーデバルツを、マルヴェル侯は鋭するどい目つきで見つめやる。

　真っ白な眉の下で量るような光が揺れ、エーデバルツの顔からわずかに視線をずらして彼は言った。

「どちらにせよ、ミーレが捕らえられたのなら入れ替えのからくりもすぐに暴あばかれよう。奴との接せつ触しよくは人を介かいしておったから、儂わしの名が出る恐れはないが……しばらくは大人しくしているのが賢けん明めいか。その前に、タジェス王子とあの偽者を処分してしまわねばならぬが」

「タジェス王子は、今どちらへ？」

「ミーレの動きがおかしいと報告を受けて、すぐに他の場所に移動させた。早めに手を打っておいて正解だったな。ミーレの奴め、王太子の手の者をむざむざ案内するような真似をしおって。あのような粗そ忽こつ者を、手先として利用しようなどと考えたのが仇あだとなったか」

　口元を歪ゆがめて言い捨てると、マルヴェル侯はエーデバルツに視線を戻もどす。訝いぶかしむような光が瞳の奥にちらついたが、エーデバルツは気にする様子もなくそうですか、とうなずいて言葉を続けた。

「なるほど、すでに移動させてあったわけですか……どうりで、王太子が依い然ぜんとしてタジェス王子を探し続けているわけだ。王子を監かん禁きんしていたあの屋敷が見つかったのに、なぜ探し続けているのだろうと不思議に思ったのですが……」

「ミーレが目を付けられたのであれば、あの屋敷に王太子の手が伸のびるのも時間の問題であったからな」

　ごく当然のことを告げるような口ぶりで、マルヴェル侯は声を返す。

「かなりきわどい状じよう況きようだったが、王太子の側にそれらしい動きがないということは無事脱だつ出しゆつに成功したのであろう。移動先からの連れん絡らくはまだ入っておらぬが──王太子の手の者があちこち探さぐり回っている様子だからな。警けい戒かいして身を潜ひそめているのだろう。落ち着いた頃ころを見計らってこちらから連絡を取ってやればいい」

　半ば独り言めいた呟つぶやきを洩もらしたあと、マルヴェル侯こうはエーデバルツに冷ややかな光をたたえた目を向けた。

「それより、肝かん心じんな時に姿も現さずなにをやっていた？　確かにある程度行動の自由を認めるとは言ったが、やるべきことをやっていればの話だぞ。あの屋敷への連絡は、本来お前の役目だったはずだ」

「申し訳ございません。急な用でどうしても戻ることができなくて……」

　瞳にのぞかせた笑いを消して、エーデバルツは深々と一礼してみせる。

　完かん璧ぺきすぎる一礼は慇いん懃ぎん無礼の気配を濃のう厚こうにまとっていたが、マルヴェル侯が不快そうに眉を寄せて声を発するより早く、エーデバルツは顔を上げて尋ねた。

「そういえば、彼はどうしていますか？　なにかご面めん倒どうをかけていなければいいのですが」

　唐とう突とつな言葉だったが、滑なめらかな声には不自然さのかけらもなかった。

　話を強ごう引いんに転てん換かんしようとする意図だけが見てとれ、マルヴェル侯は渋しぶい顔のままだったが、疑問を感じた様子もなく言葉を返す。

「あの小こ僧ぞうなら、離はなれに籠こもったきりだ。寝ねる間も惜おしんで壺つぼだの像だの作っておる。手はかからぬが扱あつかいにくくてならん……お前以外の人間とは、ろくに口をきこうともせぬしな。与あたえられた分の仕事だけは過不足なくこなすが……」

「それは……重ね重ね、お詫わび申し上げます」

　口元に笑みをたたえたまま、エーデバルツは再び頭を下げる。

　伏ふせられた瞳がきらりと光ったことに、マルヴェル侯は気づかなかった。

「ですが、彼の腕うではマルヴェル侯のお役に十分立ちますでしょう。なにしろ私の知る限り最高の『職人』ですからね」

「確かに、あの仮面を見た時は目を疑ったが……生きた人間の顔としか思えなかったからな。あのようなものを作る技術が存在していようとは。それに印いん影えいだろうと筆ひつ跡せきだろうと寸すん分ぶん違たがわずに擬ぎ装そうする腕──それだけでも十分利用価値はある」

「そう言っていただけると幸いです」

　抜かりなく言い返して、エーデバルツは踵きびすを返そうとする。

「少し彼のところにも顔を出してきますよ。ああ、タジェス王子を片付ける前に一言お知らせ願えませんか？　彼とはちょっとした因いん縁ねんがありましてね。最後に一言、挨あい拶さつくらいしておきたいのですよ」

「因縁だと？」

「手に入る寸前だった宝物を、タジェス王子の妨ぼう害がいで取り逃にがしてしまったことがありまして……なんでしたら、私が王子をあの世に送って差し上げてもかまいませんよ。王子の居場所さえ教えてくだされば、すぐにでも向かいましょう」

　エーデバルツの顔を見返していたマルヴェル侯の瞳に、不ふ審しんがるような光がちらりと揺れたのはその時だった。

　表情はわずかも動かさぬまま、マルヴェル侯はゆっくりと口を開く。

「ずいぶんな熱の入りようだな。それほどまでにタジェス王子を恨うらんでいるのか？」

「せっかくの苦労が台無しでしたからね。どこに移したのですか？　まさかこの屋敷の中ではないでしょう？」

　さり気なく言葉を重ねるエーデバルツから、マルヴェル侯はじりじりと距きよ離りを取っていく。

「……先さき程ほどから、お前は一言もあの職人の名を口にしておらぬな」

「………」

「答えてみよ。それとも──答えられぬか？」

　エーデバルツがわずかに眉まゆを寄せるのと、マルヴェル侯が入口の側に控ひかえる中年の護衛に目配せを送るのは同時だった。

「──っ！」

　駆かけ寄りざまに振ふり下ろされた剣けんを、エーデバルツは身を反らしてかわす。

　端たん整せいな顔に浮うかんだのは、驚おどろきではなく苦々しげな色だった。貴族然とした容姿には不似合いな舌打ちを一つ洩らし、エーデバルツはマルヴェル侯に向き直る。

　軽く目元を指先でこすると、目の中に入れてあった極薄の色いろ硝子ガラスが落ちて、下から鮮あざやかな青緑色の瞳が現れた。

「変装の極ごく意いを見せてやろうと、とっておきの秘密兵器まで出してきたんだけどな。あっさりバレちまうとは、まだまだ俺も修しゆ行ぎよう不足ってことか」

「やはり、貴様……偽者か！」

　声を荒あららげるマルヴェル侯ににやりと笑いかけ、エーデバルツに変装していたカーマイクルは護衛に向き直る。

　胴どうを薙なぎ払はらう斬ざん撃げきを宙高く飛び上がって避さけ、護衛の目の前に着地する。

　目をむく護衛の腹に拳こぶしを入れ、前のめりになった後頭部に肘ひじを落としてカーマイクルは男を気絶させた。

「誰だれか来い！　賊ぞくを捕らえよ!!」

　マルヴェル侯は声を張り上げたが、その声に応じて現れる者はいなかった。

　愕がく然ぜんとした顔つきになるマルヴェル侯の前で、入口の扉とびらが開く。一いつ瞬しゆん、彼の顔に安あん堵どの色が浮かびかけたが、そこに姿を現したのは屋や敷しきで雇やとわれている私兵ではなかった。

　ほっそりとした少年の姿に、マルヴェル侯は驚きとも困こん惑わくともつかない表情をのぞかせる。

「貴様は……？」

「ずいぶんあっさり正体を見破られてしまったようだな、カーマイクル」

　少女めいた容姿の少年──ユートは部屋に足を踏ふみ入れながら、カーマイクルに向かって言葉を投げる。

　その後ろには、長い銀ぎん髪ぱつを首の後ろで束ねたイルの姿もあった。

「あんな仮面に負けていられないと意気込んでいた割には、早かったんじゃないか？　変装の名人の名が泣くぞ」

「そうは言ったってな、これだけ喋しやべってバレずにいろってほうが無理だって！　あのおっさんとはたった一回、それもほんのちょっと顔を合わせただけなんだぜ！」

　口くち髭ひげの似合う整った顔を歪ませて、カーマイクルは応こたえる。

「だからあの偽にせ者ものだって、ほとんどまともに喋らなかっただろうが。顔は似せられても、声や喋り方まで完全に似せるのは難しいからな──早々に王宮から逃がしたのも、不審に思われるのを避けるためじゃねえのか？」

　マルヴェル侯を無視したやりとりをかわした後に、ユートは怒いかりと焦あせりのにじむ瞳ひとみを二人に向けるマルヴェル侯へと視線を戻す。

　皺しわの刻まれた顔には動どう揺ようの気配があったが、態度は落ち着き払ったものだった。

「応おう援えんは来ないぞ。この部屋の近くにいた私兵はあらかた制圧した」

「なんだと……？」

「この屋敷の周囲もすでに王太子の兵に包囲されている。あきらめるんだな、マルヴェル侯」

　淡たん々たんと告げられた言葉に、マルヴェル侯は初めて目を見開く。

「王太子が……なぜだ？　どのような証しよう拠こがあって、そのような……確たる証拠もないのに兵を差し向けるような真似まねは、いかに王太子といえど許されぬぞ！」

「証拠があればいい、というのか」

　ユートはちらりと背後に目をやり、扉の外に控えていたケイオスが一人の少年を引き連れて現れる。

　顔の半分を伸のび放題の髪かみで隠かくし、塗と料りようや粉で汚よごれた衣服を身につけた少年だ。

　どこか憮ぶ然ぜんとした様子ながらも抵てい抗こうすることなく現れた少年の姿を見て、マルヴェル侯は驚きよう愕がくの色を顔にのぞかせた。

「どうして、そやつの存在を……」

「タジェスが監かん禁きんされていた屋敷に手紙を残していたんだ。『仮面』を作った『職人』が存在していると……そいつがお前の屋敷にいるかどうかは、ある意味賭かけだったけどな」

　そのため、念のためカーマイクルにエーデバルツの変装をさせて、マルヴェル侯から情報を引き出そうとしたのである。

　一方でユートたちは邸てい内ないに忍しのび込み、それらしき人物が起居していないか調べた。

　使用人の話に聞き耳を立てて庭の離れにいると突つき止とめ、そこで塑そ像ぞうや絵画に囲まれている少年の姿を発見した。少年が作ったと覚しき人間そっくりの仮面もだ。

「これは証拠とならないのか？　離れにいくつも転がっていたぞ」

　離れから持ち出してきた仮面の一つを、ユートは懐ふところから取り出してマルヴェル侯の前に放ほうり投げる。

「同じものがルーイン王太子の手にも渡わたっている。タジェスに化けて、俺たちを殺そうとした男が被かぶっていた仮面だ」

「な……!?」

　マルヴェル侯こうの顔に広がった驚きは、噓うそ偽いつわりのないものだった。

「襲おそった？　そんなはずは……王太子の手の者が到とう着ちやくする前に、屋敷から離れるように指示を出しておいたはずだ！」

「だが、そいつは屋敷に残っていた。タジェスの顔で俺を油断させて殺すつもりだったようだが、返り討うちにあって王太子の手に落ちた。頑がんとして口を割ろうとはしなかったが……お前の名は、タジェスの手紙に書き記してあったんだ。タジェスがお前の部下の顔を知っていたのが運うんの尽つきだったな」

　冷厳とした口調で告げるユートの前で、マルヴェル侯は身体からだを支える力を失ったかのようにがくりと膝ひざを折る。

　ユートはマルヴェル侯に歩み寄り、身を屈かがめて問いの声を放った。

「もう言い逃のがれはできまい……タジェスはどこにいる？」

　のろのろと顔を上げたマルヴェル侯の顔には憎にく々にくしげな表情があったが、訝いぶかしさを押し隠すような光が瞳の奥にのぞいていた。

「……タジェス王子だと？」

「あの屋敷にいなかったということは、他ほかの場所に移動させたのだろう？」

　どこへ移した、と言葉を荒らげるユートに、マルヴェル侯はどこか呆ぼう然ぜんとした調子を漂ただよわせた声で応える。

「馬ば鹿かな……ジェイスが捕とらえられたのなら、タジェス王子もあの屋敷にいたはずだ。移動を命じたのは、王子の替かえ玉だまとして用意したあの男なのだから……」

「どういうことだ……？」

　ユートの呟つぶやきに、マルヴェル侯は答えなかった。

　答える意志ではなく言葉を持たないのだと理解するのと同時に、ユートの顔からは見る見る色が失われていった。







（ここは……？）

　低く呻うめいて瞼まぶたを開けると、タジェスの目に見覚えのない天てん井じようが入ってきた。

　霞かすみがかったような頭で、自分の身に起きたことをふり返る。

（私は……確か、薬を盛られて王宮から連れ出され……監禁されていた……？）

　頭の芯しんがずきずきと痛み、身体も泥どろに塗ぬり込められたようにずっしりと重い。指一本動かすのも億おつ劫くうで、タジェスはまた薬を使われたのだろうかと考える。

　身体に伝わる寝しん台だいの感かん触しよくは柔やわらかく、以前の監禁場所よりは待たい遇ぐうが上のようだった。

（場所を移されたのか……念のために手紙を隠しておいて正解だったな。ユートがあの手紙を見つけてくれればいいが。だが、あれを見たら……怒おこるだろうな）

『こんなくだらん言葉を書いている場合か！　自分の置かれている状じよう況きようがわかっているのか、あいつは！』

　最後に書かき添そえた一言に、ユートが顔を真っ赤にして怒っている姿が頭あたまに浮うかんで、思わずタジェスは唇くちびるを緩ゆるませる。

（もうずいぶん、君の怒ど鳴なり声を聞いていない気がするよ。笑え顔がおより先に思い出すのが怒った顔というのもなんだけど……でも、少しは元気が出ただろうか？　君のことだから、またあれこれ思い悩なやんで暗い顔をしていたんじゃないかい？）

　自分でもよけいと思える一言を、書き足さずにはいられなかったのは沈しずんだ表情のユートがふと心に浮かんだためだった。

　沈んだ顔をしているよりは、怒っていてくれたほうがいい。笑顔であればなお──だが今の状況で、ユートに笑顔を取り戻もどさせるほどの言葉はタジェスには思いつかなかった。心配しないで欲ほしい、と書き記したところで心から安心させることはできないだろう。

（それとも、私の思い上がりかな？　君は私の心配などしていないだろうか……？）

　怒った挙げ句、フォーレに帰ってしまうかもしれない。第一、ユートが自分を助けるために動いているという保証からしてない。

（いや……）

　ちらりと脳のう裏りをよぎった考えを、タジェスは内心で否定した。

　ユートという人間を自分はよく知っている。彼の性格からして行方ゆくえ不明になった自分を放り出して、フォーレに帰ってしまうなどということはあり得ない。

　必ず心配して、あらゆる手を尽くして見つけ出そうとしてくれるはずだ。

『うるさい、よけいなお世話だ！』

『べたべたくっつくな、うっとうしい！』

　口では邪じや険けんに扱あつかいながらも、タジェスが側にいることをごく自然に認め、揺ゆるぎない信しん頼らいを寄せてくれたユート。

　彼が自分を見捨ててニーザベイムを立ち去るなど、とても考えられなかった。

「く……」

　力を込めて、タジェスは寝台に投げ出した右手を持ち上げる。

　指先にはまだ力が入らなかったが、拘こう束そくされている様子もなく自由に動かすことができる。持ち上げた右手を胸の上に置いて、タジェスは深く息を洩もらした。

「おや、お目覚めでしたか？」

　同時に低く豊かな男声が耳に入り、タジェスは思わず身を硬かたくした。

　反射的に声の方向に向けた目に、仕立てのよい衣服を身につけた男性の姿が映る。その姿を認めた瞬しゆん間かん、琥こ珀はく色いろの瞳にあからさまな警けい戒かいの色が浮かんだ。

　黒くろ髪かみの男性──エーデバルツはゆったりとした歩調で寝台に歩み寄ってくる。

「移動が長かったので薬を使わせてもらいましたが、ご気分は？　できるだけ副作用の少ないものを選ばせていただきましたが」

「この状況で最高の気分だと答えられるようなら、そいつは只ただ者ものじゃないな」

　ぎこちなく口を動かし、タジェスはたっぷりと皮肉をまぶした言葉を返す。

　頭も身体もまだ重かったが、身動きもできないほどの倦けん怠たい感はすでに遠ざかっていた。見えないように左手を動かし、力が戻っているのを確かめながらタジェスは続ける。

「目が覚めて最初に目にするのが男の顔ではね──それも、まったく会いたいと思っていなかった相手の顔では」

「おや、美女のお出で迎むかえのほうがよろしかったのですか？　それは失礼いたしました」

　かけらも心のこもらぬ言葉を投げ返し、エーデバルツは微び笑しようする。

「ですが、お元気なようでなによりです。それだけ口がまわるのでしたら、そろそろ起き上がってもよろしいのでは？　ああ、あまり急激に動くのはお勧すすめできませんが……特に立ち回りなどはもってのほかです。怪我をしてしまいますからね」

　エーデバルツの声の響ひびきに不ふ吉きつなものを感じて、タジェスは視線をわずかにずらす。

　同時に寝台のすぐ脇わきで身構えている有ゆう翼よくの獅し子しが目に入り、タジェスは内心で冷や汗あせを流しながら握にぎりしめていた左手を開いた。

「そのようなことでお怪我をさせるのは本意ではありませんので、くれぐれも行動にはお気を付けください。身体が本調子ではないのに、無理をすることもありませんでしょう？」

「私の身体を気き遣づかう必要などないんじゃないのか？」

　ゆっくりと慎しん重ちような動作で身を起こしながら、タジェスは冷れい笑しようを浮かべる。

「どのみち、用済みになれば私は処分されるのだろう？　なぜ生かされているのか知らないが──偽にせ者ものに私を演じさせて、兄上の暗殺でも謀はかったか？　そう上手うまくはいかないだろうが……兄上の側には手て練だれの護衛がついているからな」

「まぁ、成功したとは私も聞いておりませんね。ですが私には関係のないことでして──最初から、私の目的は別にありましたので」

　無言で眉まゆを寄せるタジェスに、エーデバルツは扉とびらを指し示してみせる。

「起き上がれるのでしたら、どうぞこちらへ。それとも、もうしばらく休まれてからになさいますか？」

「その獅子に見張られながらかい？　とても落ち着いて休めそうにないが」

　言い返しながら、タジェスはゆっくりとした動作で寝台から下りる。

　タジェスが動いても獅子が襲いかかってくる気配はなかったが、牙きばや爪つめが届く位置から離はなれようとすることもなかった。さりげなく目でうかがったが、エーデバルツからも隙すきらしい隙は感じ取れない。

　ここは抵てい抗こうするよりも情報収集に努めるべきだと判断して、タジェスは手足にしっかり力が入ることを確かく認にんしながら立ち上がる。

　エーデバルツについて廊ろう下かに出ると、かなり古びた建物の中であることがわかった。

　壁かべや天井はしっかりしているが、窓に硝子ガラスは入っておらず素す通どおしになっている。床ゆかの石材もあちこちが歪ゆがんで浮き上がり、壁に作り付けられた燭しよく台だいにも錆さびが浮いている。

　窓から吹ふき込んでくるのは、わずかな湿しめり気けと緑の匂においを含ふくんだ涼すずやかな風だ。

　外に広がる森の色を見て取って、タジェスはここがディエから遠く離れた場所であることに気づく。

「こんなところまで私を連れてきてどうするつもりだ？　お前の目的というのはいったい……ニーザベイムでなにをしようとしている？」

「そのお答えでしたら、じきに」

　エーデバルツは肩かた越ごしに笑みを含んだ視線と声とを投げる。

　タジェスは思わずエーデバルツに詰つめ寄りかけたが、すぐ後ろをぴったりと貼はり付くように歩いている獅子の存在が実行を許さなかった。

　寸前で自制し、苛いら立だったような瞳ひとみを向けるタジェスにエーデバルツは微笑を深める。

「ただ、これだけは……ニーザベイムという国そのものには用はなかったとだけ、申し上げておきましょうか。王宮に出入りする伝つ手てを得るため、この国の貴族の方々に力をお貸ししましたが、この国の政情がどうなろうと興味はないのですよ」

「国を混乱させるような策略に力を貸しておいて、か？」

「それを望む方々がいたから、混乱も生じたのでしょう？　私がしたことはただのきっかけに過ぎません──燻いぶっていた火種に枯かれ葉はが落ちた程度のこと」

　どうだかな、とタジェスは口には出さずに呟く。藁わら束たばに油まで投じるようなことを、この男なら平然とやってのけるだろう。

　不信の目を向けるタジェスに苦笑を返し、エーデバルツは視線を進む方向に戻した。

「私が求めているものの価値を思えば、その程度はどうということでもありません。持ち主を見つけるのに苦く労ろういたしましたが……非常に用心深い方で、結局あちらから接せつ触しよくしてくるのを待つことしかできませんでしたからね。それだけ慎重に立ち回っていたからこそ、これまで誰だれにも気づかれることなく魔ま術じゆつの研究を続けてこられたのでしょうが」

「……魔術の研究だって？」

　知らず言葉を口にしていた、タジェスの表情が強張る。

　ユートと初めて会った時に起こった事件──その首しゆ謀ぼう者しやであったヘイザン卿きようが所有していた〈戦せん機き〉のことを思い出したためだった。〈戦機〉を暴走させて、ヘイザンもろともタジェスたちを抹まつ殺さつしようとしたレイドという名の研究者は、いまだに行方不明になっている。

（まさか……あの男が誰かの庇ひ護ごを得て魔術の研究を続けていた？　いや、あるいは最初から──ヘイザンのもとに彼を送り込んだのも、その人物だったとしたら）

「それは、いったい誰だ？」

　硬い声を投げたタジェスの顔を、エーデバルツは足を止めて見返した。

　いつの間にか目的地に着いていたのだということを、タジェスは彼の表情と目の前の扉から理解する。

　扉に手を伸のばそうとするエーデバルツに、タジェスは重ねて問いかけた。

「いったい誰なんだ？　このニーザベイムで魔術の研究を行っているというのは……」

「お答えするより、じかに会っていただいたほうが早いかと」

　エーデバルツは瞳に笑みを宿して、真新しい木の扉の向こうを指し示してみせる。

　彼の言葉の意味を察して、タジェスは声を吞のみこんだ。琥珀色の瞳が鋭するどい輝かがやきを浮うかべて、閉じられたままの扉へ向けられる。

　わずかにためらったあとで、タジェスは扉の取っ手に手を伸ばす。

　エーデバルツは止めようとはせず、静かに身を引いてタジェスに場所を明け渡わたした。

「………」

　タジェスは硬い表情のまま、取っ手を摑つかんで部屋の扉を押し開けた。







「どういうことだ？　タジェスがどこにもいないなど……！」

　ディエの王宮で、ユートは椅い子すに崩くずれ落ちるようにがっくりと座り込んで、両手の間に顔を埋うめるようにして言った。

　彼の前に立ったイルが、懸けん命めいに力づけようとユートに言葉をかける。

「見つかっていないということは、まだ無事でいらっしゃるという証しよう拠こですよ。そんなに落ち込まないでください、王子……じゃなかった、ユート様！」

「わざわざ言い直さなくていい！　ここは王宮だ！」

　半分八つ当たりめいたユートの怒ど声せいに、かたわらで腕うで組ぐみをしていたカーマイクルが片眉をわずかに上げる。

　彼の姿は再び眠ねむそうな目をした、若い金きん髪ぱつの男に戻もどっていた。

「カリカリしても始まらねえだろ。ちったあ落ち着けよ、ユート。八つ当たりなんて格かつ好こういいもんじゃないぜ？」

「……っ！」

　意識の片かた隅すみでそれを自覚していたユートは、反射的に返しかけた言葉を吞みこむ。

　顔を赤らめてうつむくユートをカーマイクルは視線を和やわらげて見やり、イルは八つ当たりの対象にされたことも気づかぬように真しん摯しな表情で見つめる。

「すまん……つい」

　呟つぶやくように言ったユートの目が、イルの隣となりにちらりと向けられる。

　カーマイクルの言葉に返しかけた声を吞みこんだのは、ここにはいない誰かの声が耳の奥で聞こえたような気がしたためだった。その人物の姿を探し求めるような視線の意味にカーマイクルが気づくより早く、ユートは唇くちびるを嚙かみしめて足元に視線を落とした。

　マルヴェル侯こうが自身の屋や敷しきで捕とらえられてから、すでに四日が経たっていた。

　屋敷で見つかった仮面が動かぬ証拠となり、さらにタジェスに変装していたジェイスという男が口を割ったことで、マルヴェル侯に協力していた複数の貴族も捕らえられた。

　彼らはタジェスの別べつ邸ていから密書が発見されるよう仕組み、また私兵を極ごく秘ひにオルデンに侵しん入にゆうさせて国境の兵士を呼び寄せるような行動を取らせたらしい。偽者のタジェスに王太子を暗殺させ、彼の背後にオルデンがいると思わせて兵を挙げるのがマルヴェル侯の狙ねらいだった。

（だが──）

　深くうなだれたまま、ユートは瞳を陰かげらせる。

　事件に関かかわった貴族たちの持ち家をすべて調べても、タジェスの姿を発見することはできなかったのだ。

（せっかく、あいつの無実を証明することができたのに……）

　王太子を襲おそったのがタジェスの偽にせ者ものであったことが公表され、さらにジスカールから届いた筆ひつ跡せき鑑かん定ていの結果をユートが王太子に提出したことによって、オルデンとの内通を疑わせる密書そのものが偽ぎ造ぞうされたものであったことも証明された。

　マルヴェル侯の屋敷にいたリュイという名の少年が、仮面の製造だけでなく密書の偽造にも関わっていたらしい。彼の証言はサウリム王太子の筆跡鑑定の結果という物的証拠によって裏付けられ、タジェスにかけられていた内通の容疑も完全に晴らすことができた。

　だが、それを伝えるべきタジェスだけが、いまだに行方ゆくえ不明のままだった。

　これだけ探してもタジェスが見つからないということは、残された可能性はわずかだ。そうあって欲ほしくないと願い、口に出すこともできなかった可能性。

「……こうなると、あのおっさんが連れ去ったと考えるしかねえか」

　ユートの内心を読んだようにカーマイクルが声を発し、ユートはぎくりと一いつ瞬しゆん動きを止めてからのろのろと目を上げた。

　カーマイクルはユートの目を見返し、あえて淡たん々たんとした口調で言葉を紡つむぐ。

「他ほかに考えられねえだろ。あそこからあの王子様を連れ出すことのできた人間なんざ限られてんだから……なんのつもりで連れ去ったのかはわからねえけどよ」

　あんなでかいばっかりの図ずう体たいを苦労して持ち出すなんて、とカーマイクルはうそぶくように付け加える。

　ユートは無言で唇を嚙みしめ、その顔を気き遣づかうように見やってイルが口を開いた。

「でも、あのエーデバルツという人が連れ去ったのだとしたら……どうやって行方をたどればいいんでしょう？　手がかりもないのに……」

「それを考えるには、まずあいつがこの国に来た目的から考えないとな」

　カーマイクルの言葉に、ユートの目の奥で初めてはっきりとした意志の光が動く。

　わずかに眉まゆを寄せて考え込んでから、ユートはカーマイクルに視線を戻して確かく認にんするように言った。

「あの男が以前狙っていたのは、強力な力を持つ古代の遺物──今、この国に奴やつが来る目的があるとすれば……考えられるのは一つしかない」

「……〈遺稿ビブリオ〉か」

　カーマイクルの呟きを、ユートは瞳の表情だけで肯こう定ていした。

　王宮内に持ち込まれたと見られる〈遺稿ビブリオ〉。その在あり処かを調べるためにニーザベイムの高位の貴族に近づき、目的を果たしたことで切り捨てたのだとすればエーデバルツの取った行動にも納なつ得とくがいく。

「だが、〈遺稿ビブリオ〉を手に入れることができたのなら、なぜタジェスを連れ去ったりするんだ？　あの島での報復か……？　それなら俺を狙ったほうがよさそうなものだが……」

「あんたも殺されそうになったじゃねえか。まぁ、向こうもあの程度であんたを殺せるなんて本気で思ってなかったみたいだけどな」

　苦く笑しようを閃ひらめかせてユートに言い返すと、カーマイクルは声に真しん剣けんな色を含ふくませて続ける。

「けど、報復だったらわざわざ連れ去る必要はねえだろ。殺すつもりなら、あの場で片付けていきゃ済む話なんだし……手間かけて連れていったってことは、あいつ自身になんらかの用があったってことだ」

「タジェスに……いったいどんな用が？」

　知らずユートは疑問を口に出し、難しい顔つきでカーマイクルは考え込む。

　二人の話に黙だまって耳みみを傾かたむけていたイルが、ちらちらと両者を目でうかがいながら遠えん慮りよがちに言葉を投げ入れた。

「まだ……目的を完全に果たしたわけじゃないのだとしたらどうでしょう？　〈遺稿ビブリオ〉を手に入れるために、タジェス様の身み柄がらが必要だったとか……」

　いっせいに視線を向けられて、イルは慌あわてた様子でぱたぱたと手を振ふってみせる。

「いえ、ただの思いつきですから！　どうかお気になさらないで……！」

「……いや。タジェスを連れ去った理由が〈遺稿ビブリオ〉がらみというのは、十分考えられる」

　イルに向けた目を鋭く細めながら、ユートは一語一語嚙みしめるような口調で誰にともなく言う。カーマイクルも表情を見る限り、ユートと同意見のようだった。

「〈遺稿ビブリオ〉を手に入れるために……だとしたら、〈遺稿ビブリオ〉の持ち主の要よう請せいか？　交こう換かん条件──いや、信しん頼らいを得るためか？　慎しん重ちように隠かくれ潜ひそんでいた相手だとしたら、そう簡単に〈遺稿ビブリオ〉をエーデバルツの手に渡すこともないはず」

「そういえば、春の一件の〈戦機〉の出所も突つき止められていなかったんですよね」

　何気なくイルが口にした言葉に、ユートの瞳ひとみに宿る表情がさらに険しくなる。

（あの時姿を消したレイドという研究者……それに、彼をヘイザンに引き合わせたラシェンナという侍じ女じよ。あれほど完かん璧ぺきに消息を絶ってしまえるのは、何者かの庇ひ護ごを得ているということ……二人の背後にいるその人物が、〈遺稿ビブリオ〉の所有者であったとしたら）

「春の一件ってのは？」

　首を傾かしげるカーマイクルに、ユートはこの春にディエの王宮で起こった事件のあらましを説明する。〈戦機〉という古代の兵器がニーザベイムに存在していたことを知り、カーマイクルの表情も深刻なものとなった。

「そりゃあ、臭くさいな……魔ま術じゆつの研究に力を貸そうって人間が、〈遺稿ビブリオ〉の存在を見み逃のがすはずもねえだろうし」

「ああ。だが、その人物とタジェスがどう結びつくのか……」

　それこそ春の一件の意い趣しゆ返がえしが目的だとしても、生かしたまま連れていく必要はない。

　ユートは眉を寄せて考え込み、カーマイクルも似たような表情で腕うでを組んで視線をさまよわせた。

「そいつが王宮に出入りできる人間ってことは間ま違ちがいない。それも、かなり上のほうの身分の人間だ……となると、あの王子様と個人的な面識があっても不思議はないな。問題はそいつが誰だれなのかってことで……」

「なにか心当たりはないのか？　調べていたんだろう？」

「本格的に調べようとしてた矢先に、あんたが追っかけ回されているところを見ちまったんだよ。王太子の暗殺騒さわぎのせいで、警備が厳しくてろくに調べ回れなかったし──」

　やや言い訳がましく言葉を並べるカーマイクルから視線を外し、ユートは握にぎった拳こぶしを口元に当てる。

「そうなると、やはり手がかりはもう……」

「……いや」

　悄しよう然ぜんとした顔つきでイルが発しかけた声を、ユートの呟きが遮さえぎった。

　ごく小さくはあったが、きっぱりとした響ひびきを含んだ声にイルとカーマイクルが吸い寄せられるように目を向ける。

　口元に当てた手をわずかに離はなし、空中を睨にらみ据すえるようにしてユートは続ける。

「〈遺稿ビブリオ〉を手に入れるのが、エーデバルツがこのニーザベイムに来た目的なら……あいつの側にいた人間なら、なにか洩もれ聞いていることがあるかもしれない」

「側にいた……って、あいつか！」

　カーマイクルの顔に腑ふに落ちた色が浮うかぶ。ユートが口にしているのが誰のことか、彼にも理解できたのである。

　イルはしばらく考えてから、ぽんと手を打ってユートを見返した。

「マルヴェル侯こうの屋や敷しきで見つかった、あの職人の方ですね？　確か、リュイという名の……」

　ユートは目線でうなずいて、二人を等分に見やった。

「エーデバルツの行方については知らないの一点張りだったが、あの男が話したことを詳くわしく聞き出せば……なにか、手がかりが摑つかめるかもしれない」

「でも、話してくださるでしょうか……？　ずいぶん変わった方みたいですけど」

「変わり者だろうがなんだろうが、話す気になるまで何度だって聞いてやる！　こうなったらあいつの言葉をあてにする他に方法はないんだ！」

　むしろ自分に言い聞かせるように強い口調で断言すると、ユートは座っていた椅い子すから立ち上がる。足早に部屋を出て行く後ろ姿には、並々ならぬ決意が満ちていた。

「あ、王子──！」

　束つかの間まカーマイクルと顔を見合わせてから、イルは彼と肩かたを並べてユートの背中を急ぎ足で追いかけた。
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　客間として貸し与あたえられている離り宮きゆうを出て、ユートは人のあまり来ない一角にある小さな塔とうへと向かった。壁かべの半分以上を蔦つたに覆おおわれた石造りの塔である。

　塔の前には若い兵士が二人立っている。緊きん張ちようした様子はなく、どこか退たい屈くつそうな表情を顔にのぞかせて立つ二人はユートを見ると、慌てたように居住まいを正して一礼した。少女めいた繊せん細さいな容姿から、ユートを女性と思い込んでいるのか一人の顔はうっすらと赤い。

「通してもらってもいいか？」

　ユートが声をかけると、彼らはかしこまった態度で道を空ける。

　フォーレの王子ということは明かされていなかったが、王太子に協力して襲しゆう撃げき事件の真相を解き明かした人物として、ユートには王宮内での行動の自由が保障されていた。

　表向きはあくまでも王太子の客人であるため、一部立ち入りを禁じられている場所はあるが大半の場所へは自由に出入りすることができる。

　ユートは鍵かぎのかけられた扉とびらの前で足を止め、兵士の一人が腰こしに付けた鍵で扉を開ける。

　礼を言って塔の中へ入っていくユートを、兵士は陶とう然ぜんとした顔つきで見送った。そのあとに続くイルとカーマイクルに向ける目はやや不ふ審しんそうだったが、ユートの連れとわかったためかあえて呼び止めることはなかった。

　ユートは無言で足を進め、やがて目の前に現れた扉の前で立ち止まる。

　塔を外周に沿そって半周するような廊ろう下かの先には、二階に続く階段と一階の部屋に通じる扉がある。鉄てつ枠わくのはめられた頑がん丈じような扉を軽く叩たたき、返事を待たずにユートは押し開けた。

　中は塔の半分の広さのある半月形の部屋である。

　小さく切られた窓から差し込む光は、部屋全体を照らすには少し足りなかった。

　寝しん台だいと簡素な机と椅子だけが置かれた部屋はどこか薄うす暗ぐらく、しかし部屋の主は光量の不足など気にも留めない様子で机に向かって筆を走らせていた。

　床ゆかには何枚も、木筆で描えがかれた精せい緻ちな人物や風景の絵が散らばっている。

「……捕つかまってるって自覚ねえのか、こいつ？」

　ちらりと床の絵を見やってカーマイクルは口を開く。上手ですねぇ、と感心したような声をあげるイルを無視して、ユートは肩かた越ごしに言葉を返した。

「食い物よりも紙か陶とう土どをよこせと言い張ったらしい。マルヴェル侯の屋敷で見つけた時も、こんな感じでひたすら絵ばかり描いていた」

「筋金入りだな、こりゃ」

　背後でかわされている声にも、栗くり色いろの髪かみをぼさぼさに伸のばした少年はふり返ろうとしない。

「話がある、リュイ！」

　すぐ後ろまで歩み寄っていって、ユートが大声をあげると、リュイと呼ばれた少年はほんの一いつ瞬しゆんだけびくりと手を止めた。

　ぴったり三拍ぱく分制止してから、彼は再び木筆を動かし始める。

　ユートが苛いら立だったように眉まゆを上げてリュイの肩を摑み、再び大声を張り上げようとしたところで彼はふり返りもせずに言葉を放った。

「邪じや魔まをするな、驚おどろかすな、勝手に入るな」

　それだけ言って素そ描びように没ぼつ頭とうしようとするリュイを、ユートは肩を摑む手に力を込めて強ごう引いんにふり向かせた。

　手を振ふり払はらおうとするリュイの顔をのぞき込み、語調を強めてユートは言う。

「話を聞かせてくれ。エーデバルツのことを……あいつがこの国で、なにをしようとしていたのか。誰に会って、なにを手に入れようとしていたのか。覚えていることがあったらなんでもいい、教えて欲ほしいんだ！」

「………」

　動きを止めたまま、リュイはまじまじとユートの顔を見つめ返す。

　伸び放題の前まえ髪がみの下からのぞくのは、意外に澄すんだ露つゆ草くさ色いろの瞳だった。凝ぎよう視しに耐たえられなくなったようにユートが口を開こうとした時、彼は手を伸ばしてユートの頰ほおに触ふれた。

「……っ!?」

　思わず身を引きそうになったユートの耳に、どこか陶然としたリュイの声が届いた。

「やっぱり……この顔だ。あのジジイの屋敷で見たのは見み間ま違ちがいじゃなかったか……俺の理想通りの造形だ。こんな顔が本当にこの世にあったなんて……」

「……はぁ？」

　思わず気の抜ぬけた声をユートは洩らしたが、リュイには聞こえていないようだった。

「この造形を俺の手で完かん璧ぺきに再現することができれば、最高の作品を生み出すことができる。頰から顎あごにかけての絶ぜつ妙みようの曲線を生かすなら塑そ像ぞうか……唇くちびるのほのかな色や宝石のような瞳ひとみの輝かがやきを再現するなら絵画のほうがふさわしいか」

「お……おい!?」

　熱に浮かされたような口調で呟つぶやくリュイに、やや腰の引けた様子でユートが声を返す。

　カーマイクルはふと床に落ちている紙の一枚に目を留め、身を屈かがめて拾い上げた。

　そこには角度を変えて描かれた、いくつものユートの姿があった。

　にやりと笑ってカーマイクルが掲かかげてみせた絵を見て、ユートはマルヴェル侯の屋敷で発見した時から、リュイがいやに熱心に自分の顔を見つめていたことを思い出す。

「そんなことより、話を……！」

「黙だまっててくれ、気が散る！　一刻も早くこの美を形にしなくては……！」

　顔を赤くして喚わめくユートの声も取り合わず、リュイは机の上に新しい紙を広げようとする。

　ユートは再び力任せにリュイをふり向かせようとしかけたが、ここで彼の機き嫌げんを損そこねてしまっては手がかりを摑むことができないと思い直す。

　怒ど声せいをあげたい気持ちをぐっとこらえ、ユートは低く抑おさえた声こわ音ねで語りかけた。

「頼たのむ、エーデバルツから聞いたことを教えてくれ。奴やつがお前をニーザベイムに連れてきたんだろう？　なにが目的か知っているんじゃないのか？」

　リュイは答えず、広げた紙に向かって一心不乱に木筆を走らせている。

　少し後ろで二人のやりとりを見守っていたイルは、やっぱりというように眉を下げる。彼の横に立ったカーマイクルも肩をすくめてユートを見やり、ユートは二人の視線にも気づかずにリュイの肩から離はなした手を、きつく握にぎり締しめてふるふると震ふるわせた。

（今は一刻も早く、タジェスの居所を突つき止めたいというのに──！）

「お──ユート様」

　心配そうな声をイルが投げるのと同時に、ユートはうつむいていた顔を上げた。

　彼の目が完全に据すわっていることに気づいてイルは焦あせった表情となるが、リュイに向かってユートが発したのは低く押し殺したような声だった。

「俺の姿がそんなに気に入ったというなら──」

　声にのぞいた断固とした響ひびきに、リュイは思わずといったように木筆を走らせる手を止めて顔を上げる。

　机の上に手をつき、ユートは鋭するどく光る目でリュイの顔を見返して言った。

「好きなだけ絵でもなんでも描かせてやる！　像を造りたいのだったらそれでもかまわん──気が済むまでモデルを務めてやる！　だから知っていることがあったら教えてくれないか!?　些さ細さいなことでもいい、今はどんな小さな手がかりでも欲しいんだ！」

「………」

　しばらく呆ぼう然ぜんと動きを止めてから、リュイは確かめるように呟く。

「……本当か？」

「え？」

「本当に気が済むまで付き合ってくれるのか？　お前の姿形を、作品に仕上げるのに協力してくれるというのか？」

「あ、ああ……今すぐは無理だが、時間が取れるようになったら必ず。約束する」

　食い入るようにユートを見上げて問うリュイに、やや気け圧おされながらもユートは真しん剣けんな表情でうなずく。

　リュイはその条件にいささか不満そうな様子を見せたが、最終的にはユートの言葉を信じることに決めたらしく納なつ得とくした顔で向き直った。

「わかった──だが絶対だぞ？」

　念を押すように言ってから、リュイはわずかばかり考え込むような仕草を見せて「で、俺に聞きたいことというのは？」と問い返す。

　ユートの顔に疲ひ労ろうの色がのぞいたが、彼は根気よく先さき程ほどから口にしていた質問をくり返す。

「ニーザベイムに来てから──来る前でもかまわない、エーデバルツからなにか聞いたことはなかったか？　奴とはずっと一いつ緒しよに行動していたのだろう？」

「この国に来るまではな」

　手にしていた木筆を机に置いて、リュイはそっけなく答える。

「そのあとはずっと別行動だ。あいつは勝手にあちこち歩き回っていたし、俺はあいつに連れられていった貴族の屋や敷しきで頼まれたものを作っていた。きちんと仕事さえ果たせば、あとは絵でも像でも好きに作らせてくれたからな。放っておかれても特に文句はなかったが」

「それでも、顔を合わせる機会くらいはあったはずだ。なにか話していたことはなかったか？　あいつがこの国に来た目的や、どうやってそれを果たすつもりだったか……あいつの口から、人や場所の名前が出たことはなかったか？」

　問いを重ねるユートに、リュイは少しためらうような沈ちん黙もくを返したあとで、ぽつりぽつりと呟くような口調で答えた。

「エーデバルツは俺にはほとんどなにも話さなかった。この国に来たのも、〈遺稿ビブリオ〉とかいう品物を手に入れるのに俺の腕うでが必要だと言っただけで……それがどんなものか、結局教えてはもらえなかった。どうやって手に入れるつもりなのかも」

　リュイの口から出た決定的な言葉に、ユートは無言で瞳を鋭く光らせる。

「まぁ、俺は自分の作品を作ることさえできれば、どこへ連れて行かれようとかまわなかったからな。あいつには一応、拾ってもらった恩もあったし」

　ニーザベイムの南にあるグィラムという国で、困こん窮きゆうした親に捨てられて死にかけているところを救われたのだとリュイは語る。住居と食事を与あたえられ、長じてからは教育も──頭に思い描いたものを、無から生み出す不思議な技術も与えられた。

「俺は嫌きらいだったがな、あんな技わざ……作り上げられるのは形だけで、気持ちもなにも入っちゃいない。そんなものは間ま違ちがっても俺の作品だなんて言えない」

　リュイは自分の両の手のひらを開いて、ユートに見せる。

　そこにはエーデバルツが魔ま術じゆつを用いる際に現れるのとよく似た紋もん様ようが、黒々とした線で彫ほり込まれていた。

「あいつは絶賛していたけどな。エーデバルツと最後に会った日──お前があのジジイの屋敷に現れる前の日も、久しぶりに顔を見せたと思ったらやたら俺の腕を誉ほめちぎっていた。おかげで、用心深い魚が隠かくれ家がから顔を出したとかなんとか……」

「用心深い魚？」

　思わず聞き返すユートに、リュイはうなずきを返す。

「意味はわからないが……あの日はエーデバルツも妙みように浮うかれた様子で、いつも以上に口数も多かった気がする」

「……他ほかにはなにを？」

「ほとんど聞き流していたから、あんまりよく覚えていない。どうでもいいようなことばかり話していたと思うが……ああ」

　なにか思い出したように、リュイの言葉が途と切ぎれる。

　息を詰つめて見守るユートの前で、わずかに首を傾かしげてリュイは続けた。

「そういえば、なにかの花のような匂においがしてた。あいつの身体からだから──ほんのかすかな残のこり香がだったが、入ってきた瞬しゆん間かんふわっと香かおったのを覚えている。香こう水すいなんかじゃなくて生の……そう、間違いなくあれは薔薇ばらの香りだった」







　どこかで嗅かいだことがあるような芳ほう香こうが鼻先をかすめ、廊ろう下かを歩んでいたエーデバルツは足を止めた。

　視線の先には、白い数本の薔薇を手に近づいてくる女性の姿がある。

　薄うす茶ちや色いろの髪かみを丁てい寧ねいに結ゆい上げ、地味だが上質な衣服を身につけた女性はエーデバルツの姿を認めると、完璧な儀ぎ礼れいですっと一礼した。

　通り過ぎていこうとする女性の背中に、エーデバルツは笑え顔がおで言葉をかける。

「見事な薔薇ですね。こちらでも根付くのですか？」

　一いつ瞬しゆんの間をおいて、女性は肩かた越ごしに声を投げ返した。

「温度を管理できる部屋の中でしたら。まだ試験段階ですが、花がつきましたので主の無ぶ聊りようを少しでもお慰なぐさめしようと思ってお持ちしました」

「それは、お喜びになるでしょうね」

　女性の言葉にはひとかけらの愛あい想そもなかったが、エーデバルツの顔に浮かんだ笑みが消えることはなかった。

「大変お気に入りのご様子でしたし。さすが、侍じ女じよの鑑かがみですね」

　投げられた声に嬉うれしそうな様子を見せることもなく、女性は儀礼的な一礼を返すとエーデバルツに背を向けて歩み去っていった。







「薔薇……？」

「ああ。品種まではわからないが……一日中同じ部屋の中にいるから、嗅ぎ慣れない匂いがすればすぐにわかる」

　鼻には自信もあるしな、とリュイは顎あごを反らして付け加える。

　ユートは他に覚えていることはないかリュイに尋たずね、それで全部だという返事を受け取ると難しい顔つきで黙だまり込んだ。

　期待していた割に、得られた手がかりはあまりにも少なかったのである。

（さすがに、そこまで不用心ではなかったということか。マルヴェル侯こうを切り捨てるのなら、リュイがこちらの手に落ちるのも計算済みだろうし……）

　机についた手に視線を落として、ユートは内心で苦々しい呟つぶやきを発する。

（わかったのは薔薇の花の香りのことだけか……どこで付いたものだ？　〈遺稿ビブリオ〉の所有者を探さぐっていたのなら、王宮の中で付けてきたものだろうが……）

「薔薇ねえ……王宮じゃ、どこに咲さいてても不思議はねえだろうし」

　カーマイクルが軽くおとがいを搔かきながら呟き、ユートは表情を曇くもらせる。

　花の盛りの季節は過ぎたが、王宮の至るところで夏なつ咲ざきの花が咲いているのだ。あちこちの部屋に切り花も飾かざられている。

「でも……変ですよ？」

　口を挟はさんだのは、黙って話に耳みみを傾かたむけていたイルだった。

「ニーザベイムの気候では、この時期に薔薇は咲かないはずです。もっと早い時期に咲いて、今時分は散ってしまっているはず……王宮の庭で、薔薇の花が咲いているのを見かけたことは一度もありませんでしたし」

「……本当か!?」

　ユートの声に、イルは真面目まじめな顔で何度もうなずく。

　考え込むような表情で沈黙するユートの横で、カーマイクルは疑わしげな視線と声をリュイに向けた。

「勘かん違ちがいだったってことはねえか？　薔薇によく似た種類の花だってあるだろう？　でなきゃ香水の匂いだったとか……」

「鼻には自信があると言ったはずだ！　香水の匂いと天然の花の匂いを間ま違ちがえたりするか！」

　リュイはむっとした様子で、カーマイクルの言葉に異を唱えた。

「これまで嗅いだことのない種類だったが、薔薇の花だってことも間違いない！　芸術家の感性を甘く見るなよ！」

　彼の剣けん幕まくにカーマイクルが目を丸くするのと同時に、ユートがはっと気づいたような表情となった。

　カーマイクルを睨にらんでいるリュイの腕を摑つかみ、慎しん重ちような口ぶりで確かく認にんする。

「同じ種類の薔薇なら……今でも、匂いで判別することができるか？」

「あ、ああ……」

　戸と惑まどった声を返すリュイに、ユートは初めて笑顔を見せた。

「そうか！　それなら──」

　ユートは「また来る！」とリュイに言い残して部屋を出ると、あとに続くイルとカーマイクルを置き去りにせんばかりの勢いで塔とうを出ていく。

「王子？　なにかわかったので……!?」

「この時期に、薔薇の咲いている場所が王宮内にあるとしたら、庭師がそれを知らないはずはない！　特とく殊しゆな品種か、なにか特別な方法でこの時期に咲かせているものだろう！」

　残り香がつくほど匂いのきつい品種ともなれば、なおさら記き憶おくに残っているはずだ。
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　ユートは庭で作業をしていた庭師の一人を呼び止め、責任者の居場所を確認するとその足で作業小屋へと向かった。庭師を束ねる壮そう年ねんの頭かしらから、王宮内で今の時期に咲いている薔薇の花がないか聞き出す。

　頭は首を傾げながらも、数種類の薔薇が栽さい培ばいされていると答えた。

　香りの弱いものを除外していって、最後に残ったのは奥の棟むねの外れで栽培されているスィベルという品種の薔薇だった。

　夏咲きの品種で、離り宮きゆうの前庭の一区画がその薔薇のためにまるまる費ついやされているらしい。

「その離宮は誰だれが使っている!?」

　勢い込んでユートは尋ね、庭師の頭はやや戸惑ったように目をしばたたかせて答える。

　彼が口にした耳慣れぬ名を、ユートは硬かたく張りつめた表情で聞いた。

「それは──」

　庭師の頭から聞き出した離宮の主の名前を、ルーイン王太子に伝えるためにユートはすぐに執しつ務む室のある本宮へと向かった。

　幸いさほど待たされることなく、王太子のもとまで侍じ従じゆうに案内される。

　マルヴェル侯の事件の後処理に忙ぼう殺さつされているルーイン王太子だったが、タジェスの行方ゆくえに関して重要な話があると言われては、多少無理をしてでも時間を工面しないわけにはいかないようだった。

　怪け我がも治りきっていないのに、十分な休息もなく働き続ける王太子を少しでも休ませようという周囲の思おも惑わくもあったようだ。執務室の隣となりの間は居い心ごこ地ちがいいように整えられ、茶と菓か子しが侍女の手で運ばれてくる。

　しかしそれらに見向きする余よ裕ゆうもなく、ルーイン王太子は愕がく然ぜんとした声をあげた。

「──ヴェスカ叔父おじ上うえが!?」

　ユートも硬い表情のまま、王太子にうなずきを返したのだった。







　目の前に置かれた繊せん細さいな磁器のカップを、タジェスは感情をかけらも洩もらさぬ眼まな差ざしで見下ろした。

　カップからはほのかな湯気と、極ごく上じようの茶葉の香りが立ち上っている。

　芳香を放つ茶に手を付けようともせぬまま、タジェスは木目も美しい小しよう卓たくをはさんで向かい合う相手に視線を戻もどした。

　そこに座るのは淡あわい金きん髪ぱつを無造作に整えた男性だった。冷たく整った容よう貌ぼうは三十代後半──しかし病的なまでの肌はだの白さと浮うき世よ離ばなれした雰ふん囲い気きが年ねん齢れいを感じさせない。鮮あざやかな朱しゆ色いろの瞳ひとみには老人めいた落ち着きと、鋭するどさを隠かくさない若さが同時に宿っていた。

　タジェスの視線を受け止めて、男性はほんのかすかな笑みを瞳の奥に閃ひらめかせる。

「私の侍女が淹れた茶に毒などは入っておらぬよ。他の茶葉ならばともかく、これは私の気に入りだ──せっかくの茶を台無しにするような無ぶ粋すいな真似まねはせぬ」

「でしたらなおさら、手を付けるのは失礼にあたるでしょう。味も香かおりも楽しめないのにいただくのでは茶が気の毒だ」

　微び笑しようともつかない茫ぼう洋ようとした表情を口元に漂ただよわせたまま、タジェスは淡たん々たんと返す。

「とっておきの茶でもてなしていただく理由もわかりませんしね。それこそ毒でも盛られるのなら納なつ得とくがいくのですが──ヴェスカ叔父上」

　皮肉というほどの強さもなく、単に事実を指し摘てきするだけにしてはもってまわったタジェスの言い回しに、ヴェスカ・リオール・ザイン・エル・スタインフェードは瞳にのぞく苦く笑しようを濃こくする。親子ほどにも歳が離はなれているが、彼はニーザベイムの国王の末の弟である。

　タジェスがエーデバルツに連れてこられたのは、ヴェスカの領地にある古城だった。

　ニーザベイムの北の外れの森の中に建つ、石造りの堅けん牢ろうな城だ。かなり長いこと放置されていたらしく建物のあちこちが傷いたんでいたが、ヴェスカの部屋を中心とした一角だけは人が生活できるように手を入れてあった。

　毛足の長い織物の敷かれた室内を、タジェスは横目に見やる。部屋に置かれた調度類も、王宮のものと比べても遜そん色しよくがない品質のものばかりだ。

　やや皮肉げに唇くちびるを歪ゆがませて、タジェスは意識と視線を向かい合って座る男性に戻した。

「このようなところまで私を連れてきて、なにをお望みです？　まさか茶の相手が欲ほしかったわけでもありますまい。話し相手なら、その男にでも命じればいくらでも喜んでお相手つかまつるでしょう」

　タジェスがちらりと見た先には、少し離れた場所に立つエーデバルツの姿がある。

「まさか叔父上が、その男と裏で接せつ触しよくしていたなどとは思いませんでしたけどね……ましてや長年、古代の魔ま術じゆつの研究を続けていたなどとは。春に事件を起こしたヘイザンが、〈戦機〉を手にしたのも叔父上の差し金でしたか……その侍じ女じよを使ってヘイザンを誘ゆう導どうし、事件を起こすように仕向けたのですか？」

「お前の立ち回りのおかげで、あっけなく失敗してしまったがな」

　湯気の立つカップに口を付けて、ヴェスカは耳に残る独特の質感のある声で言った。

　優ゆう雅がな手つきで音一つ立てずにカップを受け皿に戻し、地に消える寸前の太陽のような色の瞳をタジェスに向ける。

　側には薄うす茶ちや色いろの髪かみを結ゆい上げた侍女ラシェンナの姿があったが、彼女はタジェスの声と視線にも表情を変えることはしなかった。

「ヘイザンをそそのかして王太子を暗殺させ、〈戦せん機き〉の存在を国内に示して主戦派の貴族を焚たきつける予定だったが──お前とフォーレの王子によって阻そ止しされてしまった。あの王子の持つ精せい霊れい剣けんの威い力りよくを確かめることができたのは収しゆう穫かくといってよかったが」

〈戦機〉では歯も立たぬことがはっきりしたからな、とヴェスカは淡々と付け加える。

　タジェスは感情を奥底に沈しずめた瞳でヴェスカを見返し、やがてかすかな鋭さを声に閃かせて言った。

「それで、さらなる力を持つ遺物を──〈遺稿ビブリオ〉を手に入れたというわけですか」

　ヴェスカが〈遺稿ビブリオ〉という名の遺物を所有していることは、三日前、初めて引き合わされた際に彼の口から聞かされていた。長らく魔術の研究を続けてきたことも、エーデバルツが彼に接触するためにニーザベイムを訪おとずれたこともである。

〈遺稿ビブリオ〉の所有者を探さぐり出すためにエーデバルツはニーザベイムの貴族に近づき、彼がマルヴェル侯らに提供した品が魔術でしか作り出せないものだと知ったヴェスカは、ラシェンナを通じて彼と接触を図ったのだった。

「そうだ。ただ〈遺稿ビブリオ〉を扱あつかうには、私の下で働く研究者ではいささか力が不足していたが。足りない知識と技術を補うために、その男を必要としたのだ」

　ヴェスカの言葉に応こたえるように、エーデバルツは手にしたカップを軽く掲かかげてみせるような仕草をする。

　彼の姿を目の端はしに留め、タジェスはヴェスカに抑よく揚ようのない声を投げやった。

「魔術の力で他国を侵しん略りやくするのが、叔父上の望みですか？　そのような力で国を広げたところで、誰も我が国の功績と認めたりはしないでしょうに……それをもたらしたあなたを評価する者とてないでしょう。そんなものは、しょせん借り物の力に過ぎない」

　口にした言葉に導かれるように、だからこそユートは〈イリュウス〉の力を使うのに消極的なのではないかという思いがタジェスの胸をよぎる。

〈イリュウス〉──イルを道具として扱うことに抵てい抗こうがあるのが最大の理由だろうが、自分自身のものではない力に頼たよりきりになりたくないという、彼らしい潔けつ癖ぺきさも手伝ってのことなのかもしれない。

（まったく……君はとことん律りち儀ぎな性格をしているから）

「誰に認められたいとも思ってはおらぬ。ただこの国を──獅し子しの治めるニーザベイムを大陸一の強国にしたいと願っているだけだ」

　ごく淡い微笑を口元にのぞかせてヴェスカは告げ、かすれた響ひびきを持つ声に執しゆう着ちやくめいた色を感じてタジェスは物思いから覚める。

「魔術の力などがなくとも、ニーザベイムには十分他国を圧あつ倒とうするだけの力が備わっている。それを揮ふるう機会が失われているだけで……私はただ、この国の者たちの目を覚まさせてやりたいだけなのだ」

〈遺稿ビブリオ〉は彼らの背を押すための、道具に過ぎないとヴェスカは語る。

「この国には戦いくさを望む者たちがいまだ多くいる。私がしようとしているのは、彼らの声に力を与あたえること──その声が国中に広がれば、戦に向かって動き出すこの国を止めることは誰だれにもできぬだろう。たとえ王太子であろうとも」

　埋うもれた熾おき火びのような熱を秘ひめた声で告げるヴェスカに、タジェスは苦さを隠せない口調で言い返した。

「〈遺稿ビブリオ〉の力を誇こ示じして戦を起こそうというのですか？　ただ、ニーザベイムの力を示すという目的のためだけに……」

　ヴェスカは口元に浮うかべた笑えみを消すことなく、幼子を見守るような眼差しをタジェスへと向ける。答えのわかりきった問いに肯こう定ていも否定も返す必要はないと言いたげに、反応を見せぬまま彼は言葉を口にした。

「戦になれば、お前の知ち恵えや卓たつ見けんが生かされる場面も出てくるだろう」

「……！」

「お前の能力は他の王子たちと比べても格段に高い。その力を存分に揮ってみたくはないか？　ニーザベイムを勝利へと導くために──そうすれば、お前の能力は誰もが認めるところとなるはずだ」

　タジェスはわずかに唇を動かしたが、声にはならなかった。

　表情を凍こおりつかせたタジェスの顔を見返し、ヴェスカはどこまでも穏おだやかな声こわ音ねで告げる。

「それに、王太子の命を守れるか否いなかもお前にかかっている」

「……どういう、ことですか？」

「国中の意見が戦に傾かたむいてなお頑がん迷めいに抵抗を続ければ、王太子を疎うとましく思う者たちも現れることだろう。いずれは邪じや魔ま者ものとして命を狙ねらわれることになる──王宮で孤こ立りつし、今ほどの影えい響きよう力を持たぬようになった王太子を暗殺するのはさほど難しいことではなかろう」

　ヴェスカの語る状じよう況きようを想像して、タジェスの顔色が目に見えて悪くなる。

「王太子を救うためには、お前が彼を説得するより他にあるまい。〈戦機〉の力をお前も目にしたのだろう？　あれ以上の力を人が手にして、いくらでも勝利が得られると思ってなお戦を望まずにいられると思うか？」

　ヴェスカの言葉に、タジェスは声を詰つまらせたまま反論することができなかった。

　人の醜みにくさ、汚きたなさというものをタジェスは熟知している。力を手に入れた人間が、どれほどの欲よくに駆かられるのかも──肥大した欲よく望ぼうを叶かなえるため、時として暴挙と言ってもいい行動に出ることも。

　ヴェスカはタジェスを見やる目に、初めてはっきりと笑みをのぞかせて言った。

「お前の力を、私は高く評価している。このニーザベイムを真の強国として君臨させるために、私に力を貸してはもらえぬだろうか？　お前が協力してくれるのなら、犠ぎ牲せいは最小限におさえられるはずだ──この大陸で最も強く豊かな国を、王太子の手に渡わたしてやりたくはないか？」







　ユートの報しらせを受けて、ルーイン王太子はすぐにヴェスカの離り宮きゆうからスィベルの花を持ってくるように侍じ従じゆうに命じた。

　まもなく届けられた薔薇ばらの花を持って、ユートはリュイが幽ゆう閉へいされている塔とうへ向かう。

　間ま違ちがいなくこの花の匂においだったという答えを得ると、「モデルになってくれる約束は!?」と叫さけぶリュイを塔に残して、ユートは王太子の待つ部屋に駆け戻もどっていった。

「……まさか、叔お父じ上うえがエーデバルツと接触していたとは」

　確かく認にんが取れたというユートの言葉を聞いて、ルーイン王太子は顔を曇くもらせたまま呟つぶやくように言った。

「ですが、間違いありません。庭師の話では王宮以外では栽さい培ばいされていない花のようですし、リオール公の離宮以外で切り花として飾かざられることもないという話でした。エーデバルツが王宮内で接触していたのは、リオール公としか……」

　途と切ぎれるように言葉を切って、ユートは鋭するどく輝かがやく瞳ひとみで王太子の顔を見つめ返す。

「リオール公の周辺を調べてください。エーデバルツと接触を持ったのが彼だとしたら、タジェスを捕とらえたのも彼の指示である可能性が高いはずです！」

　勢い込んで告げるユートに向かって、ルーイン王太子は首を横に振ってみせた。

　訝いぶかしげな表情を顔にのぞかせるユートに、王太子は後こう悔かいするとも口くち惜おしげともつかない響きを声ににじませる。

「ヴェスカ叔父上は、すでに離宮より姿を消していた。もう四日も前に……下働きの者たちは領地に戻ることになったと説明を受けていたようだったが、私のもとへはそのような届け出は出されていない」

「……なんですって!?」

　愕がく然ぜんと声をあげてから、ユートは焦あせったように言葉を継つぐ。

「どこへ行ったのか見当は……ディエの市内に、リオール公の所有する屋や敷しきなどは存在しないのですか？　もしかしたら、そこへ……」

「いや、ディエに叔父上──リオール公の屋敷は存在しないのだ」

　王太子が返した言葉に、ユートは訝いぶかしむような光を瞳にのぞかせる。国王の弟という立場であるからには、屋敷の一つや二つ市内に持っていてもおかしくないと思ったのだ。

　ルーイン王太子は深い褐かつ色しよくの瞳を沈ませて、静かな口調でユートに告げる。

「リオール公は父上の末の弟だが、母親が旅の踊おどり子こであったために王宮ではほとんど存在しないものとして扱われていた。長じてからは、戦で才覚を現して父上にも重用されていたようだが……足を負傷して戦場に立てなくなってからは、離宮に籠こもったまま人とも会わぬ生活を送っていたと聞いている」

　リオール公は北の外れにわずかな領地を与えられており、そこに彼の所有する唯ゆい一いつの屋敷があるのだという。領地の気候は足に悪いため、管理は人に任せて一年のほとんどを与えられた離宮でひっそりと過ごしている。

「正直、どのような人物だったかと問われてもすぐには思い出せないほどだ。戦場での果か敢かんさとは裏腹に、線の細い学がく者しや肌はだの人物だったように思うが……」

　記き憶おくをたぐるように呟いて、ルーイン王太子はユートの顔に視線を戻す。

「今、リオール公の領地に人を送って、本当に彼が領地に戻ったのかどうかを調べさせているところだ。公の使っていた離宮の調査と、ディエを出た公の足取りも……じきに報告が届けられるだろう」

　しかし二日後、早馬で届けられた報せはヴェスカが屋敷に戻っていないというものだった。

　領地の管理を任されている使用人の話によれば、ヴェスカは屋敷には立ち寄ってもいないという。数人の護衛と常に付き従っている侍じ女じよとともに、彼は消息を絶っていたのだ。

　王太子の口からその事実を告げられて、ユートは顔色を失った。

「そんな……！」

「今、リオール公の屋敷を中心に捜そう索さくさせているところだが……公の領地の大半は、人の手の入っていない森林だ。そこに逃にげ込まれれば、見つけ出すのは難しいだろう」

　長期戦の構えでかからないと、とルーイン王太子は渋しぶい表情で呟くように言う。

　ユートは唇くちびるを引き結んで王太子の言葉を聞いていたが、やがて思い切ったように身をひるがえそうとした。

「ユーディルシア王子!?」

「私も捜索に加わります！　黙だまって待っていることなんてできない!!　人手は一人でも多くあったほうがいいでしょう!?」

　ほとんど駆け出すような勢いで部屋を出て行こうとするユートを、ルーイン王太子は慌あわてて制止する。

「待ってくれ、ユーディルシア王子……！」

　摑つかまれた腕うでを反射的に振り切り、ユートはルーイン王太子がわずかに顔をしかめるのに気づいて、はっとしたように足を止めた。

　治りきっていない傷に響ひびいたのだと悟さとって、ユートは顔を赤らめて王太子に謝罪する。

「申し訳ありません！　うっかり……」

「いや、大だい丈じよう夫ぶだ」

　やや弱々しく微笑ほほえんでから、ルーイン王太子はユートを見つめて告げた。

「それより、落ち着いてくれ──気持ちはありがたいが、王子にそこまでしてもらうわけにはいかない」

「ですが……」

「今増ぞう援えんを向かわせている。彼らが成果をあげるのを、王宮で待っていてくれないか？　本来ならその義理もないのだろうが……」

　ルーイン王太子は声を落とすと、懐ふところから取り出した一通の封ふう書しよをユートに手て渡わたす。

　一いつ瞬しゆん戸と惑まどったように封書を見下ろしたユートの目が、裏面に捺おされた封ふう蠟ろうの紋もん章しようを見て取るのと同時に大きく見開かれた。

「これは……！」

　ユートの呟きが聞こえなかったように、ルーイン王太子は低めた声で言葉を続ける。

「タジェスのことを、王子が心から案じてくれているのはわかっている。その気持ちを無む下げに扱あつかおうとは思わない。だから、これは王子の判断に任せる……だが、王子がどのような判断を下したとしても責めるつもりはない」

「ルーイン殿でん下か……」

　初めて頼たよりないものをのぞかせたユートの声に、ルーイン王太子はにっこりと笑えみを深めてみせた。

「王子は十分、タジェスのために力を尽つくしてくれた。タジェスにかけられた冤えん罪ざいを晴らし、彼を連れ去ったのがリオール公である可能性も示し唆さしてくれた。これ以上のことを望もうなどとは思わない。そのようなことを考えてはバチが当たるだろう？」

　冗じよう談だんめかしたルーイン王太子の声が、思いの外タジェスに似ていることにユートは気づく。

　余よ裕ゆうを含ふくんだ、艶つややかな響きのある低声──愛あい嬌きようたっぷりに片目を閉じてみせるタジェスの姿までが頭あたまに浮うかび、ユートはこらえきれないように目を伏ふせる。

　封書を手にしたまま立ち尽くすユートの肩かたを、王太子はぽんと軽く叩たたいた。

「大丈夫、タジェスはまだきっと無事でいるはずだ。危害を加えるつもりなら、最初から連れ去ったりはするまい──死体が見つかったという報告も受けてはいない。我が国の兵を信じて待っていてくれないだろうか。必ず、叔父上の行方ゆくえを突つき止めてみせる」

　ユートはルーイン王太子の顔を見返し、ゆっくりと顔を伏せるようにしてうなずく。

　側に立って彼らのやりとりを見守っていたイルとカーマイクルは、うつむいて唇を震ふるわせるユートの姿を言葉を発することなく見つめる。

　ユートの手にした封書にも、もの問いたげな視線が向けられていた。

　しかし二人はその問いを口に出そうとはせず、ユートも封書について二人に説明することはなかった。ユートの手の中で封書はまるで存在を忘れられたように、皺しわが寄るのもかまわずに強く握にぎりしめられていた。







　　　　７







　与あたえられた客間に戻り、ユートは手にした封書を開いて中身に目を通した。

　流りゆう麗れいな文字を追っていくにつれて、彼の顔に浮かぶ表情が暗く沈しずんだものへ変わっていく。それは心のどこかで、覚かく悟ごしていたようにも見える表情だった。

　最後まで読み終えた手紙を、ユートは丁てい寧ねいに畳たたみ直して封ふう筒とうに戻す。

　やはり、と洩もれた声はため息にも似ていた。ユートは封筒を手に、いつまでも動くことなく一人部屋の中に立ち尽くしていた。







　ルーイン王太子がヴェスカの捜索を命じてから数日が過ぎても、彼の行方は杳ようとして知れないままだった。

　焦じれるような思いで、ユートは発見の報しらせが届くのを待つ。

　王宮を飛び出して捜索に加わりたい思いはあったが、ルーイン王太子にあれほど強く言われては強ごう引いんに意志を押し通すこともできない。足取りが摑めたら決して手出しはせずに、自分に報せて欲しいと伝えるのが精せい一いつ杯ぱいだった。

　エーデバルツの魔ま術じゆつに、一いつ般ぱんの兵士たちが対たい抗こうできるとも思えなかったためだ。

　暗い顔でため息をついているユートを、変装した姿のままのカーマイクルはやれやれと言いたげな眼まな差ざしで見つめやった。

「朝っぱらから、ずいぶんしけた顔してんなぁ……あんまり夜も寝ねられてねえだろう？　焦あせる気持ちはわかるが、そんなんじゃいざって時に力が出ないぜ？」

　カーマイクルの声に聞き馴な染じみのある他ほかの誰だれかの声が重なった気がして、ユートは匙さじを置こうとする手を止めた。

　口調も言葉の内容も、その人物──タジェスのものとはまるで重なる部分がない。

　だが言葉の端はし々ばしににじむユートを案じる気持ちは、タジェスが折に触ふれユートに見せていたものとよく似ていた。

「そうですよ、お食事だってほとんど召めし上がってないじゃないですか！」

　やや声を強めるイルの手には、パンが半分ほど入った籠かごがある。

　三人は寝ね起おきする離り宮きゆうの露ろ台だいに置かれた卓たくを囲み、運ばれてきたばかりの朝食を摂とっているところだった。天気がいいので外で食事を摂ろうと提案したのはカーマイクルだ。

　ここ数日、沈み込んだ様子のユートを少しでも元気づけようと思ったのか、爽さわやかな空気と朝の光に包まれての食事となったが、ユートの表情はすぐれないままだった。

「王子がお食事を召し上がれなくなるなんて、とんでもない異常事態ですよ！　今すぐ空から蛙かえるが降ってきたっておかしくありません！」

　みじんの疑いもない口調で断言するイルに、ユートは思わず口を尖とがらせて反論する。

「どういう意味だ！　それにちゃんと食べているだろう！」

「いつもの半分にもなりませんよ！　お料理のお代わりだってたったの二回で──よそのお宅だからって遠えん慮りよするような王子じゃないでしょう？　むしろ自分の城にいる時より気き兼がねなく召し上がるじゃないですか！」

「仕方ないだろう、あんまり食べて国庫を圧あつ迫ぱくするわけにもいかないんだから……！」

　反射的に言い返してから、ユートは論点がずれていることに気づいてわずかに顔を赤らめ、ぎこちなくカーマイクルを目で示した。

「そいつの分を残しておいてやっただけだ。ずいぶん多めに用意してくれているみたいだが、まさか一人で全部平らげてしまうわけにはいかないだろう！」

「いや、さすがにこれは俺一人で食いきれる量じゃ……」

「足りなかったら、厨ちゆう房ぼうに頼たのんでもっと運んできてもらいます！　だからいつも通りしっかり食べてください、王子！」

　イルに詰つめ寄られて、ユートは渋しぶ々しぶ置きかけた匙を取り上げて料理を口に運ぶ。

　並んだ皿が綺麗に空になったところで、頃ころ合あいを見てやって来た侍じ女じよが卓の上を片付け、かわりに茶と果物を運んできた。

　イルが給きゆう仕じを引き受け、茶を注ぎ分けたカップをユートとカーマイクルの前に置く。

　食事を終えたユートの表情はまた重く曇くもっており、目の前に置かれたカップにも気づかない様子だった。イルは自分の分の茶を手に、彼の隣となりの椅い子すに遠慮がちに腰こしを下ろす。

　ちらちらと向けられる心配そうな眼差しにも気づかず、卓たく上じようの一点を見つめているユートにカーマイクルはちらりと苦笑めいた表情を閃ひらめかせて言った。

「一日中、そんな暗～い顔しててよく飽あきねえよな。気分転てん換かんにリュイのところへでも行ってやったらどうだ？　首を長くして待ってるぜ」

「そんな場合では……！　いや、あいつとの約束を軽く見ているわけではないが」

　付け加えるユートの律りち儀ぎさに苦く笑しようを深めてから、カーマイクルはユートの眉み間けんを指し示してみせる。

「まぁ、そんな眉間に皺寄せた顔で行っても、モデルにはならないってあいつに断られるかもしれないけどな。寝ね不ぶ足そくのせいでクマまでできてるし、目つきも悪いし──あんたの顔に惚ほれ込んだあいつなら、悲鳴でもあげるんじゃねえか？」

　思わず眉間を手で押さえながら、ユートはカーマイクルを睨にらみ返す。

　いつも以上に険悪さを増した目つきにも動じることなく、カーマイクルは平然とその視線を受け止めて言った。

「ここで連れん絡らくを待つって決めたのはあんたなんだから、もっとどっしり構えてろよ。そんなに張りつめてちゃ長く保もたないぜ？　いずれ出番が来る時のために、しっかり体力温存しておかねえと」

「わかってる、そんなこと……！」

　言葉とは裏腹にユートの顔には余裕がなく、カーマイクルはちらりと表情に真しん剣けんな色をのぞかせる。

「そんなに、あの王子様──タジェスのことが心配かい？」

　投げられた声に、ユートは虚きよをつかれたような表情で口を閉とざす。

「普ふ段だんのあんただったら、そのくらいのことは考える冷静さを持ってると思うんだがな。そこまで余裕を失っているのは、あいつが捕つかまっていると思うからかい？　冷静な判断もできなくなるくらい──あいつのことを思っているのかい？」

「そんなことは……！」

　とっさに否定しかけてから、ユートは複雑な顔つきで黙だまり込む。

　わずかな沈ちん黙もくのあと、返したのは歯切れの悪い口調ではあったが肯こう定ていの言葉だった。

「心配は……している。するのが当然だろう。あんな状じよう況きようで行方ゆくえ不明になって、無事でいるかどうかもわからないのに……それで心配しないほど、俺は不人情な人間じゃないぞ。あいつのせいで冷静さを失っているなどと言うつもりはないが……」

　あいつのことだけが原因ではないのだし、とユートは心の中だけで付け加える。

　目を伏ふせたユートの顔を深い色を宿した眼差しで見つめてから、カーマイクルははっきりとした笑みを口元に浮うかべた。

「そうか──なんだ、あいつに惚れてでもいるのかと思ったぜ」

「誰がだ！」

　あからさまに冗じよう談だんとわかる口調だったが、ユートはかっとして怒ど鳴なり返す。

「そういう冗談は、タジェス一人で十分間に合ってる!!」

「悪い悪い。けど、あんた素す直なおじゃないもんだからよ……」

　くつくつと肩かたを震ふるわせて笑うカーマイクルの反応で、ようやくからかわれたことに気づいてユートは憤ふん然ぜんと顔を背そむけた。

　しかし直後、ユートの瞳ひとみの奥で不確かな感情の色が揺ゆらめいた。

「……だが、あいつが俺にとっていなくてはならない人間だということは認める。ただ、側にいてほしいということではなく──あいつの存在が、俺を前へ引っ張っていってくれる。俺が正しいと思うことが本当に正しいのか、もっと別の視点から考えることはできないか、いつも心の中であいつが語りかけてくる。たとえ目の前にいなくても……」

　抑おさえた口調で語るユートを、カーマイクルはやや意外そうな表情で見やる。

　ユートは彼の視線に気づくことなく、あらぬ方向に目をやったまま言葉を紡つむいだ。

「あいつの考えの深さは、俺にはないあいつの美点だ。かろやかなものの見方も、決して折れない心の強さも──悔くやしいからあいつには絶対言わないが。あの悪あく趣しゆ味みな冗談でからかわれるのが目に見えているしな」

　悔しそうに唇くちびるを曲げて加えてから、ユートは口調を変えることなく続ける。

「あいつのようになりたいとは思わないし、なれるとも思わない。育ってきた環かん境きようも得てきた経験も違ちがう……だけど、いつかあいつと対等の目線で並んで話せる人間になりたい。あいつに引け目を感じない強さと賢かしこさを身につけたい。それが俺の──フォーレの王子としてではなく俺個人としての目標なんだ」

「……王子」

　そう呼びかけるイルの瞳には、すべて承知していたような笑みが宿っていた。

　ふわりと水面に広がる波は紋もんのような笑みを横目に見返し、ユートは少し面おも映はゆそうな表情で最後まで言葉を口にした。

「こんなことで、あいつを失うわけにはいかない。たとえいつか、あいつと離はなれる日が来るのだとしても……こんな形じゃ納なつ得とくいかない！　必ずあいつを助け出す！　そのために、今俺にできる限りのことを……」

「今は力を温存しておくのも、必要なことだと思うぜ？」

「……わかっている」

　ユートは唸うなるように応こたえたが、先さき程ほどまでとは違って声には明確な力がこもっていた。

　その差に気づいたようにカーマイクルは目を細め、ユートはようやく思い出したように目の前に置かれたカップに手を伸のばす。

　イルが茶を淹れ直そうと腰を上げかけたところで、室内に下がっていた侍女が慌あわてた様子で露台に姿を現した。

「本宮より使者が参られてます。急いでお越こしくださいますようにと……」

　首を傾かしげかけたユートの目が、次の瞬しゆん間かんはっとした色を浮かべる。

「まさか、王太子殿でん下かよりなにか……!?」

「……いいえ」

　半分期待をにじませたユートの問いかけに、侍女は遠慮がちに首を振ふった。

　その声に畏おそれのようなものがにじんでいるのに気づいて、ユートは落らく胆たんとも戸と惑まどいともつかない表情を顔にのぞかせる。

　一つの可能性が脳のう裏りをよぎったが、まさかとユートは内心で否定する。

　しかし、続けて侍女が告げた言葉はユートが否定した想像を裏付けるものだった。

「国王陛下が……お呼びでございます。王子とお連れの方に、会っていただきたい人物がいると……」







　使者に連れられてユートが向かった先には、病に伏していたはずのニーザベイム国王レイゼル・クウォイ・エスカ・レス・スタインフェードの姿があった。身なりを整えた姿は、政務も執とれないくらい弱っていたとは思えないほどだ。

　病やみ衰おとろえた顔にその名残なごりはあったが、金きん褐かつ色しよくの瞳に宿る輝かがやきは力に満ちている。

「呼び立ててすまぬな、ユーディルシア王子よ」

　威い厳げんある声で呼びかけられて、ユートはかしこまった態度で一礼した。

「こちらこそ、安静を必要とされている陛下のお邪じや魔まをして申し訳ありません。ですが、拝見したところ体調がかなり回復されたようでなによりです」

　レイゼル国王の側には、いくぶんほっとした様子のルーイン王太子の姿もある。

　ユートたちが招き入れられたのは、本宮の奥にある中庭に面した一室だった。正式な会見に使われる場所ではなく、国王の私室に近い一間だ。

　部屋の周囲には衛兵が立ち、入室の際ユートたちも剣けんを預けるよう求められたが、室内には国王と王太子以外の姿はなかった。

　ユートはまたも非公式の訪問となったことを詫わび、ひととおりの挨あい拶さつを述べてからちらりと控ひかえめに、だが不ふ審しんそうな視線を室内に巡めぐらせる。部屋の奥で一人掛がけの椅子に腰を下ろした国王に視線を戻もどすと、ユートは困こん惑わくの色を瞳にのぞかせて言った。

「……それで、私に会わせたい人物というのはどちらですか？　そのためにお呼びになったと聞いておりますが」

「──儂わしだ」

　ユートの声に答えたのは、開かれた窓の外に立っていた人物だった。

　床ゆかから天てん井じようまで届く窓の向こうは露ろ台だいになっており、淡あわい色しき彩さいのタイルが敷しき詰つめられた床を美しい彫ちよう刻こくを施ほどこした手すりが取り囲んでいる。手入れの行き届いた庭の緑と完全に調和した露台から、室内に足を踏ふみ入れたのは白金の髪かみの少年だった。

　ゆったりとした純白の衣装を身につけ、幼さを残した顔には艶つややかな紫むらさきの瞳が輝いている。

「アーク!?」

　目をむいて声をあげるユートに、少年はにっと笑みを浮かべてみせた。

「先だっては世話になったな──などと、のんびり挨拶している場合でもなかろう。聞きたいことも山ほどありそうだしの」

「当たり前だ！　どうしてお前がここに……いや、カーマイクルの話ではじきに来るということだったが、なんで王宮に……どうしてニーザベイムの国王がお前を……」

　混乱した様子を隠かくせず、ユートはアークに切れ切れの言葉を投げつける。

　アークはユートの動どう揺ようした様子を面おも白しろがるように見やり、顔に浮かべた笑みを苦く笑しようを含ふくんだものへと変えた。

「少し落ち着かんか……言こと葉ば遣づかいが崩くずれておるぞ。さっきまでは精せい一いつ杯ぱい背せ伸のびして、似合わぬ口の利きき方をしておったようだが」

　やかましい、と返しそうになった口を慌ててユートは閉じる。

　赤くなったユートの顔をアークはにやにやと見やり、彼と自分のすぐ横で顔を背けて噴ふき出したカーマイクルの顔をユートはかわるがわる睨にらみつけた。

「それより説明していただけないだろうか？　なぜ、あなたが王宮に？　ニーザベイムの国王陛下のもとで客人然としているのはいったい……あなたは本当は何者なんだ？」

　言葉をやや丁てい寧ねいなものにあらためてユートが投げた問いに、アークは浮かべていた笑みを消してユートに向き直った。

　深い紫の瞳にあるのは、老いた賢けん者じやのような透とう徹てつした光だった。
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「儂が何者であるかはさほど重要ではない。そなたも知っての通り、人の手に余る遺物の力を管理する役目を負っているだけの存在だ。名はアークトゥール──『翼つばさの後こう継けい者しや』の名で呼ばれることもある」

「翼の後継者……？」

　見た目の年ねん齢れいに相応ふさわしからぬその瞳の光に、やや気を吞のまれたようにユートが呟つぶやく。

「さよう。もっとも決して表には出ぬ名であるが……力ある遺物の存在も、魔ま術じゆつの存在も広く世に知られるわけにはゆかぬのでな。一部の国でのみ国王のみに受け継つがれる口伝として儂の存在も伝えられておるが──翼の紋もん章しようを持つ者が現れる時にはすみやかに話を聞き、あらゆる協力を惜おしまぬように、とな」

　アークは言いながら、ゆったりとした衣ころもの袖そでに隠されていた左手を差し出す。

　手首から中指にかけてを覆おおうように、腕うで輪わと指輪が一体となったような装身具がはめられていた。手甲こうにも似た形だが、翼を模した繊せん細さいな彫刻から無骨さは感じられない。

　翼の間に嵌はめ込まれた紫の宝ほう珠じゆが、息づくような不思議な輝きを放っている。

　ユートは思わず宝珠に見入ったあとで、レイゼル国王に視線を移す。国王は重々しくうなずいてみせた。

「そんなに偉えらい人だったんですか……？」

　驚おどろきの表情もあらわにアークに目を戻すユートの後ろで、イルが思わずといったように気の抜ぬけた呟きを発する。

　アークは再び苦く笑しようめいた表情を顔によぎらせて、二人を等分に見やった。

「別に偉くはないが、儂が出向くということは国が傾かたむきかねないほどの変事があるということ──それを未然に防ぐためならば、協力を惜しむ王はおるまい。ニーザベイムにもここ何十年かの間に、何度か出入りしておるしの」

「……フォーレにもその口伝は伝えられているのか？」

「ああ。国王しか知らぬことだが……フォーレには必要のない口伝でもあるだろうし」

　ちらりとイルに目をやってアークは微び笑しようし、ユートにまっすぐな視線を向ける。

「それでも、よほどのことがない限り国王に直接協力を要よう請せいしたりはせんのだが、今回は少々事態が深刻なのでな。非常手段を取らせてもらった──そのかわりにというわけではないが、少しばかり体力も回復させてやったのだから文句はないはずだ」

　寝ね込まれたままでは協力も望めんからな、とアークは人の悪い口調で付け加える。

　ユートはアークとレイゼル国王の顔を見比べたが、国王の瞳ひとみに浮うかんでいるのは苦笑を底に隠しているような暖かな表情だった。

　ユートの目の色からそれを悟さとったのか、きまり悪そうな顔つきで軽く咳せき払ばらいするとアークは話を再開した。

「と、ともかく……この国で起きていることについては、そなたを待っている間に王太子から聞かせてもらったぞ。よもや、〈遺稿ビブリオ〉の持ち主にエーデバルツが接せつ触しよくしていようとは」

「知っているのか？」

　目を見開いてユートが返した問いかけに、渋しぶい顔でアークはうなずく。

「できれば、あまり知りたくはなかったがの。古代の力ある遺物を巡って、何度もやり合っている相手だ。もとは遺物の研究者だったようだが、いつしか魔術の力に魅み入いられて独力で身につけ、こちらの妨ぼう害がいまでするようになった──今回、儂が大陸の反対側まで行く羽目になったのも、あやつの流した偽にせ情報のせいだ」

　短く切りそろえた髪を忌いま々いましそうに振り立てるアークを見やり、カーマイクルはごく小さい声で呟く。

「おかげで、こっちもとんだとばっちりを食っちまったぜ」

「聞こえとるぞ──こんな大おお騒さわぎになる前に、〈遺稿ビブリオ〉の在あり処かを特定することもできなかった奴やつが偉そうな口をきくでない！」

「相変わらずの地じ獄ごく耳みみで……というか、このナリでよく俺だとわかりましたね？」

「見た目を変えたくらいでごまかせるとでも思うてか！　そもそもこの状じよう況きようで、ユート王子に引っ付いてる見慣れぬ奴がおったらお前以外にありえなかろう！」

　カーマイクルは変装した顔に苦い笑いを浮かべて頰ほおを搔かき、アークはふんと顔を背そむけてから国王と王太子に視線を移す。

「だが、儂がつまらぬ偽情報に引っかかったせいで、対応が後手に回ってしまったことは詫びねばなるまい。儂がもっと早く到とう着ちやくしていれば、このようなことには……」

「いや……致いたし方かたないことだ」

　深くうなだれるアークに、レイゼル国王は首を横に振ふってみせる。

「病を得ていたとはいえ、国内の貴族の不ふ穏おんな動きに気づくこともできなかった私の責のほうが重い。ヴェスカがそのようなものに興味を示していたことにも……」

「……父上」

　レイゼル国王に王太子が投げた声には、苦いものが満ちていた。

　そこにあるのは父親を非難するのではなく、むしろ責められるべきは自分なのだと主張するような響ひびきだった。

　アークは視線を上げると、ゆっくりと確かめるような口調で言った。

「エーデバルツが接触したヴェスカとやらが、〈遺稿ビブリオ〉の持ち主であることはほぼ間ま違ちがいなかろう。そやつが姿をくらましているとなると……エーデバルツにそそのかされて〈遺稿ビブリオ〉の力を解放させようとしておるのか」

　思わしげに眉まゆを寄せるアークの顔を、言葉を吞んでユートは見つめる。

「〈遺稿ビブリオ〉の力を解放するためには、高度な魔術の知識と技術が必要となる。エーデバルツがそれを提供すると言えば、ヴェスカも断りはすまい。あるいは、最初から〈遺稿ビブリオ〉の持つ力を知って手に入れた可能性もある。王太子の話では、以前にも古代の遺物のからんだ事件が起こっているそうだしの」

「それは、春の……」

　呟くユートに向かって、アークは小さくうなずきを返す。

「内々で処理されたゆえ、儂の耳にも入っては来なんだが。その一件に裏で関かかわっていたのがヴェスカであれば、〈遺稿ビブリオ〉の力を手に入れる千せん載ざい一いち遇ぐうの機会を逃のがしたりはせんだろう」

「タジェスが連れ去られたことには、なにか意味があるのか？」

　ユートが投げた問いに、アークは一いつ瞬しゆんためらうような表情をのぞかせた。

　苦さを漂ただよわせた沈ちん黙もくの意味を直感的に察し、ユートが声をあげようとしたその時、アークは重たげに口を開いた。

「〈遺稿ビブリオ〉の力を解放することは、本来ならば今の人間には不可能だ。たとえ知識があったとしても、それを行うに足るだけの魔ま力りよくを持たぬ。エーデバルツとて例外ではない……足りない魔力を補うための装置と、強力な触しよく媒ばいが必要となろう」

「……触媒？」

　耳慣れぬ言葉に、ユートは知らず眉を寄せて呟く。

「高度な魔術を行う際には、強い魔力を持った物品が必要となることもある。たいていは自然石などだが……人間の血に宿る魔力を、触媒として用いる方法もある」

「なんだって!?」

　顔色を変えるユートにちらりと目をやり、アークは表情を陰かげらせて続ける。

「現在の人間はかつてほどの魔力を持っておらぬが、王家に連なる人間の中には例外的に高い魔力を有する者もおる。そういう血を持つ人間同士で婚こん姻いんを結び、子孫を残し続けてきた結果であろうが……タジェス王子も潜せん在ざい的にかなり高い魔力を持っておった」

「では、まさか……」

「ああ。タジェス王子の血を用いて〈遺稿ビブリオ〉を解放しようというのだろう。確実を期すのであれば、命を落とすほどの量が必要となろうが……エーデバルツならば、目的を果たすためには王子の命など顧かえりみるまい」

　あえて淡たん々たんと告げるアークの声が、ユートの耳に突つき刺ささるように響く。

　色を失ったユートの顔を見やることもしないアークの態度が、かえってタジェスの置かれている状況の厳しさを明めい瞭りように物語っていた。ユートはきつく拳こぶしを握にぎりしめて、宙に視線を投げるアークの顔を見つめる。

　震ふるえた唇くちびるの隙すき間まから零こぼれ落ちたのは、タジェス、という声にならない呟きだった。







　国王の前を辞して部屋に戻もどろうとしたところで、ユートは背後から追いかけてきたアークに呼び止められた。

「儂わしを置いていく気か？　薄はく情じよう者め！」

　目を丸くするユートの反応にかまわず、アークはユートと並んで歩き始める。

　たいして身長の変わらない相手を横目に見やって、ユートは困こん惑わくするとも非難するともつかない声を投げやった。

「いいのか？　レイゼル国王との話がまだ終わっていないんじゃ……」

「多少回復したとはいえ、半病人相手にいつまでも話し込むわけにはいかなかろう。王太子も万ばん全ぜんの体調ではないようだし」

　ふんと肩かたをそびやかせて、アークはユートの顔も見ずに言い返す。

　ユートは少し奇き妙みようそうな顔を見せたが、レイゼル国王と王太子の体調が思わしくないことは事実であるため、口に出してはなにも言わなかった。

　アークを交えての話し合いは、結局さほどの実りもないままに終わった。互たがいの持つ情報を交こう換かんし合っただけで、ユートはレイゼル国王と王太子の体調を気き遣づかって話を切り上げ、退出の許可を得たのである。

「たいした話でもないし、さっさと終わらせて出てきたわ。長話に病人を付き合わせて、また寝込まれでもしたらこっちが困るからの」

「そうか……」

　一言だけ言って前を向くユートの後ろから、カーマイクルが茶ちや化かすような声を投げる。

「あんたにそんな気遣いができるなんて、思ってもみませんでしたぜ」

「病気になっても気づかんような神経の太い輩やから相手には、発揮する機会などない種類の気遣いだからの。どこの誰だれとは言わんが」

　ふり返ろうともせず、しれっとした顔でアークは言葉だけ投げ返す。

　前を向いたまま、二人のやりとりを聞き流していたユートが、そこでようやくアークに目をやって口を開いた。

「やはり、タジェスの居場所を魔ま術じゆつで突き止めるようなことは不可能なのか？」

　声にのぞく調子が弱いのは、先さき程ほどの部屋の中でも同じことを尋たずねたためだ。

　カーマイクルにさらに投げつけようとした言葉を止めて、横を歩くユートにアークが返したのも、その時と同じ否定の色合いのにじむ言葉だった。

「残念だが、魔術というのはそこまで万能にはできておらんのだ」

「だが、前に精せい霊れいの領域に行った時には、行方ゆくえ不明になった俺とタジェスを見つけ出すことができたじゃないか？」

「あれは特とく殊しゆな環かん境きようだったゆえ。精霊の領域ならともかく、この世界で人一人の存在を感知するのは難しい。せめて事前に目印となる品でも持たせてあったならともかく──なにもない状態ではな」

「………」

　アークに負けないほど苦い表情で、ユートは唇を引き結ぶ。

　どのみち、地道な捜そう索さくの結果を待つより他ほかにないということは、ユートにもわかっていた。それでもくり返し尋ねずにいられなかったのは、胸を焼くような焦あせりのせいだ。

　うつむいたユートを斜ななめに見下ろし、カーマイクルが笑いを含ふくんだ声で言った。

「大だい丈じよう夫ぶだって。あの王子様はそうそう簡単にくたばるタマじゃないぜ。人に心配かけて心配かけて、結局けろっと百まで長生きするような手合いだ」

　反射的にカーマイクルを睨にらみかけてから、ユートは複雑な表情になって目を背ける。

　無言で見守るアークの反応を確かめるまでもなく、それがユートを励はげますために口にされた言葉だということはわかった。

　後ろを黙だまってついてくるイルの、気遣うような視線も背中に感じる。

　ユートが肩かた越ごしにふり返ると、イルは薄うす水色の瞳ひとみにほっとしたような微び笑しようを漂わせる。その顔を見て、ユートの胸に凝こごっていた感情の塊かたまりがかすかに解ほどけた。

　割れた氷の間から流れ出る水のように、強い意志がユートの心に広がっていく。

　自分を支え、励まし、見守っていてくれる者の存在。はっきりとそれを心に感じるのと同時に、狭せばまっていた視界がすっと開けた気がした。

「……カーマイクル」

　視線をわずかに横にずらして、ユートは言葉を口にする。

　抑おさえた口調は先程までと変わらなかったが、揺ゆるぎない強さがそこにはあった。

「こんな状じよう況きようで言うようなことじゃないが──非常に不本意だが、お前のその意見には俺も心から賛成だ」

　わずかに見開かれたカーマイクルの目に、曇くもりのない笑えみが広がったのは次の瞬しゆん間かんだった。

　カーマイクルは笑いながらがしがしと乱暴にユートの頭を撫なで回し、イルは「そんなことを言っては悪いですよ～」と眉を下げてユートをたしなめる。

　アークは口元に淡あわい笑みをたたえて、二人と向き合うユートの顔を見つめやった。

　紫むらさきの瞳にのぞいているのは、どこか安あん堵どするとも人の強さに対する限りない慈いつくしみともつかない、不思議な色の光だった。

「ええい、なにをするっ！　そんなにぐりぐり撫でて、背が縮んだらどうしてくれるっ!!」

「小さいところが可愛かわいいんだろうが、あんたは。でっかくなったら魅み力りよく半減だぜ。ていうか、大男に自分の顔が乗ってるところ想像してみろよ？」

「やかましいっ！　成長すれば顔だって変わるんだ!!」

「そりゃ希望的観測ってやつだと思うが。なぁイル、ちょっとばっか歳重ねた程度でこいつの顔って変わると思うか？」

「さ、さぁ……ご両親と姉あね姫ひめ様方しか、ご成長後の顔を予測する材料がないので……」

「どうして目を逸そらす!?　それになんだその微び妙みような表情は!?」

　イルの襟えり首くびを摑つかんで声を荒あららげてから、我に返ったようにユートは赤くなった顔をアークに向けた。

「そんなことはどうでもいいんだ。今なによりも優先すべきは、タジェスを救出すること──はた迷めい惑わくな奴やつだが、いなければいないで調子が出ない。それに、あいつの命を〈遺稿ビブリオ〉の解放などに使わせるわけにはいかない」

　迷いのない瞳で、ユートはアークを見返して告げる。

「そのために取れる限りの手段を取ってやる。手当たり次し第だいだろうがなんだろうが、可能性があるならなんだってやってやる。もうあれこれ悩なやんでいる余よ裕ゆうなどない！　今すぐにリオール公の領地に行って、俺も捜索に加わる！」

　言い切った声は重い軛くびきを断たち切ったように、いっそ晴れやかに響ひびいた。

　目を丸くするアークの衣ころもの袖そでを摑み、ユートはさらに語調を強めて告げる。

「お前も引きずってでも連れていくぞ、アーク！　こうしてニーザベイムを訪おとずれたからには、力を貸すのに異存はないはずだろう!?」

　まばたきした目ににやりと笑みを浮うかべ、アークは言葉を投げ返した。

「むろんのこと。むしろそちらが、儂の手伝いをするのだと言ってもよいくらいだわ」

　袖を摑んだユートの手をやんわりと振ふりほどいて、一歩も退かぬ構えで立っているユートの顔へと彼は目をやる。

　しっかりと視線を合わせてうなずくアークに、ユートはわずかに瞳の表情を緩ゆるめる。

　決意を表すようにユートは小さくうなずきを返し、アークは宙に取り残されたユートの手に軽く自分の拳の背を突き合わせた。







　羽ばたきの音が、タジェスの立つ窓辺にいくつも重なって舞まい降りた。

　開かれた窓の外に向けるタジェスの目に鳥の姿は映らず、ただ澄すみ切った空を渡わたる影かげだけが視界の端はしをかすめた。

　降り注ぐ光を受けて金色に透すける瞳を、わずかに細めてタジェスは空を見やる。

「──退たい屈くつしていらっしゃるようで」

　不意に背中に声がかけられ、タジェスは瞳の表情を消してゆっくりとふり返った。

　背後に近づいてくる人の気配を感じていたため、彼の顔に驚おどろきの色はない。感情の見えない瞳に映し出されたのは、悠ゆう然ぜんと歩み寄ってくるエーデバルツの姿だった。

　タジェスに与あたえられた部屋に、断りもなしに入り込んできたエーデバルツはタジェスと並ぶような形で足を止める。

「それとも、なにか考え事でも？　この窓から脱だつ出しゆつできるかどうかを検討されているのでしたら、命を粗そ末まつにされるのは止よしたほうがいいと申し上げますが──仮に逃にげ出せたとしても、この森を抜ぬけて人里まで出られるとお思いですか？」

　声に自然な自信をにじませて、エーデバルツは穏おだやかな口調で告げる。

「その前に、私があなたを連れ戻して差し上げますよ。森には野生の獣けものもおりますし、危険な目に遭あうのがわかっていて放っておくわけには参りません。できれば、そのような手間はかけさせないでいただくのが一番ですが」

「〈遺稿ビブリオ〉を解放する準備以外には、少しでもよけいな力を使いたくないからかい？」

　エーデバルツは答えず、肯こう定ていの証あかしに目だけを細めてみせる。

　面おも白しろくもなさそうに彼の顔を見やって、タジェスは室内に視線を戻もどした。寄りかかるように立っていた窓辺から身体からだを離はなし、部屋の中央に置かれた卓たくへと歩み寄る。

　あとを追うようにエーデバルツの視線が向けられるのがわかったが、タジェスはあえて目をやることはせずに言葉を続けた。

「なにを考えて叔お父じ上うえに協力しているのか知らないが、ご苦労なことだな。〈遺稿ビブリオ〉の解放に加えて、私にまで目を光らせていなければならないとは。働きに見合うだけの報ほう酬しゆうを叔父上に約束していただいているのか？」

「たいした苦労ではありませんよ。こちらにうかがったのは、単に少しばかり息いき抜ぬきがしたくなっただけでして。退屈していらっしゃるでしょうし、お話し相手にでもなれればと思ったのですが……いらぬお世話だったでしょうか？」

　浮かべた笑みを毛ほども揺るがすことなく、エーデバルツは愛あい想そ良く応こたえる。

　タジェスはちらりと目の端で彼を見やったがなにも言わず、卓に軽く手を載のせたままエーデバルツに向き直った。

「……これだけは聞かせて欲ほしいのだが、いったいお前はなにが目的なんだ？」

　窓を背にして立つエーデバルツに、タジェスは鋭するどい響きを含んだ声を投げる。

「叔父上に協力して〈遺稿ビブリオ〉を解放し、なにを手に入れようとしている？　〈遺稿ビブリオ〉の力そのものか？　古代の知識の結集という──そのようなものを手に入れて、お前はいったいなにがしたいんだ？」

　決して大きくはなかったが、無視することを許さない力を持った声だった。

　タジェスの知っている古代の魔ま術じゆつの力は、使い方を誤れば多くの人間の命をたやすく奪うばってしまえるものだった。

　ユートの持っている〈イリュウス〉がいい例だ。六年前には猛もう吹雪ふぶきを巻き起こして、五千の軍勢を危あやうく壊かい滅めつさせかけたほどの力。しかしユートはそれほどの力を手にしながらも、他国へ攻せめ入るために利用しようとはしなかった。

『そんなつまらないことのために、〈イリュウス〉を使えるか──国の存亡をかけた一大事とでもいうのならともかく』

　きっぱりと言い切ったユートの、ごく当たり前のような力みのない口調。

　それは、彼が魔術の力と自然な距きよ離りをおいて接していることを表していた。ユートにとって〈イリュウス〉の力は、みだりに揮ふるうべきではない最後の切り札であった。

　打ち据すえるように空気を震ふるわせた声が消えていくのと同時に、エーデバルツの口元がゆるやかに動いた。逆光のため表情ははっきりとしなかったが、先さき程ほどまで浮かべていたものとは別の微笑が浮かんでいることはわかった。

「目的……ですか？　私の目的はただ一つですよ？　はるか昔に人が失った魔術という力を、再び人の手に取り戻すことだけ──私の手で魔術を復活させることだけですよ。そのためにはより多くの知識と、力が必要なのです」

　エーデバルツの顔に浮かぶ笑みの得体の知れなさに、タジェスは思わず言葉を吞のむ。

「遺物の研究を重ねて、いくつかの魔術を再現することはできましたが……〈遺稿ビブリオ〉の知識があれば系統立てて魔術を研究し、その原理すら解き明かすことができるかもしれない。これはまたとない機会なのですよ」

　取り憑つかれたように語るエーデバルツを、タジェスは手のひらに汗あせを搔かきながらただ呆ぼう然ぜんと見つめ返すことしかできなかった。
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　ユートは再びレイゼル国王と王太子のもとに赴おもむくと、ヴェスカの領地に行って捜そう索さくに加わるつもりであることを告げた。

　それは許可を願うのではなく、半ば決定した意志を伝えるだけのものだった。

　許可が下りなくても、独自に領地に向かうという並々ならぬ決意を宿したユートの眼まな差ざしに、ルーイン王太子も引き留める言葉を吞みこむ。タジェスの命がかかっている以上、一刻を争う事態であることも確かだった。

「本当に……行くというのか？」

　退出する間ま際ぎわであったレイゼル国王に問われ、ユートは迷いのない表情でうなずく。

「はい。ニーザベイムの兵の力を疑っているわけではありませんが、タジェス殿でん下かの命が危険にさらされているというのに、黙だまって報告を待っていることなどできません。今自分にできる限りのことをしたいのです！」

　それに、タジェスが見つかればどのみち領地に向かうつもりだった、とユートは語る。

「タジェス殿下を連れていったのは魔術の使い手──リオール公が〈遺稿ビブリオ〉以外の遺物を保有していないという保証もありません。どれだけ勇ゆう猛もうな兵士であろうとも、魔術の力に対たい抗こうするのは難しい。なんの備えもない兵士たちを向かわせても、犠ぎ牲せいを出すだけでタジェス殿下を救出することは……おそらくできないでしょう」

「ユーディルシア王子ならば、できると言われるのか？」

　落ちくぼんだ眼がん窩かの底に鋭い光を宿らせて、レイゼル国王が声を投げる。

　疲ひ労ろうの色をのぞかせていてもなお迫はく力りよくを失わない眼差しに、ユートは一いつし瞬ゆん気け圧おされた様子を見せてから表情を引き締しめてうなずいた。

「私一人では無理でも、私に力を貸してくれる者たちがいますから」

　ちらりと背後に並ぶ三人にユートは視線を向ける。つられるように視線を動かしたレイゼル国王の瞳ひとみが、アークの横に立つイルの姿を捕とらえて納なつ得とくの光を浮かべた。

「そうか……確かに、フォーレの精せい霊れい剣けんの力ならば……」

　かすかな呟つぶやきはユートの耳には届かなかったが、かまわずにユートは言葉を続けた。

「少しでも現地に近いところにいたほうが、タジェス殿下の居場所がはっきりした時にすぐに救出に向かうこともできるでしょう。これでも野外での活動には慣れておりますから、近従や護衛などの必要もありません。他ほかの捜索の兵士と同様に扱あつかってくださってけっこうです」

　とにかく、今すぐヴェスカの領地に向かいたいのだと告げるユートに、レイゼル国王は短い沈ちん黙もくを挟はさんで言葉を投げた。

「なぜ、そこまでしてくれようと言うのだ？　本来これはニーザベイムの問題であって、王子には関かかわりのないことのはず……」

「……それは」

　一瞬口をつぐんでから、ユートは微び笑しようを浮うかべた唇くちびるに言葉を載せる。

「他国の人間であっても、私の力で救える命があるのをみすみす見殺しにするのは忍しのびないですし──それにニーザベイムはフォーレの友好国です。友好国の王子が危地に陥おちいっているのなら、手を差し伸のべるのが当然でしょう」

　毅き然ぜんとした口調で言い切り、ユートはわずかに複雑な色を微び笑しようににじませた。

「──なにより、タジェス殿下は私にとっても大切な友人なのです」

　レイゼル国王はユートの顔を驚いたように見つめ返し、側に立ったルーイン王太子に視線を移した。王太子の顔にも同様の表情があった。

　目を見み交かわした両者の顔に、互たがいの思いを理解したような笑えみがのぞく。

　ユートに戻した国王の眼差しは温かく、彼はどこか力の抜けたような笑みを口元に漂ただよわせて言った。

「……タジェスは果報者だな」

　心からの思いが、国王の声にはこめられていた。

「救出のために力を尽つくしてもらうのみならず、ユーディルシア王子の口から大切な友とまで呼ばれようとは……父として、タジェスを思う王子の気持ちに深く感謝する」

　微笑とともに告げられ、ユートはやや落ち着きなく視線をさまよわせる。

　大切な友人、と口に出しはしたものの、あらためて指し摘てきされると気き恥はずかしさもあって素す直なおには認めにくかった。

　顔を赤くしたユートを好ましそうに見やり、レイゼル国王はさらに言葉を加えた。

「王子には春の一件でも危難を救われたばかりだというのに……その十分な礼もせぬうちに、また危険に身をさらすような真似まねをさせて申し訳なく思う。タジェスと我が国に対して王子が示してくれた友ゆう誼ぎに、なにかの形で報むくいることができればいいのだが……」

「そんな……」

　反射的に返しかけた声を吞みこみ、ユートはレイゼル国王の顔を見やった。

「あ、いや……もし、多少なりとも私の行動に恩義を感じてくださるのであれば、国王陛下に一つお願いしたいことがあるのですが」

　問いかけるような視線で先をうながす国王に、ユートは緊きん張ちようの色を瞳の奥底にのぞかせて言葉を投げやった。

「タジェス殿下を救出することができたら、これからフォーレで始めようとしている新事業に友好国としていくばくかの出資をお願いしたいのです。なにしろ我が国は貧びん乏ぼうで、常に予算のやりくりに頭を悩なやませている状態ですから……」

　意外な言葉に目を丸くする国王の横で、ルーイン王太子が納得したような表情で視線を明後日あさつての方向に泳がせる。

　王太子は笑いをこらえるような顔つきで、ユートに視線を戻もどして言った。

「ここはタジェスとの友情に免めんじて……となる美しい場面じゃないのかな？　ユーディルシア王子」

「それはそれ、これはこれです」

　ルーイン王太子に目をやって、ユートはきっぱりと言い放つ。

「もちろんお約束いただかなくてもタジェス殿下は救出するつもりですが、それでは国王陛下の気がお済みになりますまい。でしたら両国の友好をいっそう深めるために、ご出資いただければありがたいかな、と思いまして」

　断じて交こう換かん条件などではありませんよ、とユートは口を尖とがらせて付け加える。

「それに、利益が出せるようになったら出資金はお返しするつもりです。いつになるとお約束することはできませんが……必ずお返しできるように、私が責任を持って事業を監かん督とくするつもりでいます」

　その言葉に噓うそがないことは、ユートの顔つきを見れば明白だった。ルーイン王太子は緩ゆるめた口元に笑みを浮かべると、国王に向かってうなずきかけた。

「考えてもよろしいのではないでしょうか、父上？　まぁ、あまり莫ばく大だいな額の出資となると、予算を通すのが大変でしょうが……」

「そんな莫大な金額を出資していただいても、とても返済しきれませんよ！」

　慌あわてたようにユートは口を挟み、少し顔を赤くして言い添そえる。

「ニーザベイムに比べて、我が国の経済規模はごくささやかなものですから……できれば利子も付けないか、できる限り低くしていただけると助かります。なにしろ今の時点で、かなりの借金を背負っているもので」

　情けなさそうに告げるユートに、ルーイン王太子はくすりと笑みを零こぼす。

　つられたようにレイゼル国王も相好を崩くずして、ユートに向かって「わかった」と言葉を投げ返した。

「王子が我が国に対して示してくれた厚こう意いに対して、むしろ安すぎるくらいの礼と言えよう。出資についての詳しよう細さいは、後に正式な書類で取り決めるとして……」

　ユートに向ける国王の瞳に、息子むすこを案じる父親としての色が浮かぶ。

「タジェスのこと──どうかよろしくお願いする。アーク殿どのにも……こうなっては、お二人の力にお縋すがりするより他にないだろう。タジェスを助け出すために──ヴェスカを止めるためにどうか力を貸して欲ほしい」

　威い厳げんを保ちながらも、心からのものとわかる言葉を口にする国王に、ユートはアークと目を見交わして深くうなずいた。

「──もちろんです！」

　力強く答えるユートの声には、国王に負けないほどの深い思いがこもっていた。







　ユートはその足でヴェスカの領地に向かおうとしたが、彼が準備を整えて出発しようとしたところで、捜そう索さくを行っている兵士からの報しらせが王宮に入った。

　タジェスの居場所について、重大な手がかりが発見されたというのだ。

「王太子殿下！　タジェスの居場所がわかったというのは本当ですか!?」

　連れん絡らくを受けて、ユートは王太子の待つ本宮の一室へ駆かけ込んでいった。取り次ぎの侍じ従じゆうをも押しのけかねない勢いだった。

　ルーイン王太子はユートの勢いにも慌てることなく、小さくうなずいて手にした紙し片へんを差し出してみせた。思わず引ったくりそうになってから、寸前で手を止めてユートは丁てい重ちような仕草で紙片を受け取る。

　細かい折り皺じわのついた紙片に視線を落とすのと同時に、ユートの目が見開かれた。

「これは……！」

　紙の上に並んでいたのは、タジェスの筆ひつ跡せきとわかる文字だったのだ。

　やや癖くせがあるが端たん正せいな文字で書かれているのは、彼が捕らわれている場所に関しての詳細な情報だった。太陽の位置から方角を割り出し、おおよその地域を特定さえしている。

「捜索に当たっていた兵の一人が、鳥の足に結びつけられていた手紙を発見したのだそうだ。かなり広い範はん囲いにわたって活動する種類の鳥だそうだが──人のいる場所に寄ってくる習性も持っているらしい」

　その習性を知っていたタジェスが鳥を手て懐なずけ、自分の居場所を知らせる手紙を結びつけたのだろうと王太子は語る。

　手紙にはヴェスカに捕とらわれていることも、エーデバルツが彼に手を貸して〈遺稿ビブリオ〉の力を解放しようとしていることも書かれていた。文面の最後にまで目を通し、ユートは顔を上げてルーイン王太子を見やった。

「地元の者の話では、特定された範囲の中にかなり昔に使われなくなった古い城があるらしい……正確な場所はまだわかっていないが、タジェスが捕らわれているのはおそらくその城だ。現地の兵は、すでに城の場所を調べ始めている」

「わかりました。私もすぐに向かいます」

　ユートは王太子に報せをくれたことに対する礼を述べると、今度こそ王宮を出てヴェスカの領地へと向かう。

　王太子が付けようとした護衛の兵士を断り、ユートは四人だけで出発することを選んだ。

　護衛の必要をユートは感じなかったし、それ以上によけいな人間に同行してもらっては困る理由が彼にはあった。

「──それじゃ、一足先に行ってるぜ！」

　カーマイクルとアークの二人を乗せて、飛び立った竜りゆうの存在である。

　二人はユートたちと一いつ緒しよにディエを出たあと、途と中ちゆうの村で乗ってきた馬を預けて人気のない山の中へ移動し、変装を解いたカーマイクルが指笛で竜を呼び寄せた。

　しばらく山の中に隠かくれ潜ひそんでいた竜は、やや拗すねた様子を見せたがカーマイクルが用意した好物の果実と、なだめるように撫なでる彼の手で機き嫌げんを直したようだった。

　空に舞まい上がる竜の姿を見送って、ユートとイルは馬でヴェスカの領地を目指す。

　アークたちに先行してもらったのは、空からタジェスの捕らわれている古城を探してもらうためだった。兵士たちの捜索によってすでに発見されている可能性もあったが、念には念を、ということである。

　ユートたちが馬で領地に向かったのは、古城の捜索にあたっている兵士たちから情報を得るためだった。

　まさか彼らの前に、竜に乗って姿を現すわけにもいかないだろう。人目に付かないところで下ろしてもらうという手もあるが、ディエから来たはずの自分たちが徒歩で現れればどちらにせよ怪あやしまれることうけあいだ。

（ルーイン王太子から預かった指令書もあるから、兵士たちが非協力的になる心配はないだろうが……）

　一時はモートン卿きようの屋や敷しきに預けられ、その後王宮の馬屋に移されたユートの愛馬は、彼の気持ちに応こたえるように土つち煙けむりをたてて駆ける。懸けん命めいにあとをついていくイルの、「速すぎます～！　置いていかないでください、王子～！」という悲鳴もユートの耳には届かなかった。

　かろうじてイルを置き去りにすることなく、一昼夜かけてヴェスカの領地であるノウェイク州に到とう着ちやくすると、捜索の兵の拠きよ点てんとなっている村を目指す。

「責任者はいるか!?」

　村に飛び込んできたユートの第一声に、集まっていた兵士たちは目を丸くする。

　男物の衣服を着ていても、少女にしか見えないユートの容姿も原因の一つだった。何者かとやや戸と惑まどったように声をあげる兵士たちに、王太子から預かった指令書を突つきつけてユートは責任者の所在を尋たずねる。

　慌てて案内された村長宅には、二十代後半と覚しき士官の男性が滞たい在ざいしていた。

　おさまりの悪い金きん髪ぱつを乱暴に撫でつけ、顎あごにはまばらな無ぶ精しよう髭ひげが目立つ。

　彼はユートから王太子の指令書を受け取り、そこにあるのが間ま違ちがいなく王太子本人の署名と印いん影えいであることを確かく認にんして、訝いぶかしそうにユートに視線を戻す。

「確かに、王太子殿でん下かの指令に間違いないが……なぜ、あなたがこれを？」

　ユートの外見は兵士には見えなかったし、そもそもニーザベイムの人間ですらない。

　それでも男性の口調が礼を失したものにならなかったのは、王太子の指令書を預かっていたことに加え、ユートの指示に従うようにという一文が指令書にあったためだ。ユートの身元を保証する文言もその前に書かき添えられている。

「俺は──」

　出しかけた言葉を、ユートは途中で一度引っ込める。

「──私はユーディルシア・エインス・フォーレ。ニーザベイムの友好国フォーレの王子だ。ルーイン王太子殿下の要よう請せいを受けて、タジェス殿下の救出に協力するためにここへ来た。急なことゆえ先さき触ぶれを送る余よ裕ゆうもなかったが、今は非常の際ということで勘かん弁べんして欲しい」

　言い直した口調には王家の人間にふさわしい品格と威厳が宿り、士官の男性は思わず姿勢を正してユートに向き直る。

　部屋の隅すみには「フォーレってどこだっけ？」とひそひそと声をかわしている若い兵士たちの姿もあったが、ユートはわずかに眉まゆを寄せただけでなにも言わずに話を続けた。

「こちらで捜索の指揮を執とっているのは貴き殿でんか？　名をお聞かせ願えないだろうか？」

「ディル・アネサムです。ところで、フォーレの王子であるあなたがなぜ救出に協力を……？　なにか特別な理由でも？」

　若草色の瞳ひとみを鋭するどく光らせて問うディルに、ユートは顔色一つ変えずに答える。

「理由と言うべきほどのものはないが、友好国の王子として見過ごしにできぬため協力を申し出た。駐ちゆう在ざい武官として我が国に赴ふ任にんしているタジェス殿下とはまんざら知らぬ仲でもないし、彼の救出に必要な切り札といえるものを、たまたま私が所有していたのでな」

「切り札……？」

　不思議そうにくり返す声には答えず、ユートは厳然とした口調で言葉を紡つむぐ。

「タジェス殿下の居場所を特定する手がかりが、こちらで見つかったと聞いたが──その後の調べは進んでいるのだろうか？　正確な場所は判明したのか？」

　息をつかせる間もないユートの声に、ディルはやや圧あつ倒とうされたように言葉を吞のんでから首を縦に動かした。

「ええ、一応……指示があるまで、不用意に近づくなとは言われてますが」

　村の古老や森に出入りする猟りよう師しから話を聞いて、場所そのものは特定してあるという。

　その言葉を聞いて、ユートはわずかに安あん堵どしたように表情を緩ゆるめる。

　ディルから場所を聞き出してすぐにでも向かおうとしたが、イルを含ふくめた二人だけで古城に向かうというユートを、ディルは血相を変えて制止した。

　どれほどの戦力が古城に集められているかわからないが、数十人を数える捜索隊が手出しを禁じられるほどの相手である。待機を命じられた理由を、彼は援えん軍ぐんの到着を待てという意味にとらえていたようだった。

「冗じよう談だんでしょう!?　たった二人で突とつ入にゆうだなんて……自殺でもする気ですか、あんたは!?」

　するなら他ほかのところでやってくれと言わんばかりの口調で、声を荒あららげるディルをなんとか説得して、道案内の兵士だけを付けてもらう。

　納なつ得とくのいかない様子のディルをあとに残し、部屋を出たところでイルが声を低めてユートにささやきかけた。

「すぐに信じてもらえてよかったですね。なにしろ、身分を証明するものが今、手元にありませんから」

「……それも、すぐに取り戻もどさないといけないんだけどな」

　思い出したように苦い表情になってユートは言い返し、村長の家の前に繫つないでおいた愛馬のもとへと足を向ける。

　その背中に、馬を引いて近づいてきた兵士が控ひかえめな声をかけた。

「ユーディルシア王子」

「ああ、案内をよろしく頼たのむ……？」

　途中で声が疑問の調子を帯びたのは、相手の声に聞き覚えがあったためだ。

　同時にふり返ったユートの目が、革かわ鎧よろいに身を包んで立つケイオスの姿をとらえて大きく見開かれた。

「お前……!?」

「タジェス殿下の捜そう索さくに加わっておりました。捜索は私の本分ですので──それでもタジェス殿下がお知らせくださるまで、行き先を摑つかむことができなかったのは恥はじの限りですが」

　淡たん々たんとした声こわ音ねで告げ、ケイオスはユートの前に膝ひざをついて深く頭を垂れる。

「せめて微び力りよくながらユーディルシア王子にお力を添そえるべく、アネサム隊長より案内の役目を仰おおせつかりました……ご迷めい惑わくでしたでしょうか？」

「いや……」

　気の抜ぬけた声で返しながらも、ユートは声をひそめて問い返さずにはいられなかった。

「だが、ディル殿どのは知っているのか？　お前が王太子殿下の密みつ偵ていだと……」

「ご存知のはずです。一時的に軍の編制に組み込まれてはいますが、もとの所属などは明らかにされておりませんので」

　意外な曲くせ者ものだな、とユートは顔には出さずに心の中でひそかに呟つぶやく。

　王太子の密偵であるケイオスを道案内によこしたということは、ユートに一いつ般ぱんの兵士の目を気にする事情があると察したということだった。事情を知っている可能性の高い王太子の手の者を同行させることで、ユートが自由に動けるようにしたのだろう。

　ディルには念のため兵を率いて古城を包囲してもらうよう頼んであったが、これだけ冷静な判断ができるのなら、血気に逸はやって突入してくる心配もなさそうだった。ユートたちはあくまでも秘ひ密みつ裏りに城に潜せん入にゆうし、タジェスを救出するつもりだとも説明してある。

　ユートはケイオスにうなずきかけると、慌あわただしく出発の準備を始めている兵士たちの間を縫ぬって、村の東側に広がる森へ向かった。

　ディエの周辺とはまるで違ちがう、涼りよう気きを含んだ風がユートの全身を包み込む。

「──ユート！」

　村を離はなれていくらもたたないうちに、空から降ってきた声があった。

　姿を確認するまでもなく声の主を確信し、ユートは顔を上げて大声で応える。

「カーマイクル！　城の場所は──」

「悪い、あいにく確認できなかった！　ご老体が言うには、目くらましの術が城の周囲にかけられているらしくてよ！」

　ユートはわずかに目を見開いたが、すぐに気を取り直したように叫さけんだ。

「場所はこちらで確認できた！　これから向かうつもりだ！」

　少し先を走るケイオスが、ちらりと肩かた越ごしに空を見上げたが、かすかに眉を寄せただけでなに一つ口に出すことはしなかった。

「わかった──目くらましの術がかかっている場所がわかれば教える！　〈イリュウス〉なら術の効果を打ち消して、城を見つけ出すことができるはずだ！」

　アークの声にうなずきを返して、ユートは再び視線を前方へと向ける。

　村から東に延びる細い道の先には、黒々とした森の影かげが見え始めていた。覆おおい被かぶさるように枝を広げる木々の間へ、ユートは速度を落とすことなく駆かけ込んでいった。







　こつり、と音を立てて、磨みがき上げられた杖つえの先が石の床ゆかの上で止まった。

　杖を片手に立つヴェスカの視線の先にいるのは、修復の施ほどこされた大きな窓を背に立っているタジェスだった。

　窓に嵌はめ込まれた厚いガラスが、彼の背中に柔やわらかな光を投げかける。

　側にはエーデバルツの姿があったが、タジェスの態度に緊きん張ちようした様子はなかった。まるで気心が知れた友人のように、自然に並び立っている。

　こちらも手の届く位置にラシェンナを従え、ゆっくりとした足取りでタジェスに歩み寄るとヴェスカは低く声を投げやった。

「……決心はついたか？」

　タジェスは応こたえずに、わずかに身体からだの向きを変えてヴェスカを見やる。

　端たん整せいな顔に浮うかんでいるのは、ごく淡あわい穏おだやかな微び笑しようだった。窓から差し込む光を受けて、金の光こう沢たくを帯びた黒くろ髪かみが艶つややかに光る。

　いくぶん線は細いものの、華か麗れいさと力強さを合わせ持つ彼の容姿が、レイゼル国王の若い頃ころの肖しよう像ぞう画がとよく似ていることをヴェスカは知っていた。

「その前に、叔お父じ上うえにお尋たずねしたいことがあるのですが」

　微笑を浮かべた瞳に余裕すら漂ただよわせて、タジェスはヴェスカに声を投げ返す。

「〈遺稿ビブリオ〉の力を示すことで、国内の主戦派を煽あおろうという叔父上の計画──本当にそこまで上手うまく行くと思いますか？　ニーザベイムが外がい征せい路線から政策を切り替かえて、すでに六年あまりが過ぎています」

「………」

「多少の小こ競ぜり合いはあったにせよ、大規模な出しゆつ征せいをこのところ経験していない我が国の民たみと兵──それに貴族が、そこまで簡単に意識を切り替えられると？」

「たったの六年だ」

　ヴェスカの口にする六年という年月は、まるで存在しないかのように薄うすく響ひびいた。

「それだけの年月で、人の意識がそうそう変わるものではない。表向きは王太子の融ゆう和わ政策に同意しながらも、戦いくさの旨うま味みを忘れられていない貴族は多い。民とて絶対的な力が己おのれに味方しているとなれば、喜んで戦いの狂きよう熱ねつに身を委ゆだねよう。他を圧することで己の優位を示さずにいられないのが人間という生き物だ」

「叔父上も、ですか？」

　ひそやかな皮肉を含んだ言葉を、タジェスは宙に放つ。

　ラシェンナが目を鋭するどく細めるのがわかったが、ヴェスカは表情を変えることなく口を開こうともしなかった。

「己が手に入れた〈遺稿ビブリオ〉の力で人々を戦へと導き、ニーザベイムを圧倒的な大国として世に君臨させることができれば、叔父上も満足なされるはず。決して表には出ることなく、あくまでも陰かげに徹てつしたまま──」

　感情のないヴェスカの朱しゆ色いろの瞳ひとみを見返して、タジェスは言葉を重ねた。

「叔父上を存在しないもののように扱あつかった貴族たちが、手のひらの上でいいように踊おどらされるのを見るのはさぞかし楽しいでしょう？」

「……否定はせぬな」

　ぽつりと、乾かわいた声音でヴェスカは言葉を発する。

「国のためを思うというよりは、己の才覚で国を動かしたかったというだけのこと──かつて私の才を褒ほめ称たたえながら、戦に出られなくなった途と端たんに見向きもしなくなった連中を見返してやりたいという気持ちもあったかもしれぬ」

「私し怨えんと野望のために、民に犠ぎ牲せいを強しいるおつもりですか？」

　タジェスの声が、あるかなしかの感情の色を漂わせる。

　ヴェスカに対して、タジェスが抱いだくのは反感ばかりではなかった。同じように王宮に味方を持たない──持たなかった者として、彼の言葉には共感する部分もあった。

　ルーイン王太子がいなければ、タジェスも彼と同じ思いを抱いていたかもしれない。

　しかし、だからこそタジェスは淡々とした声音の奥に、真しん剣けんな思いをのぞかせて告げずにはいられなかった。

「いくら魔ま術じゆつの力があるにせよ、大規模な外征ともなれば兵に一人の犠牲も出さずに済ませることはできない。むしろ少なからぬ数の兵士が犠牲となるはずです」

　ヴェスカは凪ないだ水面のような瞳で、熱を帯びた口調で告げるタジェスを見返す。

「魔術の力は強大ではあるが、決して万ばん能のうではない。未知の力に恐おそれをなした各国からの反はん撃げきも、熾し烈れつを極きわめるものとなるでしょう。たとえそれらの国々を討うち滅ほろぼすことができたとしても、いったいどれだけの犠牲を払はらうことになるか……」

「それが、いかがしたか？」

　ヴェスカの無感動な瞳に、初めてはっきりとした笑えみの色が浮かぶ。

　その笑みのあまりの冷たさに、タジェスは言葉を失ってヴェスカの顔を見つめた。冷たいというよりもむしろ無──あらゆるものを切り捨てて顧かえりみることもないような、底知れぬ虚きよ無むを漂わせた微笑だった。

　目を見開いたまま立ち尽つくすタジェスに向かって、ヴェスカは錆さびついたような独特の声で告げた。

「生なま温ぬるい繁はん栄えいにしがみつくよりも、血ち塗ぬられた大国となるほうがニーザベイムにはふさわしいだろう。兵に犠牲が出たとしても併へい吞どんした国から補ほ充じゆうすればいいだけのこと。力をもって強制的に従わせる必要があるだろうが、その時こそ古代の兵器を有効に活用すればよい。我が国の民の血を、それ以上流す必要もなくなる」

　愕がく然ぜんとした表情で、タジェスはヴェスカを見つめ返す。

　根本的なところで勘かん違ちがいをしていることに、今ようやくタジェスは気づいた。

　ヴェスカの境きよう遇ぐうに自分と重なるものを感じ、気持ちを理解できるつもりでいたが──彼の心の奥に巣くっているのは、タジェスが想像していた以上の闇やみだった。

「………」

　自じ嘲ちようするような笑みが、タジェスの口元にほんのりと浮かぶ。

　冷めきった眼まな差ざしをタジェスに向けて、ヴェスカは静かに言葉を投げやった。

「それでも従えぬというのが──お前の出した結論か？」

　表情にも出さず、明確に口にすることもなかった本心を指し摘てきされても、タジェスは慌てる様子を見せなかった。

　ごく短く息を吐はき出し、タジェスはむしろ憐あわれむような瞳をヴェスカに向けた。

「いったい誰だれが、そのような国を欲ほつするというのです？」

　大声を張り上げたわけではなかったが、彼の声はするりと耳の奥まで滑すべり込むように力強く響いた。

「力で強ごう引いんに他国をねじ伏ふせ、際限なく戦を求め続けるだけの国を。大陸最強の国家の称しよう号ごう？　そんなものが本当に手に入ると思っているのですか？　広げれば広げただけ、領土を維い持じするのに膨ぼう大だいな労力を割さかなければならなくなる。強引な手段で手に入れたものなら、なおさらのこと……」

　柔らかな響きの中に、断固とした意志を込めた声でタジェスは容よう赦しやなく告げる。

「力と恐きよう怖ふで支配された他国の民も、いずれ反乱を起こすでしょう。それでも外征を続ければどうなると思いますか？　内と外とに敵を抱かかえ、国を維持する力すらも失ってニーザベイムは跡あと形かたもなく瓦が解かいすることになる」

　迷いなく言い切ったタジェスに、ヴェスカはふっと微笑をのぞかせて声を返した。

「まるで、見てきたように語るものだな」

「今の延長上に未来はあります。私は推測をもとに起こりうる事態を述べただけですが、可能性は決して低くはない」

「……いいや。そのようにはならぬ」

　ゆっくりと首を振ふって、ヴェスカはタジェスを見返す。

「我らの手に魔術の力がある限り、決してな。反乱など起こらぬ──起こす意い欲よくも起きぬほど徹てつ底てい的に、その恐怖を植え付けてやればいい」

「強い力は、より強い反発を生むだけです」

　ヴェスカの瞳を見つめ返したまま、タジェスは表情を揺ゆるがすことなく応える。

「恐怖で人の心を完全に支配することなどできない。表面上は屈くつしたふりをして機会が訪おとずれるのを待つだけのこととなるでしょう。憎ぞう悪おと恨うらみを撒まき散らしながら膨ぼう張ちようを続ける我が国の力が、限界に達するその時を……」

　言葉を切って、タジェスは口元に冷ややかな笑みをのぞかせた。

「……叔父上は、ただ己が手に入れた力に溺おぼれているだけです」

　告げられた瞬しゆん間かん、ヴェスカの顔に浮かんでいたごく淡い微笑が消え去った。

　かわって現れたのは怒いかりでも驚おどろきでもなく、完全なまでの無表情──それは彼が見せていたすべての表情が、上うわ面つらだけのものであったことを物語っていた。

　虚無そのものの瞳を前にしても、タジェスはもはや怯ひるむことはなかった。

「力に溺れる者に、力を御ぎよしきることはできませんよ。かつて魔術によって栄えたはずの文明が、今に残っていないのがなによりの証しよう拠こ──魔術という力を手にする者には、相応の資格が要求されるのです」

「資格……だと？」

「ええ」

　タジェスの声が柔やわらかな響きを帯びたのは、その資格を有する唯ゆい一いつの人物が脳のう裏りに浮かんだためだった。

　意地っ張りで頑がん固こ者で、時に驚くほど鮮あざやかな決断を見せる少年。

　脆もろいものを内に秘ひめているくせに、決してそれを表面に出そうとはしない。常に毅き然ぜんと顔を上げて、あらゆる困難を正面から見み据すえる強い眼差しがまず心に浮うかぶ。

　豊かな感情をたたえながらも、どこか冷静な光を残した宝石のような深緑色の瞳。

「力を揮ふるうことに決して快楽を見み出いださず、それが必要とされる時を見定めることのできる人間──それ以外の方法では、救うことのできない者を救うためにだけ力を行使するという決意と覚かく悟ごを持った人間だけにしか、手にすることを許されない力なのです」
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　タジェスの知っているユートという人物は、決して欠点のない人間ではない。

　優やさしげな見た目によらず短気なところも、細かなことをいちいち気にかけるところも、思い詰つめると視野が狭せばまるところもタジェスはよく知っている。

　それでもユートには、人のために力を揮うという揺るぎない意志があった。

　自分のためにではなく、心を砕くだく誰かのために──それは〈イリュウス〉という特別な力に限っての話ではなく、彼の持つ才覚と能力のすべてに及およんでのことである。

　国の民たみのため、愛する家族のため、時には知り合ったばかりの人間のために、彼は惜おしげもなく力を尽くすことができる。

　そのまっすぐさがタジェスには眩まぶしく、また同時に羨うらやましくもあった。

　決して自分が手に入れることのできない強さだとわかっているからこそ、強い憧あこがれにも似た思いを抱かずにはいられなかった。

「あなたにはその資格はない。手に入れた力も己おのれの資質も、自分を満足させるためにしか使うことができないあなたには──その力は、誰も幸福にはしない。あなた以外の誰も満足させることのない、ただの暴力でしかない」

「……そうか」

　空気に溶とけいるような呟つぶやきが、ヴェスカの口から零こぼれ落ちる。

　感情のない乾かわききった声には、こうなることを予期していたような響ひびきがあった。

「ただの贄にえとして命を散らすには、あまりにも惜しい才だと思ったのだが……やはり王太子の影えい響きようを強く受けすぎているのか。私と同じ視点に立ってものを見ることのできる、唯一の人間だと思ったが……」

　ほんの一いつ瞬しゆん、一ひと滴しずくの墨すみがにじむように感情の色が現れたが、はっきりと意識するほどの間もなく薄うすれて消え去る。

　タジェスは緊きん張ちようの色を浮かべながらも、目を背そむけることなくヴェスカの顔を見返す。

「なるほど、贄ですか……私をここへ連れてきた理由が、そのようなものだったとはね。だが叔お父じ上うえの計画に協力しろなどという理由よりは、よほど納なつ得とくがいく」

　琥こ珀はく色いろの瞳ひとみは力を失ってはおらず、口元にもかすかな笑みが宿っていた。半分は虚きよ勢せいだったが、ヴェスカの計画は必ず阻そ止しされるという強い確信もあった。

　そのために、今の時点で打てる限りの手も打ってある。

　ヴェスカは興味を失ったように、視線をタジェスからエーデバルツへと移す。心得たようにエーデバルツはうなずいて、タジェスの背中にそっと手をかけた。

（──ユート）

　胸に浮かぶ面おも影かげに向かって、タジェスは心の中だけで呼びかける。

　ユートが自分の救助のために全力を尽くしてくれていることを、タジェスはかけらも疑っていなかった。

　しかし、彼の到とう着ちやくを待っている時間は、もう残されてはいないようだった。

「では──こちらへ」

　捕とらわれていた部屋に戻もどるのではなく、別の方向に歩き出したところでタジェスの顔に覚悟の色が宿る。

（すまない）

「──っ！」

　エーデバルツの脇わき腹ばらに肘ひじを入れて一瞬彼を怯ませると、タジェスは少し先を歩くヴェスカを捕らえようとする。

　しかしラシェンナが携たずさえていた剣けんを抜ぬいて、タジェスの前に立ちふさがった。

「貴様──！」

　振り下ろされた剣を、タジェスは避さけようとはしなかった。

　タジェスの瞳に浮かぶかすかな笑えみに気づき、はっとしたようにラシェンナが手を止める。その隙すきを逃のがさずにタジェスはラシェンナの腕うでを摑つかみ、もぎ取るようにして剣を奪うばった。

　奪った剣の先を喉のど元もとに突つき立てようとするのと、エーデバルツが大おお振ぶりな指輪をはめた手をタジェスに向けるのが同時だった。

　空中に浮かび上がった図形から放たれた光の矢が、タジェスの身体からだに命中する。

「……やれやれ、手間をかけさせてくれますね」

　ぼやくような調子を漂ただよわせたエーデバルツの声が、激痛と衝しよう撃げきで薄れゆくタジェスの意識に届いた。

　床ゆかに倒たおれたまま、タジェスはかすむ目を懸けん命めいに開けようとする。

「ですが──今死なれてもらっては困るのですよ」

　その声を最後に、無む抵てい抗こうに横たわった身体にさらなる衝撃を感じて、タジェスの意識は完全に途と切ぎれたのだった。







「これは──!?」

　森の中をしばらく進んだところで、ざわりと胸の奥が震ふるえるような感覚を覚えて、ユートは思わず声をあげた。

　ちらりと背後のアークに目をやると、彼の顔には苦い表情が浮かんでいる。

　まさか、という思いがユートの胸をよぎるのと同時に、枝を避けて地面を疾しつ走そうする竜りゆうの背中からアークが声を投げた。

「そなたも感じたか？　今の力──」

「アーク！　これは……!?」

「〈遺稿ビブリオ〉の封ふう印いんを解くための術の余波だ！　もう少し時間がかかるかと思ったが、もう始めおったか……！」

　焦あせりのにじむアークの言葉に、ユートの顔がさっと青ざめる。

「タジェスは──まさか、もう!?」

「まだ猶ゆう予よはある！　術の起動に必要な魔ま力りよくが集められ始めているところだ！　十分な魔力が集まるまでは……！」

　言い返しながらもアークの声には余よ裕ゆうがなく、ユートは血の気を失った顔で前方を見やる。

　森の中には地元の人間が使う、獣けもの道みちと変わりないような道が続いているだけだ。

　タジェスを連れ去ったのなら馬車の通れる道もどこかにあるはずだが、その道を探している余裕はなかった。

（タジェス……）

　祈いのるような気持ちで、ユートはその名を心で唱える。

　焦りで闇やみ雲くもに駆かけ出したくなる気持ちを抑おさえ、先導するケイオスの背中を追いかける。

　今にも消えそうな道をさらに奥に進み、ケイオスの指示で道を外れてしばらく藪の切れ間を進んだところで、アークが声をあげた。

「──見えた！」

　アークの視線の先には、途切れずに続く森があるだけだ。

　ユートは一瞬目をしばたたかせたが、すぐに彼の言葉の意味を察して、カーマイクルの操あやつる竜に追い立てられるようにして馬を走らせてきたイルへと目をやった。

「イル！」

　ほえ、と声をあげかけてから、イルは眼鏡のずり落ちた顔に笑みをのぞかせる。

「ああ──目くらましの術ですね。けっこう範はん囲いが広いですね～」

「感想はいいから、力を貸してくれ！　イリュウス！」

「──はい」

　その声と同時に、イルの姿が光と散じて馬上から消える。

　かわりに手元に現れた精せい霊れい剣けん〈イリュウス〉を摑み取り、ユートはアークの指し示す方向に馬を進ませた。

　進むにつれて、視界がねじ曲げられるような異様な感覚がユートを襲おそう。

　ユートはかまわずに手にした〈イリュウス〉を振ふり上げ、歪ゆがんだ視界の一点に向けてまっすぐに振り下ろした。

「──っ！」

　途と端たんに感じたのは、あるはずのない手て応ごたえだった。

　見えない糸を何十本もまとめて切り裂さいたような、奇き妙みような手応えとともに歪んでいた視界が一気に開ける。

　ユートの目の前に広がっていたのは、先さき程ほどまでとは異なる風景だった。

　少し先で森は途切れ、梢こずえの隙すき間まから石造りの古城の屋根がのぞいているのが見える。

「あそこか──！」

　ユートの顔に喜色が浮うかんだが、すぐにその表情が引き締しまった。

　古城の上空には重い色をした雲が渦うずを巻き、胸の奥に感じていたざわつきは強きよう烈れつな圧あつ迫ぱく感かんとなって全身に押し寄せてきている。

　こらえきれないほどの不安と焦しよう燥そう感かんが、煽あおられるようにわき上がってくる。

　身体を朱しゆに染めて倒れているタジェスの姿が脳のう裏りをよぎり、ユートは〈イリュウス〉を握にぎり締める手に力を込めた。

（いいや、間に合う──絶対に間に合わせてみせる！）

『──私の力が必要だと、ついこの間言ってくれたばかりじゃないか』

　冗じよう談だんと本気を半々ににじませた笑顔で、告げられた言葉が記き憶おくの中からよみがえる。

（そうだ、必要だ。だからこんなところで失うわけにはいかない。力を貸すと言った言葉を、お前は違たがえたりしないだろうな!?）

　胸をよぎる面影に呼びかけて、ユートは睨にらむような目つきで前方の古城を見み据すえる。

　全身を押し包むような圧迫感も、伸のびた下枝の先が身体を叩たたいていくのももはや意識してはいなかった。

　古城だけを見つめたまま、ユートは一心不乱に馬を走らせていった。





──現在の借金総額　２０億２千２百７２万グラン









　あとがき







　運動不足で色々な数値が洒落しやれにならないことになっている岩城です。皆みな様さま、お変わりなくお過ごしでしょうか？　適度な運動は大事だと思い知らされましたよ……トホホ。




「王子はただいま出稼ぎ中」、なんとか７巻目をお届けすることができました。前巻以上に大変なことになってしまっているユートたちですが、バタバタ迷走しているのはひとえに作者の力量不足のせい……もっと格好良く活かつ躍やくさせてあげられればなぁ、と思います。

　いや、思うばかりじゃなく書けるように精しよう進じんしていかなければならないんだけど（汗）。道のりは険しいです。




　さて、今回も早いですが、お世話になった皆様方にお礼を。

　サマミヤアカザ様、ＡＳＵＫＡでの連れん載さいお疲つかれ様でした。大変なスケジュールの中美び麗れいなイラストをありがとうございます！　今回の表紙はまた趣おもむきが違ちがっていて、なのに華はなやかさは依い然ぜんとして健在で、見た瞬しゆん間かんに目が引きつけられました。特にタジェスの横顔と表情が、作品の内容に大ハマリでした！

　担当様、本当に重ね重ねご迷めい惑わくをおかけして申し訳ありません。打たれ弱すぎる作者ですが、お見捨てなきようお願いいたします。

　校正の皆様、今回は変へん換かん間ま違ちがいを増産してたいへんお手数をおかけしました。線一本で全然意味が違ってくるのに、うっかりすぎるぞ自分……いつも丁てい寧ねいにチェックしていただき、ありがとうございます。




　そして読者の皆様。楽しんでもらえるだろうか、と不安でいっぱいの手探り状態ながらも、ここまで巻を重ねて来られたのは皆様のおかげです。遅ち々ちたる歩みではありますが、少しでも面おも白しろいと思ってもらえるものを書けるように、これからも努力していきたいと思います。お手紙や年賀状を下さった皆様にも、この場を借りて心よりお礼申し上げます。今回は（今回も）非常に難航しましたので、励はげましの言葉が心に染しみました。本当にありがとうございます！




　では、またお目にかかれることを祈いのりつつ……。





岩城　広海　　
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